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空空気気雰雰囲囲気気下下 B-メメトトキキシシ-9-ボボララビビシシククロロ[3.3.1]ノノナナンンをを開開始始剤剤ととすするる  

ススチチレレンンののララジジカカルル重重合合 
 

菅菅野野  修修一一＊＊ 
概概要要  

 

著者は、空気雰囲気下において比較的低い重合温度で進行するラジカル重合に関する研究を手掛け

ている。 
本研究ではこの一環として、ジアルキルボランである B-メトキシ-9-ボラビシクロ[3.3.1]ノナン

（B-M-9-BBN）のスチレン（St）に対する空気雰囲気下でのラジカル重合開始能を明らかにした。具

体的には、B-M-9-BBN を開始剤とする空気雰囲気下 70 oC における St のバルク重合は、ラジカル重合

禁止剤であるヒドロキノンや 2,6-ジ-第三-ブチル-p-クレゾールの添加で明確に抑制され、ラジカル連鎖

移動剤として知られる 1-DT の添加では、生成ポリマー分子量が著しく小さくなるという典型的なラジ

カル重合挙動を示した。 
この空気雰囲気下で進行するラジカル重合の溶媒効果も確認し、高極性のジメチルスルホキシド

（DMSO）・N,N-ジメチルホルムアミド（DMF）や中極性のジオキサン・テトラヒドロフラン（THF）
を重合溶媒として用いた場合の方が、低極性のトルエン・ベンゼンを重合溶媒に用いた場合と比較し

て、重合が進行しやすいように見受けられた。例外として、低極性溶媒の四塩化炭素（CCl4）中での

溶液重合は、高極性の DMF や中極性の THF 中での溶液重合よりも進行し易かったが、これは CCl4 が

ラジカル連鎖移動定数の大きい溶媒であるため生成ポリマー分子量も小さく、活発な連鎖移動反応が

起因しての結果であると推定した。これら溶液重合については、最も重合活性が高い DMSO 溶液重合

に注目し詳しく検討したところ、モノマー濃度を高くても重合速度に影響を与えないという通常のラ

ジカル重合とは異なる重合挙動も認められた。また、この DMSO 溶液重合はバルク重合との比較にお

いても重合速度的に変わらないことから、溶媒である DMSO が重合反応に大きな影響を及ぼすことが

示唆された。 
一方この重合反応を制御する観点から、ルイス酸である B-M-9-BBN に対するルイス塩基であるアミ

ン類の配位に着目した。より具体的には、p-クロロアニリン・アニリン・p-トルイジン・p-アニシジン・

ピリジン・トリエチルアミンの6種類のアミンを使用した。一例として、空気雰囲気下80 oC における

B-M-9-BBN を開始剤とする St の DMSO を溶媒に用いた溶液重合のこれらアミンの影響については、

それらアミン分子の立体的な効果を考慮する必要のない pKa 値のみで配位の強さを推定できる4種の

アミン p-クロロアニリン・アニリン・p-トルイジン・p-アニジシンについて、pKa 値が大きくなるにし

たがって効果的に重合が抑制される傾向が認められた。さらにここで注目すべきは、同じく空気雰囲

気下80 oC における DMSO 溶液重合においてピリジンを添加することで、重合時間の経過に伴い生成

ポリマー分子量が増大するリビング的重合挙動が観察されたことである。 
得られた結果を総合的に判断すると、この重合は重合溶媒や添加するアミンの組み合わせで反応を

制御出来る傾向が明らかになり、今後さらに多くの種類の重合溶媒や、アミン以外のルイス塩基の添

加についても検討する価値があると判断した。また、他の種類のビニルモノマーに関しても重合開始

剤としての B-M-9-BBN の有効性を確認する実験が当研究室で進行中である。 
 

11..  序序説説  

 

第二次世界大戦後のグローバルな経済発展の過程で、多くの分野において科学技術は飛躍的に進歩

したものの、この事実と反比例するかのように環境劣化が地球レベルで人類の足元を脅かしているの

が、現在の世界の実情ともいえる。著者の感覚として、残念ながら日本では広く知られているとは言

えないが、この環境劣化の指標の一つにイギリス政府によって 2007 年に創設されたカーボンフットプ

リントという概念がある 1)。カーボンフットプリントは英語の carbon footprint の読みをそのまま用いて

おり、直訳すれば「炭素の足跡」ということになる。その語源として、「人間活動が（温室効果ガスの

排出によって）地球環境を踏みつけた足跡」という比喩から編み出された名称である。より具体的に 
 
＊東北生活文化大学 ポリマーケミストリーラボ 教授 
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は、ある製品に関して、原料の生産と流通、半製品への加工と流通、そして最終製品への加工と流通

を介して消費者の手に届き、さらには消費されたあとの廃棄に至るまで、いわゆる製品の「ゆりかご

から墓場まで」に排出される温室効果ガス総量としてあらわされる。ここで対象としている温室効果

ガスは、二酸化炭素（CO2）・メタン・亜酸化窒素・ハイドロフルオロカーボン類・パーフルオロカー

ボン類・六フッ化硫黄などであり、それぞれの地球温暖化係数をもとに二酸化炭素に換算された総量

値としてカーボンフットプリントが定義されている。カーボンフットプリントの単位としては、t-CO2eq
（二酸化炭素換算トン）・kg-CO2eq（二酸化炭素換算キログラム）・g-CO2eq（二酸化炭素換算グラム）

などが用いられ、日本では、「CO2 の見える化」や「CO2 の算出」などカーボンフットプリントと同様

の概念を表す表記もあり、この概念を人々に広く広げるためにはカーボンウェイトの方がわかりやす

いのではないかとも言われている 2)。 
このカーボンフットプリントの概念が世界的に認知され始めた 2000年代後半の国内外の取り組みに

ついては他の文献に譲ることとし 1),3),4)、ごく最近著者がこのカーボンフットプリントに関して興味を

覚えたのは以下の二つの事柄である。一つ目は、カーボンフットプリントと医療費の間に因果関係が

あるということである 5)。一例として米国において二酸化炭素排出量が 1 %増加すると、長期的には医

療費が 2.04 %増加するというのである。米国という現代の超大国の医療費は莫大であり、その 2.04 %
という金額も大金だということは、多くの人がすぐに理解出来るだろう。しかしそれ以上に、経済を

最優先した使い捨て消費社会システムを、第二次世界大戦後の先進国を中心に回し続けた結果招いた

地球環境の劣化が、人類の生存条件をいかに悪くするかというここで示された具体的な数字は注目に

値するのに加えて、重く受け止めるべきである。二つ目は、現代の社会において必要不可欠な材料の

一つであり、比較的安い材料として莫大な量が世界中で使用され続けているコンクリートが、全世界

の 8 %ものカーボンフットプリントを占めるということである 6)。この原因を大雑把に一言で説明する

ならば、コンクリートの原料である 1820 年代にイギリスで発明された最も一般的なセメントであるポ

ートランドセメントが、驚くべきことに、その基本的な製造方法が現代に至るまで変わっていないこ

と、つまりは 1450 oC という高温の製造工程を必要とすることにある。ここで引用した文献中に、“We 
can't do without concrete. But we can do without a significant amount of the emissions it produces.” という小

見出しの一節があるが、著者の専門である高分子合成の分野にフィードバックして考えてみたい。金

属・ガラスに並びセメントを無機材料の代表とするのであれば、繊維・ゴム・プラスチックに代表さ

れる高分子化合物は有機材料の代表と言っても過言ではない。高分子の概念確立までには長い論争が

あったが、1920 年の Staudinger による高分子概念の提唱から、1934 年の Carothers によるナイロン 66
の発明を経て、1935 年～1936 年ころまでに確固たる高分子説が確立したと言える 7)-9)。このように、

上で述べたセメントの歴史と比較すると、ある意味で高分子化合物、特に合成高分子化合物の歴史は

100 年浅いと言える。一方、高分子化合物も用途は多岐にわたり、現代社会においては必要不可欠な材

料であることは異論の余地はなく、従ってトータルの使用量も膨大である。それ故、高分子化合物の

カーボンフットプリントを分析する研究も注目されてはいるものの 10),11)、セメントよりもその分析は

複雑で難しい。しかし著者の知る限り、上で述べたセメントの世界と比較すると、高分子化合物の世

界は日進月歩で技術革新が繰り返されており、“We can't do without polymer. But we can do without a 
significant amount of the emissions it produces.”は、より現実味があると言えるだろう。 
このような時代背景の下、著者自身に関しても、簡易的な重合条件つまりは空気雰囲気下において

比較的低い重合温度で進行するラジカル重合に関する研究を手掛けてきたのは、環境問題に関する危

機意識が大きな一つのドライビングフォースであった。具体的には、1950 年代から知られていたトリ

アルキルボランを重合開始剤に用いたラジカル重合 12)-18)を独自の視点で再評価したことを手始めに
19)-62)、これとは別の新たな視点から、トリアルキルボラン同様の有機ホウ素化合物である種々のボラ

ン-ルイス塩基錯体 19),63)-151)や 9-ボラビシクロ[3.3.1]ノナン 152)-173)の特殊なラジカル重合開始能を初めて

明らかにしてきた。一方、トリアルキルボランの魅力的な化学反応の多くは、ラジカル重合開始剤と

して用いた場合も含めて、その分子中の 3 つのアルキル基のうちの 1 つのみを利用することが知られ

ている 174)。そこで、トリアルキルボランの誘導化合物であるジアルキルボランに関するラジカル重合

開始能に興味が持たれたことから、Scheme 1 に示すジエチルメトキシボランについてもラジカル重合

開始剤として詳しく検討し、Scheme 2 に示すような重合機構を推定した 63),175)-189)。 
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Scheme 2. Estimated polymerization mechanism of St initiated with DEMB.

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究では、ジエチルメトキシボランと同様のジアルキルボランである、Scheme 3 に示す B-メトキ

シ-9-ボラビシクロ[3.3.1]ノナン（B-M-9-BBN）のスチレン（St）に対する空気雰囲気下でのラジカル重

合開始能について検討した結果について報告する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 実実験験 
 
2-1. 試試薬薬 
 
2-1-1. St のの精精製製  
 St（富士フイルム和光純薬工業株式会社、特級）約 250 ml を、分液ロートを用いて 5 %チオ硫酸ナ

トリウム水溶液約 200 ml で 1 回、蒸留水約 200 ml で 1 回、5 %水酸化ナトリウム水溶液約 200 ml で 1
回と順に処理後、中性になるよう蒸留水約 250 ml で 3 回撹拌洗浄した。その後、酸化バリウム約 23 g
を添加し、約 1 日冷蔵庫において乾燥し、減圧蒸留して精製した。この際、減圧度 18 mmHg〜19 mmHg、
ベーパー温度 38 oC〜40 oC の留分をトラップした。 
 
2-1-2. ヒヒドドロロキキノノンン（（HQ））のの精精製製 
 ラジカル重合禁止剤の HQ（富士フイルム和光純薬工業株式会社、特級）は、蒸留水を溶媒として行

った。38 oC の蒸留水 100 ml に対して HQ 約 13 g を 500 ml の三角フラスコ内で溶解し 3 日間遮光し常

温で放置その後、吸引ろ過した後シャーレ取りアルミホイルで遮光した状態で、暗室に置いたデシケ

ーターに 2 日間放置した。 
 
2-1-3. 2,6-ジジ-第第三三-ブブチチルル-p-ククレレゾゾーールル（（BHT））のの精精製製 
 ラジカル重合禁止剤の BHT（富士フイルム和光純薬工業株式会社、特級）は、エタノールを溶媒と

して行った。常温のエタノール 100 ml に対して BHT 約 31 g を 500 ml の三角フラスコ内で溶解し、冷

蔵庫中で 3 日間遮光しながら放置。その後、減圧ろ過した後、シャーレに取り出し遮光した状態で、

暗室内のデシケーターに 2 日間放置した。 

Scheme 1. Diethylmetoxyborane (DEMB). 
 

Scheme 3. B-Methoxy-9-borabicyclo[3.3.1]nonane (B-M-9-BBN). 

－B－OCH3 
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2-1-4. そそのの他他のの試試薬薬 
重合開始剤として使用した B-M-9-BBN（シグマ-アルドリッチ，1.0 M ヘキサン溶液）は市販品をそ

のまま使用した。重合溶媒のテトラヒドロフラン（THF）・ジオキサン・トルエン・ベンゼン・N,N-ジ
メチルホルムアミド（DMF）・ジメチルスルホキシド（DMSO）・四塩化炭素（CCl4）は、それぞれ市

販されている超高純度品として富士フイルム和光純薬工業株式会社製高速液体クロマトグラフィー用

試薬をそのまま使用した。ラジカル連鎖移動剤としての 1-ドデカンチオール（1-DT）（シグマ-アルド

リッチ，純度 98+%）は市販品をそのまま使用した。添加剤として使用したアミン類の p-クロロアニリ

ン・アニリン・p-トルイジン・p-アニシジン・トリエチルアミンは富士フイルム和光純薬工業株式会社

製特級試薬を、ピリジンは富士フイルム和光純薬工業株式会社製インフィニティーピュアー試薬をそ

のまま使用した。 
 

2-2. 重重合合方方法法 
メカニカルピペットを用いて所定量のStと溶媒をパイレックス製褐色重合管に仕込んだ。この際、ラ

ジカル重合禁止剤やアミン類などの添加剤があるときも、この段階で添加した。その後、この重合管

をラバーセプタムキャップで密封し、十分に撹拌し均一状態にした。次にこの重合管を氷水の入った

デュワー瓶に固定し、所定量のB-M-9-BBNをマイクロシリンジで精秤しセプタムキャップを通して重

合管内に注入した。注入後すばやくこの重合管を所定温度にコントロールしたオイルバスに移しかえ

て重合を開始し、一定時間経過後に100 mlビーカー内の強撹拌しているメタノール中に重合溶液をゆっ

くり投ずることで得られたポリマーを沈殿させた。モノマー転化率は、沈殿したポリマーをデカンテ

ーションで分別し40 oC〜50 oCで一昼夜減圧乾燥後、重量法で計算した。 
 

2-3. 生生成成ポポリリママーーのの分分析析 
 得られたポリマーの数平均分子量・重量平均分子量・分子量分布は、THFに溶解し濾過したポリマ

ーサンプルを試料溶液としたゲルろ過クロマトグラフィー（GPC）の測定で求めた。GPC装置として

は、島津RID-10A示差屈折率計・島津SCL-10AVPコントローラー・島津LC-10ADVPポンプ・TSKゲル

カラム（GMHHR-M）・島津DGU-12Aオンライン脱気装置からなる島津LC-VPシステムを使用した。

展開溶媒としてはTHFを流速0.8 mL / mimで使用し、カラム温度は40 oCに設定した。検量線は、1.3×103

から2.3×106AMUの範囲の標準単分散ポリスチレン（富士フイルム和光純薬工業株式会社）から作成し、

島津LCSolutionソフトウェアを用いてデータ分析を実行した。 
 

3. 結結果果とと考考察察 
 
3-1. 空空気気雰雰囲囲気気下下 B-M-9-BBN をを開開始始剤剤ととすするる St のの基基本本的的ババルルクク重重合合挙挙動動 
 
工業的な高分子の製造法として，ラジカル重合が多く使用されており、その実際的方法としては，

バルク重合・溶液重合・懸濁重合・乳化重合がある。この中でもバルク重合は、他の重合法と比較し

てモノマーと少量の開始剤のみを原料とする最も簡単かつ純粋な重合法である。一方、バルク重合は

反応熱の除去を含む重合温度制御が困難である点や、生成ポリマー中に未反応モノマーが残った場合

にこれを取り除くことが難しいなどの短所があるものの、工業的な観点からは厳密な純度を気にする

ことなく多種類のビニルモノマーに使用出来る点や、溶媒を使用しないことは大きな長所と言える。

このようにバルク重合は長所ばかりでなく短所もあるものの、新規な重合開始剤の基本的な有効性を

見極めるための、最も便利で簡単なアプローチ手法である。   
そこでまず初めにB-M-9-BBNの基本的重合開始能を見極めるために、Table 1にB-M-9-BBNを開始剤

とする、空気雰囲気下70 oC及び80 oC でのStのバルク重合の結果を示す。Table 1から同一重合条件下で

Stの熱重合はほとんど進行せず、B-M-9-BBNのStに対する重合開始能が明らかになると同時に、重合は

70 oCよりも80 oCにおいてより速やかに進行することから、開始剤活性が温度依存性のあることがわか

る。さらにここで得られたポリマーの数平均分子量は10000から25000とバルク重合にしてはあまり大

きくないが、分子量分布については3.49から6.01と比較的ブロードになっており、バルク重合の特徴が

出ているとも言える。ここでの生成ポリマーの性質については、次に述べるようにこの重合がラジカ

ル機構で進行するとするなら、空気中の酸素バイラジカルがラジカル連鎖移動剤として働いているこ

とが原因と考えられる。 
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Table 1. Effect of Temperature on the Polymerization of St Initiated with B-M-9-BBN in Bulka 
Entry     Time      Temperature      Conversion      Mnc       Mw/Mnc 

             (min)         (oC)              (%)           
     1         30          70               6.9        15000       .  3.49 

     2         60          70               8.6        10000          5.91 

     3         90         70               9.9        20000          4.16 

     4        120         70              11.0        25000          3.90 

     5b       .120          70             (Trace)                         

6         30          80               8.2        20000          6.01             

     7         60          80              10.8        21000          4.84   

     8         90.          80          12.4        15000          5.00  

    9        120.        .. 80              12.8        13000          4.96 

   10b   .  120          80               1.3 
aSt 8.7 mmol, B-M-9-BBN 0.087 mmol, under air. bB-M-9-BBN nil. 
cDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF). 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次に、上述の St の重合挙動をより深く理解するために、Table 2 には Table 1 の 80 oC の重合について

重合時間を延長し、さらにラジカル連鎖移動剤 1-DT 及びラジカル重合禁止剤 HQ・BHT の添加効果に

ついて、あわせて示す。まず Table 2 から明確になったのは、重合時間を長く取ることによって St の熱

重合がある程度進行する傾向が明確になったことである。具体的に、B-M-9-BBN で開始した場合は重

合時間 4 時間でモノマー転化率は 18.7 %なのに対して、同一条件下での熱重合のモノマー転化率は

3.7 %を示している。しかし、そこで得られたポリマーの数平均分子量がそれぞれ 51000 と 789000 であ

り大きく異なることは、それぞれの重合機構が異なっていることを示唆しており、転化率の違いだけ

でなくこの事実も B-M-9-BBN そのものの重合開始能を否定するものではない。一方、HQ や BHT の添

加は、一般的な予想とは異なり大きな重合抑制効果は認められないが、特に BHT の添加で生成ポリマ

ー分子量が著しく小さくなっていると共に、1-DT の添加では重合が著しく抑制されていることがわか

る。ここで特に、本検討で使用しているフェノール系ラジカル重合禁止剤としての HQ や BHT は目的

のビニルモノマーの種類や重合条件によって重合抑制効果が大きく異なることは古くから知られてい

ることから 190),191)、1-DT の添加効果も含めて、得られた現象はラジカル重合として不合理な結果とは

言えない。 
 
 

Table 2. Effect of Additives on the Polymerization of St Initiated with B-M-9-BBN in Bulka 
.Entry     Time     Atmosphere    Additivec    Conversion      Mnd      Mw/Mnd 

              (hr)                                  (%)  
     1         1          Air         (Nil)          11.4       23000       3.72 

     2         3.         .Air         (Nil)          15.5       59000       3.03 

     3         4          Air         (Nil)          18.7       51000       3.44 

     4b        4.          Air         (Nil)           3.7      789000       1.56 

     5         4          Air      .   HQ          .10.2      ..48000       2.73 

     6         4          Air         BHT    .     .14.6         400       5.34 

     7         4          Air         1-DT          .0.9                  
aSt 8.7 mmol, B-M-9-BBN 0.087 mmol, 80 oC. bB-M-9-BBN nil. c0.261 mmol. 
dDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF).  
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Table 3. Effect of Additives on the Polymerization of St Initiated with B-M-9-BBN in Bulka 
.Entry     Time     Atmosphere    Additivec    Conversion       Mcd      Mw/Mnd 

              (hr)                                  (%)  
     1        .1          Air         (Nil)           7.0        29000       2.47 

     2         3          Air         (Nil)         10.3        35000       3.14 

     3         4          Air         (Nil)         11.8        35000       3.27 

     4b        4          Air         (Nil)           0.3       

     5         4          Air      .   HQ          4.0         31000       2.57 

     6         4          Air         BHT         (Trace) 

     7         4          Air         1-DT          7.0          5000       3.69 
aSt 8.7 mmol, B-M-9-BBN 0.087 mmol, 70 oC. bB-M-9-BBN nil. c0.261 mmol. 
dDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF).  
 

 

上述の結果をさらに詳しく検証するために、Table 3には Table 1に示した70 oC の重合について重合時

間を延長し、さらに1-DT・HQ・BHT の添加効果について、あわせて示す。換言すれば、Table 3には

Table 2の重合温度を10 oC さげた重合に関して、モノマー転化率と得られたポリマーの GPC 分析結果を

まとめている。Table 3からわかるように、Table 2と比較して重合温度を10 oC 下げたため、St の熱重合

は大きく抑制され B-M-9-BBN そのものの重合開始能がより明確になっている。また、Table 1でも認め

られたように重合温度を10 oC 下げた影響で、重合速度がおそくなっていることも確認出来る。ここで

注目すべきは、80 oC の重合とは対照的に HQ や BHT の添加で重合は明確に抑制され、さらに1-DT の

添加では生成ポリマー分子量が著しく小さくなるという典型的なラジカル重合挙動が確認されること

である。つまり、この重合がラジカル機構で進行することを再確認したことになり、この節で得られ

た結果は、B-M-9-BBN の St に対する空気雰囲気下におけるラジカル重合開始能を明らかにしたと言え

る。ただ、生成ポリマー分子量の観点から観察すると、重合時間の短い Table 1のデータからは明確で

ないものの、Table 2と Table 3のデータを比較してみると、おおまかな傾向として、70 oC で得られたポ

リマーよりも80 oC で得られたポリマーの分子量が大きく見える。通常のラジカル重合においては、連

鎖移動反応がつきものと言って良いが、生長反応や停止反応と比較してその活性化エネルギーが高い

ことに起因して、重合温度が低いほど連鎖移動反応が抑制され、生成ポリマー分子量は高くなること

が知られている。したがって、空気雰囲気下での B-M-9-BBN を開始剤とする St のラジカル重合は、

この点で通常のラジカル重合とは異なると言えるが、空気中の酸素バイラジカルがラジカル連鎖移動

剤として働いていることが関連していると考えている。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
3-2. 空空気気雰雰囲囲気気下下 B-M-9-BBN をを開開始始剤剤ととすするる St のの重重合合ににおおけけるる重重合合溶溶媒媒及及びびアアミミンンのの影影響響 
 
前節におけるバルク重合挙動から、この重合の基本的な情報が得られたので、本節においては、こ

の特殊なラジカル重合を多方面から解析する目的の一環として、重合溶媒や、アミン類添加の影響に

ついて検討した結果について述べる。ごく単純に考えると、生長末端が電気的に中性と考えられるラ

ジカル重合においては、分子間相互作用に影響するのはファンデルワールス力のみなので、イオン重

合に比べて重合溶媒の影響は少ないと結論出来る。しかし、この考えは低分子ラジカル反応の基礎的

研究によって、早い段階からそう単純なものではないことが認識されるようになり 192),193)、現在では

ラジカル重合における多くの溶媒効果のあることが明らかになっている。本検討においては、まずこ

の重合における溶媒効果の概略を把握する観点から、Table 4 に、B-M-9-BBN を開始剤とする空気雰囲

気下 70 oC における St のバルク重合及びジオキサン・DMF・DMSO・トルエン・ベンゼン・CCl4・THF
を溶媒として用いた各溶液重合の反応時間 2 時間後のモノマー転化率及び、得られたポリマーの GPC
分析結果をまとめて示す。Table 4 からいずれの場合も重合が進行していることがわかるが、バルク重

合との比較において、いずれの溶液重合も転化率と生成ポリマー分子量の観点から劇的な違いが認め

られない。ただ、あえて大まかな重合挙動を概観すると、高極性の DMSO・DMF や中極性のジオキサ

ン・THF を重合溶媒として用いた場合の方が、低極性のトルエン・ベンゼンを重合溶媒に用いた場合

と比較して、重合が進行しやすいように見受けられる。例外として、低極性溶媒の CCl4 中での溶液重

合は、高極性の DMF や中極性の THF 中での溶液重合よりも進行しているが、CCl4 はラジカル連鎖移

動定数の大きい溶媒であるため、活発な連鎖移動反応が起因しての結果だと推定している。そして、 
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Table 4. Effects of Solvents on the Polymerization of St Initiated with B-M-9-BBNa   
.Entry     Time      Solvent     Conversion      Mnd      Mw/Mnd 

              (hr)                                (%)  
     1b        .2        (Nil)         10.5        39000       2.88 

     2         2       Dioxane       10.4        36000       2.60 

     3         2.     DMF          9.8        38000       2.55 

     4         2.      DMSO         13.1      . 40000        2.30 

     5         2      Toluene          6.6      . 40000        3.03 

     6         2      Benzene          7.4       44000        2.79 

     7         2        CCl4        ..  10.0       15000        2.37 

     8c      2     THF     .       8.0       22000        3.16 
aSt 8.7 mmol, B-M-9-BBN 0.044 mmol, solvent 0.5 ml, under air, 70 oC.  
bB-M-9-BBN 0.087 mmol. c60 oC.  
dDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF). 
 

 
バルク重合を含め他の溶液重合と比較して CCl4 中での溶液重合における生成ポリマー分子量が小さめ

である事実は、この推定を支持する。ラジカル重合の溶媒効果に関する検討については、前述の低分

子ラジカル反応の基礎的研究以前の 1930 年代後半から見受けられ、そこでは重合溶媒への連鎖移動反

応を注目していることを考えると 194)、この CCl4 中での溶液重合の例も、よく見かけられるラジカル

重合挙動だとも言える。また、本研究での対象ビニルモノマーである St については、広く使用されて

いるアゾビスイソブチロニトリルを開始剤とするラジカル重合の溶媒効果について 1960年代前半から

検討例が見受けられ、そこでは重合溶媒と生長末端ラジカル間のコンプレックスが考慮されている
195),196)。ここに示したラジカル重合に対する溶媒効果の例は僅かであり、もともとイオン重合における

溶媒効果の例と比較すると少ないとは言え、このほかにも多くの例があることは言うまでもないが、

ラジカル重合の溶媒効果については未知の部分も多いと言える。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
以上のような背景も踏まえ、この重合における溶媒効果をより明確にするため、Table 4 の結果から

判断して、最も重合活性が高い DMSO の溶液重合を取り上げ、空気雰囲気下 70 oC におけるこの溶液

重合の重合速度に対するモノマー濃度依存性に関するデータを Table 5 にまとめて示す。Table 5 から一

目でわかるように、モノマー濃度が濃くなっても明確に重合速度が大きくなる傾向が認められず、こ

の点で通常のラジカル重合と異なると言える。さらに、Table 1 の Entry 1～4 のバルク重合との比較に

おいて、ここで示されている DMSO 溶液重合の重合速度と大差がない。より詳しく見ると、バルク重

合の方が開始剤濃度も濃いにもかかわらず、上述のような結果になるということは、通常のラジカル

重合挙動とは異なるのは勿論、溶媒である DMSO が重合反応に大きな影響を及ぼすことを示唆してい

る。一方、前節のバルク重合の場合と同様に DMSO の溶液重合においても、わずかながらも熱重合が

進行する。具体的には、Table 5 の Entry 4 と Entry 5 に示すように、B-M-9-BBN で開始した場合は重合

時間 3 時間でモノマー転化率は 11.9 %なのに対して、同一条件下での熱重合のモノマー転化率は 1.6 %
となっている。そして、それぞれのポリマーの数平均分子量が 9000 及び 66000 と大きく異なることか

ら、それぞれの重合機構が異なっていることが示唆され、転化率の違いだけでなくこの事実からも

B-M-9-BBN の重合開始能を再確認出来る。 
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Table 5. Effect of Monomer Concentration on the Polymerization of St Initiated with B-M-9-BBN  
in DMSOa 

. Entry     Time      St      DMSO       Conversion        Mnc        Mw/Mnc  
             (min)    (mmol)     (ml)           (%)  
     1        30       10.4.  .    0.3           7.9           21000         2.09 

     2        60       10.4       0.3           9.5           20000         2.49 

     3       120       10.4   ..   0.3          11.4           20000         2.90 

  4       180       10.4   ....  0.3          11.9           17000         3.70 

     5b..      180    .  10.4    . .  0.3           1.6           66000         7.45 

     6        30       .8.7        0.5           7.4           15000         2.31 

     7        60       8.7        0.5           10.4          24000         2.10 

     8       120       8.7        0.5           11.6          28000         2.26 

    9       180       8.7        0.5           11.6          28000         2.36 

   10b      180       .8.7        0.5            1.1  
aB-M-9-BBN 0.044 mmol,under air, 70 oC. bB-M-9-BBN nil. 
cDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF). 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
ここまで示した溶媒効果からは、通常のラジカル重合とは異なるユニークな重合挙動が観察される

ものの、重合を制御するためのヒントが見えてこない。そこで改めて重合反応制御の観点から、低分

子ラジカル反応から有用な手がかりが得られることに着目することにする。一例として、先にも述べ

た古くから知られる低分子ラジカル反応に、ローンペアを有する溶媒や芳香族溶媒と低分子ラジカル

間の配位が知られている192),193)。このような低分子ラジカルの配位に加えて、B-M-9-BBN はルイス酸

であることから、ルイス塩基である各種アミン類の B-M-9-BBN に対する配位が期待出来るので、この

ことが重合反応の制御に有用であると考えられる。実際、有機合成の分野では9-ボラビシクロ[3.3.1]ノ
ナンとピリジンの錯体が利用されていることが知られている197)。また、ルイス塩基であるアミンとル

イス酸であるアルキルボラン間での錯体生成に関しては、それらルイス酸・塩基間の立体障害、及び

アミンの pKa 値との観点から詳しい検討例も古くから知られている198)-200)。さらには、アンモニア201)

やアミン202)とトリアルキルボランとの錯体を開始剤とするラジカル重合の報告例も見受けられる。ち

なみに、本研究で使用したアミンは、p-クロロアニリン・アニリン・p-トルイジン・p-アニシジン・ピ

リジン・トリエチルアミンの6種類であるが、p-クロロアニリン・p-トルイジン・p-アニシジンについ

てはパラ位の分子構造が異なるアニリン誘導体であることから、この4種類のアミンについては立体障

害を考慮することなく、それぞれの pKa 値でルイス酸である B-M-9-BBN に対する配位の強さが容易に

把握出来る。 
Table 6には、空気雰囲気下80 oC における B-M-9-BBN を開始剤とする St のバルク重合における各種

アミンの添加効果を示した。Table 6を概観すると、アミンの添加によりどの場合も重合が抑制される

ことがわかる。しかし、アミンの pKa が大きければより強く B-M-9-BBN にこれらアミンが配位するこ

とにより重合が抑制されると予想していたが、必ずしもすべてそのとおりにはなっていないこともわ

かる。特にピリジンについては、上述のアニリンとその3種類の誘導体よりも pKa 値が大きいにもかか

わらず、このピリジン共存下の重合は、これら4種類のアミン共存下の重合よりも速やかに進行するこ

とに加えて、生成ポリマー分子量も大きいことがわかる。いずれにしても、重合媒体中へのアミン添

加に関するこの予想外の現象は、前述の低分子ラジカル反応192),193)を考慮すると、窒素原子ローンペア

を有するアミンと重合媒体中で発生する様々なラジカル間での配位なども関与していることも原因の

一つになっていると推定している。また一方、70 oC の DMSO 溶液重合と同様に、80 oC のバルク重合

においても St はわずかではあるものの熱重合することが再確認出来る。つまりは、Table 6の Entry 1と
Entry 8に示されるとおり、B-M-9-BBN で開始した場合は重合時間2時間でモノマー転化率は13.3 %なの

に対して、同一条件下での熱重合のモノマー転化率は1.2 %となっている。この結果に加えて、それぞ

れのポリマーの数平均分子量が93000及び492000と大きく異なることは、ここまでの説明と同様それぞ

れの重合機構が異なっていることを示唆しており、B-M-9-BBN の重合開始能を否定するものではない。 
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Table 6. Effect of Amines on the Polymerization of St Initiated with B-M-9-BBN in Bulka 
Entry     Time         Additivec       pKa    Conversion      Mnd      Mw/Mnd 

              (hr)                                (%)  
     1         2            (Nil)      .              ... 13.3        93000      2.07 

     2         2         p-Cl-Aniline   ... . 4.00   .  .. ...  9.5        29000      3.25 

     3         2           Aniline     .   4.65    . ..   . 5.8        .23000      3.42 

     4         2         p-Toluidine   ...  .5.08 .. .    ...  8.7        .19000      .5.19 

     5         2         p-Anisidine    ..... 5.31   ... ... . .. .5.9        .14000      .5.97 

     6         2           Pyridine     .  5.42  .    ..  11.8     .  .54000      .2.96 

     7         2        Triethylamine  ..  10.72  .     .. . .7.0     .  .20000      .5.05 

     8b.        2.            (Nil)      .            .    1.2       492000      2.19 
aSt 8.7 mmol, B-M-9-BBN 0.087 mmol, under air, 80 oC. bB-M-9-BBN nil. c0.261 mmol. 
dDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF).  
 

 

Table 7. Effect of Pyridine on the Polymerization of St Initiated with B-M-9-BBN in Bulka 
. Entry        Time         Conversion          Mnc        Mw/Mnc  

                (min)            . (%)  
     1            10     .  .   . . 4.7 

     2            30     .   .  . . 4.1 

     3            60         ..   9.3             48000          2.58 

  4            90         ... . 10.6            46000          2.65 

     5b..           90     .     . .. 2.3 
aSt 8.7 mmol, B-M-9-BBN 0.087 mmol, pyridine 0.261 mmol, under air, 80 oC.  
bB-M-9-BBN nil. cDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF). 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
次に上述のピリジンに注目し、Table 7には空気雰囲気下80 oC におけるピリジン共存下での

B-M-9-BBN を開始剤とする St のバルク重合のタイムコンバージョンに関する結果を示した。Table 7
から得られるデータから、重合は速やかに進行するものの、他のアミンを添加した場合よりも生成ポ

リマー分子量は大きいとはいえ、数平均分子量は50000弱でそれほど高分子量のポリマーは得られない

ことがわかる。 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
さらにアミンの添加効果について別の角度から検討するため、良好な重合活性を発現させる傾向が

ここまでの検討で明らかになった DMSO を溶媒に用いた溶液重合について、次に述べる。つまり、Table 
8には Table 6のバルク重合に対応する、空気雰囲気下80 oC における B-M-9-BBN を開始剤とする St の
DMSO を溶媒に用いた溶液重合の各種アミンの添加効果を示す。この Table 8の DMSO 溶液重合のデー

タからは、先の Table 6のバルク重合のデータとは対照的に、それらアミン分子の立体的な効果を考慮

する必要のない pKa 値のみで配位の強さを推定できる4種のアミン p-クロロアニリン・アニリン・p-
トルイジン・p-アニジシンについて、pKa 値が大きくなるにしたがって効果的に重合が抑制される傾向

が認められる。しかし、ピリジン共存下の重合についてはバルク重合と同様、上述の4種類のアミンよ

りも pKa 値が大きいにもかかわらず、最も速やかに重合が進行することに加えて、生成ポリマー分子

量も大きいことが確認出来る。ここで得られた結果は、重合溶媒の選択と添加するアミンの選択で重

合反応を制御することが出来る可能性があり、興味が持たれる。 
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Table 8. Effect of Amines on the Polymerization of St Initiated with B-M-9-BBN in DMSOa 
Entry      Time        Additivec       pKa    Conversion      Mnd      Mw/Mnd 

              (hr)                                     (%)  
     1         2            (Nil)      .           17.0        14000       .4.87 

     2         2         p-Cl-Aniline     4.00       13.3        13000       4.51 

     3         2           Aniline       4.65       11.2         9000       6.36 

     4         2         p-Toluidine     .5.08       10.4         4000      19.12 

     5         2         p-Anisidine     .5.31        8.5        12000       .6.99 

     6         2           Pyridine      5.42   .    13.2        26000       .3.97 

     7         2        Triethylamine   .10.72    .    7.9       . 17000       3.88 

     8b.        2.            (Nil)      .          ..2.6 
aSt 8.7 mmol, B-M-9-BBN 0.044 mmol, DMSO 0.5 ml, under air, 80 oC.  
bB-M-9-BBN nil. c0.132 mmol. dDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF).  
 

Table 9. Effect of Pyridine on the Polymerization of St Initiated with B-M-9-BBN in DMSOa 
. Entry      Time         Pyridine        Conversion          Mnc        Mw/Mnc  

              (min)         (mmol)   .         (%)  
     1         10     .  .    0.261   . .        4.2             21000         2.88 

     2         30     .      0.261.       7.7             38000         1.93 

     3         60          0.261           9.9             43000         2.09 

  4         90           0.261 ...          14.3             45000         1.75 

     5b..        90     ..     0.261  .          2.7            201000         2.02 

     6         10     .     . 0.522       4.2            21000         2.95 

     7         30     .      0.522.  . .        7.8             37000         2.00 

     8         60        .   0.522. .          .8.3             43000         2.12 

  9         90           .0.522 ...        ..12.3             32000         2.57 

    10b..        90     ..     0.522   ...        2.2 
aSt 8.7 mmol, B-M-9-BBN 0.087 mmol, DMSO 0.5 ml, under air, 80 oC. bB-M-9-BBN nil.  
cDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF). 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 

 
この可能性をより深く追求する一環として Table 9 には、ピリジン共存下の DMSO 溶液重合をより詳

細に検討するために、空気雰囲気下 80 oC における B-M-9-BBN を開始剤とする St の重合について、共

存するピリジンの濃度が重合挙動に与える影響をまとめている。Table 9 からすぐにわかることは、ピ

リジンの添加量を 2 倍にすると若干重合反応が抑制されるものの、それほど大きな違いが認められな

いことである。ただここで注目すべきは、ピリジンの添加量がより少ない Entry1～4 に示されるデータ

から、重合時間の経過に伴い転化率が大きくなるのはもちろん、生成ポリマーの数平均分子量が大き

くなることがわかる。この現象は一見するとリビング性の発現のようにもとらえられるが、分子量分

布が広いことが問題である。 
とはいうものの Figure 1 に、重合時間の経過に伴い生成ポリマー分子量が増加する傾向があること

の生データとして、Table 9 の Entry1～4 に対応する GPC の溶出曲線を示すとおり、転化率の増加に伴

い GPC の溶出曲線が高分子側にシフトしていることがわかる。さらに、Table 7 に示したピリジン共存

下のバルク重合では認められないこのリビング的な重合挙動は、重合溶媒及び添加するアミンの組み

合わせで重合反応を制御することが出来る一例とも言える。尚、Entry5 に示すとおり、ピリジン共存

下でも僅かではあるものの St の熱重合が進行するものの、ここまで示してきた St の熱重合で得られた

ポリマーの数平均分子量と比較して著しく小さいことは、この DMSO 溶液重合においてピリジンが重

合系に何らかの影響を与えていることを示唆しており、重合溶媒及び添加するアミンの組み合わせの

重合反応を制御に対する重要性を支持する。 
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次に、重合溶媒及び添加するアミンの組み合わせに関する他の例として、今回使用したアニリンと

その誘導体の中で最も pKa 値が小さく、従って B-M-9-BBN に対する配位力が最も小さいと予測出来る

p-クロロアニリンを取り上げる。実際に Table 8の Entry2に示されるとおり、p-クロロアニリン共存下の

重合は、アミン未添加の重合と比較して、最も重合反応が抑制されていない。具体的に Table 10には、

空気雰囲気下80 oC における B-M-9-BBN を開始剤とする St の DMSO 溶液重合において p-クロロアニ

リンを添加し、その添加量の違いによる重合挙動の違いを示している。Table 10に示されているように、

p-クロロアニリンの添加量が大きくなるにしたがって明らかに重合は抑制されるが、リビング的な重合

挙動は認められない。添加するアミンの種類によって異なる重合挙動が明らかになったことは、次の

実験のための橋頭堡になると思われる。 
以上今回の実験で得られた結果を総括すると、広く普及しているビニルモノマーの一種である St に

対して、B-M-9-BBN が空気雰囲気下でのラジカル重合開始能を有することが明らかになった。この重

合反応に関しては、重合溶媒や添加するアミンの組み合わせで制御出来る傾向が明らかになり、今後

は今回使用しなかった重合溶媒や、アミン以外のルイス塩基の添加についても検討する予定である。

また、他のビニルモノマーについても重合開始剤としての B-M-9-BBN の有効性を確認中である 203)。 
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Table 10. Effect of p-Cl-Aniline on the Polymerization of St Initiated with B-M-9-BBN in DMSOa 
  Entry      Time        p-Cl-Aniline       Conversion        Mnc        Mw/Mnc 

              (min)         (mmol)            (%) .  
1         10     .  .   0.131. .            .6.8           23000        3.09 

     2         30     .   .  0.131 .            10.4           22000        2.84 

     3         60           0.131             13.2           28000        2.80 

  4         90         ... 0.131 .            13.6           21000        3.32 

 5         10     .  .   0.261 .             5.8      34000        2.19 

     6         30     .      0.261  . .          9.7           34000        2.24 

     7         60           0.261.            12.2           40000        2.54 

  8         90           0.261... .          11.3           39000        2.56 

     9         10     .  .  . 0.522.             5.2           16000        3.53 

    10         30     .   .  0.522             .6.2           30000        2.87 

    11         60         . . 0.522             .8.3           26000        2.83 

 12         90           0.522.             9.2           31000        2.53 

    13b..        90     .     ...                 1.0 
aSt 8.7 mmol, B-M-9-BBN 0.087 mmol, DMSO 0.5 ml, under air, 80 oC. 
bB-M-9-BBN nil. cDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF). 
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Microsoft Word のテンプレートに直接入力してください 

 *東北生活文化大学 講師  

本学学生の家族観（結婚観）について  
―講義前後の変化－  

 

八巻美智子 *  

 

１１ ..  ははじじめめにに   

前 回 の 報 告 で は 、 学 生 た ち の 家 族 に 対 す る 考 え 方 や 講 義 前 と 講 義 後 の 学 修 の 変 化 な ど に

つ い て 報 告 し た 。 1） 今 回 は 結 婚 観 な ど に つ い て ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施し た 。家 政 学 事 典 に

よ る と 、結 婚 は 、人 類 が 持 っ て い る 普 遍 的 な 社 会 制 度 の 一 つ で あ る 。結 婚 に つ い て 、個 人 、

集 団 、文 化 、宗 教 、結 婚 制 度 な ど が 、も っ た り 、抱 い た り 、ま た は そ の 中 に 含 ま れ る 見 方 、

理 念 、 あ る い は 評 価 な ど を 結 婚 観 と い う 。 結 婚 の 具 体 的 な あ り 方 は 社 会 や 文 化 に よ っ て 実

に 様 々 で あ る 2） と さ れ て い る 。そ の 為 、本 学 の 学 生 た ち の 結 婚 に 対 す る 考 え 方 な ど を 知 る

と と も に 講 義 前 と 講 義 後 で の 変 化 に つ い て も 調 査 し た の で 報 告 す る 。  

 

２２ ..  方方法法   

本 研 究 は 東 北 生 活 文 化 大 学 研 究 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て 実 施 し た 。  

対 象 は 家 族 関 係 学 履 修 者（ 予 定 者 も 含 む ）37～ 39 名 、ア ン ケ ー ト は す べ て 無 記 名 と し 家 族

関 係 学 の 第 １ 回 目 講 義 時 と 最 終 講 義 時 に 実 施 し た 。  

 

 

３３ ..結結果果とと考考察察   

現 在 結 婚 し た い と 思 い ま す か 、 と い う 問 い に つ い て 調 査 し た 結 果 を 表 1 に 示 し た 。 そ の

結 果 、講 義 前 で は「 思 う 」約 51％ 、「 思 わ な い 」約 30％ 、「 わ か ら な い 」約 19％  で あ っ

た 。 結 婚 し た い と 思 っ て い る 割 合 は 約 半 数 あ り 、 結 婚 し た い と 思 わ な い や わ か ら な い と い

っ た 意 見 は 双 方 合 わ せ る と 約 半 数 の 割 合 で あ る 事 が 分 か っ た 。 一 方 、 講 義 後 で は 「 思 う 」

が 約 69％ 、「 思 わ な い 」約 13％ 、「 わ か ら な い 」約 18％ で あ っ た（ 表 1）。講 義 後 の 方 が

結 婚 し た い と 思 う と い う 回 答 が 約 18 ポ イ ン ト 増 加 し 、結 婚 し た い と 思 わ な い と い う 回 答 が

約 17 ポ イ ン ト 、わ か ら な い も 約 1 ポ イ ン ト 減 少 し た 。以 上 よ り 、講 義 前 と 比 較 し て 講 義 後

で は 結 婚 し た い と 思 う と 回 答 し た 学 生 が 増 加 し た こ と が 分 か っ た 。 な ぜ 、 変 化 し た か に つ

い て は そ の 理 由 を 今 回 の 調 査 で は 実 施 し て い な い た め わ か ら な い 。 考 え ら れ る こ と と し て
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は 、 家 族 と い う 事 に つ い て 考 え る 時 間 が 講 義 を 受 講 す る こ と で 物 理 的 に増 え た こ と 、 結 婚

や 夫 婦 に つ い て の 具 体 的 な 諸 相 が 学 修 に よ り 得 ら れ た こ と な ど が そ の 要 因 の 一 つ と し て 推

察 さ れ た が 、 詳 細 に つ い て は 今 後 調 査 す る 必 要 が あ る 。  

ま た 、 結 婚 し た い と 思 う 理 由 と し て 講 義 後 の 調 査 か ら は 、 子 ど も が 欲 し い か ら 、 家 族 を

持 ち た い か ら 、 将 来 独 身 の ま ま で 終 わ り た く な い 、 好 き な 人 と 家 族 と い う 形 で 家 庭 を 築 く

の が 憧 れ る か ら 、 親 に 自 分 の 子 供 を 見 せ た い か ら 、 私 自 身 も 今 自 分 の い る 環 境 を 作 っ て み

た い か ら 、 さ み し い の は 嫌 だ か ら 、 一 人 で 生 き て い く の は つ ら い な ど の 意 見 が あ っ た 。 ま

た 、 結 婚 し た い と 思 わ な い 理 由 と し て 、 結 婚 ＝ 幸 福 で は な い と 思 う か ら 、 将 来 の 事 は 分 か

ら な い か ら 等 の 意 見 が あ っ た 。 わ か ら な い 理 由 と し て は 、 子 ど も を 幸 せ に し て あ げ ら れ る

自 信 が な い 、 こ の 先 好 き な 人 が で き な い 気 が す る 、 し た い と 思 う が 良 い 人 が 見 つ け ら れ る

気 が し な い 、 同 性 の 友 人 と い た ほ う が 楽 し い 、 気 が 楽 な ど の 意 見 が あ っ た 。  

次 に も し 結 婚 す る 場 合 相 手 に ど の よ う な こ と を 望 み ま す か 、 と い う 問 い に つ い て 結 果 を

表 2 に 示 し た 。講 義 前 の 結 果 は 、「 見 た 目 」約 10％ 、「 収 入（ 経 済 力 ）」約 23％ 、「 趣 味

趣 向 が 合 う 」 約 30％ 、 「 家 族 関 係 が よ い 」 約 17％ 、 「 そ の 他 」 約 21％ で あ っ た 。 そ の 他

の 意 見 と し て は 、 対 等 な 関 係 、 学 歴 、 家 柄 、 タ バ コ を 吸 わ な い 、 社 会 的 な マ ナ ー が 守 れ る

人 な ど の 意 見 が あ っ た 。一 方 、講 義 後 で は「 見 た 目 」約 6％ 、「 収 入（ 経 済 力 ）」約 15％ 、

「 趣 味 趣 向 が 合 う 」 約 41％ 、 「 家 族 関 係 が 良 い 」 約 24％ 、 「 そ の 他 」 約 14％ で あ っ た 。

そ の 他 の 意 見 と し て は 、 友 人 の 悪 口 を 言 わ な い 人 、 DV し な い 、 タ バ コ 吸 わ な い 、 子 育 て ・

育 児 を す る 、 互 い の 主 張 を 認 め あ え る 関 係 な ど が あ っ た 。 講 義 前 と 講 義 後 で は 「 見 た 目 」

は 約 4 ポ イ ン ト 減 少 し 、 「 収 入 （ 経 済 力 ） 」 も 約 8 ポ イ ン ト 減 少 、 「 趣 味 趣 向 が 合 う 」 は

約 11 ポ イ ン ト 上 昇 、「 家 族 関 係 が 良 い 」も 約 7 ポ イ ン ト 上 昇 、「 そ の 他 」は 約 7 ポ イ ン ト

減 少 し た 。 以 上 よ り 、 講 義 後 で は 趣 味 が 合 う 事 や 家 族 関 係 が よ い と い っ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン が 必 要 と さ れ る 項 目 が 増 加 し た 。 講 義 前 で は 家 族 関 係 が 良 い か ど う か は 4 番 目 の 項 目

で あ っ た が 、 講 義 後 で は 2 番 目 に 多 い 項 目 と な っ た 。  

次 に 、 子 ど も は 欲 し い で す か 、 と い う 問 い に つ い て 結 果 を 表 3 に 示 し た 。 そ の 結 果 、 講

義 前 で は 、 「 は い 」 約 68％ 、 「 い い え 」 約 16％ 、 「 ど ち ら と も い え な い 」 約 16％ で あ っ

た 。 一 方 、 講 義 後 で は 「 は い 」 約 72％ 、 「 い い え 」 約 15％ 、 「 ど ち ら と も い え な い 」 約

13％ で あ っ た 。講 義 後 で は 子 供 が 欲 し い と 回 答 し た 割 合 が 4 ポ イ ン ト 上 昇 し た 。ま た 、「 は

い 」 と 回 答 し た 理 由 と し て は 、 子 供 が 好 き だ か ら 、 子 供 を 育 て る こ と で 自 分 も 成 長 で き る

か ら 、 責 任 感 や 充 実 感 が 得 ら れ る か ら 、 子 供 は か わ い い か ら 、 夫 婦 だ け と い う の は 悪 く な
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い が 子 供 が い た ほ う が 明 る い 家 庭 を 築 く こ と が で き そ う だ か ら 、 子 供 を 残 す た め 、 子 供 は

私 た ち に と っ て 宝 だ か ら な ど の 意 見 が あ っ た 。 講 義 を 受 け て 赤 ち ゃ ん を 好 意 的 に 思 う よ う

に な っ た と い っ た よ う な 考 え 方 に 変 化 し た と 思 わ れ る 意 見 も あ っ た 。 「 い い え 」 「 わ か ら

な い 」 と 回 答 し た 理 由 と し て 、 ま だ 考 え ら れ な い な ど と い っ た 意 見 が あ っ た 。  

 以 上 よ り 、 講 義 前 後 の 変 化 と し て ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た こ と で 感 じ た こ と は 、 講 義

前 よ り 講 義 後 の 方 が 結 婚 と い う 考 え 方 に 具 体 的 な 意 見 が 挙 げ ら れ る 傾 向 が み ら れ た た め 、

そ れ ぞ れ 結 婚 に 対 す る イ メ ー ジ が つ き や す く な っ た の で は な い か と 推 察 さ れ た 。 家 庭 の 機

能 と し て 基 本 的 欲 求 の 充 足 機 能 、 経 済 的 安 定 機 能 、 人 間 形 成 的 機 能 、 家 庭 生 活 文 化 の 創 造

的 機 能 が あ る が 3 . 4） 、 今 回 の 調 査 よ り 、 経 済 な ど の 機 能 よ り も 人 間 形 成 的 機 能 な ど を 重 視

す る 傾 向 が み ら れ た 。ま た 、講 義 で は 槇 石 ら の テ キ ス ト 5） を 使 用 し て 実 施 し た の で 、（ 特

に 配 偶 者 の 選 択 と 結 婚 、 妻 と 夫 の 人 間 関 係 な ど の 章 ） 、 講 義 後 で は そ の 影 響 が あ る と 考 え

ら れ る 。 今 回 の 調 査 に よ り 本 学 学 生 の 結 婚 な ど に 関 す る 考 え 方 を 一 部 知 る こ と が で き た の

で 、 今 後 の 講 義 の 参 考 と し た い 。 一 方 、 こ れ ら の 調 査 内 容 や 結 果 は 限 定 的 で あ る こ と も 考

え ら れ る た め 、 今 後 さ ら に 項 目 の 検 討 や 調 査 人 数 を 増 や し 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

 

 

 

 

 

 

表 1 現 在 結 婚 し た い と 思 い ま す か （ 講 義 前 、 講 義 後 ）  

  講義前（％）  講義後（％）  

思 う  51 .4  69 .2  

思 わ な い  29 .7  12 .8  

わ か ら な い  18 .9  17 .9  

計  100  100  
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表 2 も し 、結 婚 す る 場 合 、結 婚 相 手 に ど の よ う な こ と を 望 み ま す か ？（ 講 義 前 、講 義 後 ）  

（ 複 数 回 答 可 ）  

  講義前（％）  講義後（％）  

見 た 目  9 .9  6 .1  

収 入 (経 済 力 )  22 .5  15 .2  

趣 味 趣 向 が 合 う  29 .6  40 .9  

家 族 関 係 が よ い  16 .9  24 .2  

そ の 他  21 .1  13 .6  

計  100  100  

 

表 3 子 ど も は 欲 し い で す か （ 講 義 前 、 講 義 後 ）  

  講義前（％）  講義後（％）  

はい  67 .6  71 .8  

いいえ  16 .2  15 .4  

どちらともいえない  16 .2  12 .8  

 100  100  
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 *東北生活文化大学 教授 

衣生活の課題を多面的にとらえる  
―被服整理の課題を中心に本学服飾文化専攻での授業実践―  

井上  美紀 *  

 

１１ ..  ははじじめめにに   

循 環 型 社 会 の 構 築 や 持 続 可 能 な 社 会 の 構 築 の 観 点 か ら ， 現 代 の 衣 生 活 に は 数 多 く の 課 題

が あ る ． 家 庭 科 の 教 育 で は ， 様 々 な 衣 生 活 の 課 題 に 対 し て 生 活 者 と し て の 対 応 策 を 考 え 生

活 実 践 を 促 す 教 材 事 例 が 多 く み ら れ る ． し か し 環 境 問 題 等 の 新 た な 課 題 は 要 因 が 複 雑 に 絡

み 合 い ， 改 善 を 日 々 積 み 重 ね て い か な け れ ば 解 決 で き な い ． 社 会 ， 世 界 全 体 を 通 じ て 実 践

さ れ る こ と が 重 要 で あ り ， 今 後 の 産 業 の 主 な 担 い 手 ， 生 活 の 主 体 と な っ て 社 会 を リ ー ド す

る 大 学 生 の 意 識 向 上 ・ 改 革 を 図 る こ と が 求 め ら れ る ．  

「 S D Gs」は 持 続 可 能 な 開 発 目 標 で ，国 連 サ ミ ッ ト（ 2 0 1 5 年 ）で 採 択 さ れ た「 持 続 可 能 な

開 発 の た め の 2 0 3 0 ア ジ ェ ン ダ 」に 記 載 さ れ た 開 発 目 標 で あ る ． S D Gs で は 社 会 の あ ら ゆ る

主 体 が 1 7 の 目 標 に 向 か っ て 取 り 組 む こ と が 求 め ら れ て い る ． 日 本 国 内 で も ， 国 ， 自 治 体 ，

企 業 が 中 心 と な っ て 幅 広 く 実 践 さ れ は じ め ， 最 近 ， 多 く の 媒 体 を 通 し て 様 々 な メ ッ セ ー ジ

が 発 信 さ れ て い る ． 循 環 型 社 会 の 構 築 や 持 続 可 能 な 社 会 の 構 築 の 観 点 で ， 現 代 の 衣 生 活 を

変 革 す る 産 業 や 生 活 で の 行 動 変 容 を 促 す た め に ， S D Gs を 合 言 葉 に 変 容 の 積 み 重 ね を 社 会

全 体 で 実 践 す る こ と が 多 く の 波 及 効 果 を 生 む ．  

本 研 究 で は ， 大 学 生 を 対 象 と し て ， 衣 生 活 の 課 題 を 社 会 全 体 ， 産 業 ， 生 活 の 観 点 で 幅 広

く 多 面 的 に と ら え ら れ る よ う な 教 育 内 容 を 検 討 す る ． 特 に 本 報 告 で は ， 「 被 服 整 理 学 」 の

講 義 と 実 験 を 2 年 次 に 履 修 者 全 員 が 受 講 済 み で あ る こ と か ら ， 被 服 整 理 の 課 題 を 中 心 と し

て 実 践 し た ． さ ら に ， 課 題 解 決 策 と S D Gs 行 動 目 標 と の 関 連 性 を 考 察 さ せ る 内 容 も 合 わ せ

て 検 討 し た ．  

 

２２ ..授授業業をを実実施施すするるたためめのの工工夫夫   

授 業 は ， 本 学 家 政 学 部 家 政 学 科 服 飾 文 化 専 攻 で の 開 科 目 「 ア パ レ ル 消 費 科 学 」 （ 服 飾 文

化 専 攻 3 年 ，選 択 科 目 ，服 飾 生 活 コ ー ス 設 定 科 目 ， 2 0 2 0 年 度 新 設 ）で 実 践 し た ．ア パ レ ル

消 費 科 学 は ，衣 生 活 の 課 題 や そ の 対 応 ，今 後 の 衣 生 活 の あ り 方 を 主 に 教 授 す る 内 容 で あ る ．

特 に ， 衣 生 活 を 通 し て 循 環 型 社 会 の 構 築 や 持 続 可 能 な 社 会 の 構 築 を 目 指 し ， 現 在 私 た ち が

直 面 し て い る 衣 生 活 の 課 題 を 把 握 し ， こ れ か ら の 衣 生 活 で の 消 費 行 動 を 考 察 で き る こ と を
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目 標 と し て い る ．衣 生 活 の 課 題 で は ，地 球 環 境 と 被 服 整 理 ，環 境 配 慮 型 の 繊 維 製 品 等 の 様 々

な 事 項 を 取 り 上 げ ， 各 自 が 解 決 課 題 を 設 定 し ， 解 決 策 や 対 策 方 法 を 立 案 す る ま で が 授 業 内

容 と な る ． 特 に 取 り 上 げ る 衣 生 活 の 課 題 は ， 先 に 述 べ た よ う に 「 被 服 整 理 学 」 の 講 義 と 実

験 を 受 講 者 全 員 が 2 年 次 履 修 済 み で あ る こ と か ら 被 服 整 理 分 野 の 内 容 を 主 と し た ． こ の た

め ， 衣 生 活 の 課 題 に つ い て ， 購 入 か ら 着 用 ・ 取 り 扱 い ・ 保 管 ・ 廃 棄 に 至 る 被 服 整 理 の 各 段

階 に 事 項 を 分 類 整 理 し て 提 示 す る こ と に し た ． 特 に 購 入 段 階 で は ， 新 た な 製 品 開 発 等 の 産

業 段 階 と の 関 連 性 を 提 示 し た ． ま た ， 近 年 重 視 さ れ て い る S D Gs と の 関 連 性 に つ い て ， 目

標 N o 1 2「 つ く る 責 任 ， つ か う 責 任 」 を 主 に 教 授 し ， そ れ 以 外 の 1 6 の 目 標 は ， 各 自 が 課 題

に 取 り 組 む 中 で 関 連 目 標 を 調 査 す る よ う に 促 し た ． 授 業 は 例 年 通 り の 対 面 授 業 で シ ラ バ ス

を 計 画 作 成 し た が ， 開 始 直 前 に 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 へ の 対 策 で 全 て 遠 隔 対 応 と な っ

た ． こ の た め ， 表 1 に 示 す 授 業 計 画 を 再 考 し ， 遠 隔 で の 教 材 提 示 ， 情 報 収 集 ， プ レ ゼ ン テ

ー シ ョ ン と デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 部 分 の 対 応 等 の 展 開 方 法 に つ い て 合 わ せ て 検 討 し ， 図 1 に 示

す 流 れ で 実 施 し た ．  

表 1． ア パ レ ル 消 費 科 学 の 授 業 計 画 ※ 1 ）  

                               教 材 配 信  

                               第 1 便  

 

第 2 便  

 

 

                               第 3 便  

 

                               第 4 便  

 

 

 

 

 

 

図 1． 遠 隔 授 業 実 施 の 流 れ  
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遠 隔 で は ，教 材（ 1 コ マ あ た り A 4 紙 6 枚 程 度 ，印 刷 時 は 2 段 組 み で 3 枚 程 度 に ま と め た

資 料 ） を 学 生 に 配 布 し 自 宅 学 習 さ せ ， 1～ 1 1 回 の 授 業 1 コ マ あ た り 1 課 題 ず つ 毎 時 間 設 定

し て ミ ニ ッ ト ペ ー パ ー に 回 答 し 提 出 さ せ た ． 課 題 は ， 用 語 の 説 明 等 で は な く ， 授 業 内 容 の

関 連 事 項 に つ い て ，日 々 の 衣 生 活 を 振 り 返 る 内 容 ，企 業 で の 取 り 組 み 状 況 を 把 握 す る 内 容 ，

各 自 が 調 査 分 析 す る 内 容 を 主 と し ， 考 察 を 促 す よ う に 工 夫 し た ． 情 報 収 集 で は ， 教 材 の 他

に 参 考 と な る 情 報 源 を 紹 介 す る こ と で 対 応 し た ． 提 出 さ れ た 課 題 は 添 削 し て 学 生 に 返 却 し

て フ ィ ー ド バ ッ ク し た ．な お ，1 2～ 1 5 回 は 表 1 の 授 業 計 画 で は プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン と デ ィ

ス カ ッ シ ョ ン を 予 定 し て い た が ， プ レ ゼ ン シ ー ト 作 成 と 事 後 の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン シ ー ト の

記 入 に 変 更 し 対 応 す る こ と に し た ．  

 

３３ ..授授業業ででのの実実践践   

 服 飾 文 化 専 攻 3 年 生 前 期 に 開 講 し ，図 1 の 流 れ に 沿 っ て 実 施 し た ．詳 細 を 図 2 に ，ま た ，

毎 時 間 の 課 題 概 要 を 表 2 に 示 し た ．  

 

 

 

 

 

図 2． 授 業 実 践 の 詳 細  

 

表 2． 課 題 の 概 要  
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3－ 1． 実 践 例 ① （ 第 4 回 ， 第 8 回 ， 個 別 課 題 ）  

 第 4 回 の 授 業 は 「 衣 生 活 の 課 題 と 消 費 の あ り 方 ① 地 球 環 境 と 被 服 整 理 」 の 内 容 で ， 衣 生

活 の 環 境 に 関 連 し た 課 題 に つ い て 事 例 提 示 し た ． 課 題 が 社 会 全 体 で ， 産 業 で の 改 革 ， 生 活

で の 行 動 変 容 を 積 み 上 げ て い か な け れ ば 解 決 で き ず ，日 々 実 践 す る こ と が 重 要 で あ る た め ，

被 服 整 理 の 洗 浄 （ 洗 濯 ） に つ い て ， A 水 ， B 洗 濯 機 ， C 洗 剤 （ 洗 剤 ・ 界 面 活 性 剤 ・ 容 器 包

装 ） ， D ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ 溶 剤 の 4 項 目 に 細 分 化 し て 環 境 問 題 の 事 例 を 取 り 上 げ ， 環 境

対 応 の 歴 史 ，消 費 デ ー タ ，企 業 で の 対 応 商 品 開 発 事 例 ，家 庭 生 活 で の 取 り 組 み 事 例 ，法 令 ，

安 全 性 評 価 事 例 等 を 解 説 し た ． 第 4 回 の 課 題 で は ， 生 産 と 消 費 の 変 容 を 積 み 上 げ ら れ る よ

う な S D Gs N o . 1 2 の 行 動 目 標 を 取 り 上 げ ，「 つ く る 責 任（ 企 業 で の 具 体 的 な 対 応 策・目 標 ）」

と 「 つ か う 責 任 （ 消 費 者 行 動 の 目 標 ） 」 に 分 け て ア イ デ ア を ま と め さ せ た ． さ ら に 将 来 に

向 け た 製 品 提 案 や 対 応 策 を 示 す 内 容 も 含 め た ． な お S D Gs に つ い て 第 3 回 の 授 業 で 事 前 に

解 説 し た ．  

 第 8 回 の 授 業 は 「 衣 生 活 の 課 題 と 消 費 の あ り 方 ⑤ 災 害 時 の 消 費 行 動 ・ 防 災 」 の 内 容 を 取

り 上 げ た ． 食 や 住 生 活 と 比 較 し て 衣 生 活 に お け る 情 報 が 少 な く 十 分 で は な い た め ， 衣 生 活

に お け る 防 災 と し て の 備 え と 災 害 時 の 行 動 の あ り 方 に つ い て 考 え る 内 容 と し た ．第 4～ 7 回

の 内 容 を 踏 ま え ， A 着 用 ， B 被 服 整 理 ， C 被 災 者 支 援 の 3 項 目 に 細 分 化 し ， 過 去 の 災 害 に

お け る 衣 生 活 で の 課 題 事 例 ，災 害 時 の 洗 濯 に 関 す る 論 文 等 を 解 説 し た ．第 8 回 の 課 題 で も ，

SD Gs N o .1 2 と 関 連 さ せ て 消 費 の 行 動 変 容 に つ な が る よ う ，季 節 や 量 を 限 定 し た 自 身 の 避 難

用 品 を リ ス ト ア ッ プ し 消 費 者 行 動 の 目 標 を 具 体 化 さ せ る と と も に ，活 用 法 を ま と め さ せ た ．

さ ら に 災 害 対 応 製 品 案 や 対 応 策 を 具 体 的 に ま と め る 内 容 を 盛 り 込 み 提 示 し た ．  

遠 隔 対 応 の た め ， 課 題 返 却 ま で の 期 間 を 要 し た こ と か ら ， 提 出 後 す ぐ に 大 学 H P 上 に 設

置 さ れ た 授 業 科 目 掲 示 板 に ， 課 題 の 回 答 例 ， 課 題 の ポ イ ン ト ， 質 疑 へ の 回 答 等 を 示 す よ う

に し た ． さ ら に 個 別 の 質 問 は メ ー ル 対 応 や 次 便 で の 教 材 内 に 盛 り 込 む 対 応 と し た．  

 

3－ 2． 授 業 内 容 例 ② （ 第 1 2－ 1 5 回 ， 最 終 課 題 ）  

最 終 課 題 に 「 衣 生 活 の 課 題 の 中 か ら 一 つ 選 択 し ， 授 業 で 学 ん だ 事 や 情 報 を 収 集 し 分 析 ・

考 察 し て ，提 案 資 料 を 作 成 す る 」を 設 定 し た ．教 材 で は ，A 授 業 の 振 り 返 り と ま と め ，B 提

案 資 料 と は ， C 最 終 課 題 の 詳 細 ， D プ レ ゼ ン シ ー ト 作 成 の 条 件 ， E 作 成 の 進 め 方 と ポ イ ン

ト を 提 示 し た ． 図 3 に プ レ ゼ ン シ ー ト の 内 容 を 示 す ． 作 成 に あ た り ， 学 生 に は 課 題 と 業 種

を 定 め さ せ ， 行 動 変 容 に つ な が る メ リ ッ ト ， 解 決 策 や 解 決 案 は で き る だ け 具 体 的 に 示 す こ
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と 等 を 指 示 し た ．S D Gs と の 関 連 性 で は ，N o .1 2 と こ れ 以 外 の 関 連 目 標 に つ い て 提 案 資 料 内

に 添 付 さ せ た ．  

 

・ 対 象 ： 消 費 者   

・ 活 用 ： 企 業 や 自 治 体 で の 広 報 用 資 料  

・ 枚 数 ： 1 枚 （ 表 面 の み ） ， タ テ も ヨ コ も 両 方 可  

・ 記 載 内 容 ：  ① 取 り 上 げ た 衣 生 活 の 課 題 の 背 景  

 ② 課 題 解 決 や 行 動 変 容 を 促 す に あ た っ て の 最 終 目 標 と メ リ ッ ト  

   ③ 企 業 で の 課 題 解 決 策 ， 解 決 案  

   ④ 消 費 者 へ の 行 動 変 容 を 促 す 案  

⑤ S D Gs と の 関 連 （ マ ー ク 挿 入 ）  

図 3． プ レ ゼ ン シ ー ト の 作 成 （ 提 案 資 料 ） に 盛 り 込 む 内 容  

 

学 生 が 取 り 上 げ た 課 題 は ， 「 ア パ レ ル 企 業 や 自 治 体 で の 広 報 資 料 を 念 頭 に し た 購 入 と 廃

棄 に 関 す る 視 点 」 ， 「 ア パ レ ル 企 業 や 自 治 体 で の 広 報 資 料 を 念 頭 に し た 衣 生 活 で の 防 災 対

策 に 関 す る 視 点 」，「 ア パ レ ル 企 業 で の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 対 応 製 品 開 発 に 関 す る 視 点 」

等 で あ っ た ．実 際 に 作 成 し た プ レ ゼ ン シ ー ト の 1 例 を 図 4 に 示 す ．シ ー ト の ほ と ん ど に は ，

資 料 に 課 題 テ ー マ が 分 か り や す い ワ ー ド で 示 さ れ ， 「 ち ょ っ と 待 っ て ！ そ の 服 も う 捨 て る

の ？ 」，「 5 R の 視 点 か ら み る 衣 生 活 の 課 題 解 決 」等 ，消 費 者 の 興 味 関 心 を 引 く よ う な 工 夫

が 見 ら れ た ． S D Gs と の 関 連 性 で は ， N o 1 2 の 他 に ， N o 3「 す べ て の 人 に 健 康 と 福 祉 を 」 ，

No 7「 エ ネ ル ギ ー を み ん な に そ し て ク リ ー ン に 」，No 1 1「 住 み 続 け ら れ る ま ち 作 り 」，N o 1 5

「 陸 の 豊 か さ を 守 ろ う ，生 産 と の 関 連 」，N o 1 6「 平 和 で 公 正 か つ 包 摂 的 な 社 会 」，N o 1 7「 パ

ー ト ナ ー シ ッ プ で 目 標 を 達 成 」 が シ ー ト の 中 に 示 さ れ て い た ． 各 自 ， 他 項 目 と の 関 連 性 を

調 査 し 波 及 効 果 を 検 討 し た 上 で 3 個 程 度 を 盛 り 込 ん で い た ． ほ と ん ど の 履 修 者 の シ ー ト に

は 学 ん だ 内 容 の 他 ， 各 自 が 情 報 収 集 し 考 察 し た 対 応 策 等 が 具 体 的 に 盛 り 込 ま れ て い た が ，

少 し 具 体 性 や 適 切 性 に か け る シ ー ト も あ っ た ．  

 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン シ ー ト で は ， 他 の 履 修 者 が 作 成 し た プ レ ゼ ン シ ー ト 対 し て 自 由 に 記 述

し て も ら い ，提 出 さ れ た 全 コ メ ン ト を 履 修 者 毎 に A プ レ ゼ ン 内 容 ， B プ レ ゼ ン シ ー ト の 作

成 法 の 項 目 に 分 類 整 理 し て 返 却 し た ． ま た ， 科 目 担 当 者 か ら の コ メ ン ト も 添 付 し て フ ィ ー

ド バ ッ グ し ， デ ィ ス カ ッ シ ョ ン と 授 業 内 容 の 振 り 返 り を は か っ た ． プ レ ゼ ン 内 容 に つ い て
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は 肯 定 的 な 意 見 が 多 く ， 他 履 修 者 の 考 え を 尊 重 す る 傾 向 に あ っ た が ， プ レ ゼ ン の 作 成 法 に

つ い て は 配 置 や 見 や す さ を 指 摘 す る 意 見 も 見 ら れ た ．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4． 学 生 が 作 成 し た プ レ ゼ ン シ ー ト の 1 例  

 

授 業 後 に ， 本 授 業 に つ い て の ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た ． ア ン ケ ー ト は 5 項 目 で ， 無 記

名 の 自 由 記 述 と し た ． 項 目 と 学 生 コ メ ン ト の 一 部 抜 粋 を 図 5 に 示 し た ．  

ア ン ケ ー ト と 今 回 の 授 業 実 践 を 行 っ た 結 果 ， 今 後 の 課 題 と し て ， 最 終 課 題 に お け る プ レ

ゼ ン シ ー ト 内 容 の 適 切 性 を 判 断 し ， 解 決 案 を よ り 具 体 化 さ せ る デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 方 法 の 検

討 が 挙 げ ら れ る ． 同 じ 課 題 に つ い て 個 別 に 取 り 組 ん だ 後 に 全 体 で デ ィ ス カ ッ シ ョ ン す る よ

う な 工 夫 も 必 要 と な る ． さ ら に ， 授 業 の 中 で よ り S D Gs へ の 理 解 を 深 め 多 面 的 に 課 題 を と
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ら え さ せ る た め に ，N o 1 2 以 外 の 項 目 に つ い て も う 少 し 触 れ る 機 会 を 設 け る ，授 業 回 毎 の 課

題 を 衣 生 活 の 被 服 整 理 の 流 れ に 沿 っ て 提 示 す る 等 ， 今 後 の 改 善 を 図 り た い ．  

 

1． 衣 生 活 の 課 題 や 解 決 法 に つ い て の 理 解  

  ・ ほ ぼ 内 容 を 理 解 す る こ と が で き た ． 特 に 廃 棄 問 題 に 興 味 を 持 ち ， 解 決 策 の 提 案 に 興 味  

を 持 っ て 取 り 組 め た ．  

・ つ く る 責 任 と つ か う 責 任 を 考 え 実 行 し ， 伝 え て い く 事 の 重 要 性 を 理 解 し た ．  

・ 災 害 時 の 衣 生 活 の 課 題 に つ い て 興 味 関 心 を 持 て た ． 等  

2． S D Gs と の 関 連 性 に つ い て の 理 解  

  ・ 社 会 人 と し て ， 作 り す ぎ る 社 会 よ り ， 再 生 可 能 な 社 会 を 実 現 し て い き た い ．  

  ・ S D G s は バ イ ト 先 の 広 報 誌 に 掲 載 さ れ 気 に な っ て い た が 詳 し く 知 れ た ．  

  ・ 自 分 の 消 費 行 動 に つ い て 考 え る 機 会 が 増 え た ．  

・ N o 1 2 に つ い て 沢 山 の こ と を 吸 収 で き た し ， 積 極 的 に 責 任 を 果 た し た い と 感 じ た ． 等  

3． 遠 隔 授 業 で の 実 践 に つ い て の 感 想  

  ・ 掲 示 板 で の 情 報 共 有 が 学 習 す る 上 で と て も 助 か っ た ．  

  ・ ク ラ ス の 中 で 意 見 を 共 有 す る こ と で ， 自 分 と は 異 な る 視 点 の 考 え を 知 れ た ．  

・ 今 回 の よ う な 形 式 で 授 業 を 進 め た が ， プ レ ゼ ン で み ん な と の つ な が り を 感 じ ら れ た ．  

  ・ わ か り や す い レ ジ ュ メ で 理 解 し な が ら 進 め ら れ た ．  

  ・ 正 直 い つ も 絵 や 写 真 が あ る 授 業 （ 科 目 担 当 者 の 他 科 目 で ， 対 面 時 に 使 用 し て い る ス ラ  

イ ド 教 材 の 意 と 思 わ れ る ） が 分 か り や す い が ， 文 字 の 多 い 遠 隔 教 材 資 料 も 勉 強 に な っ た ．  

  ・ 他 の 遠 隔 授 業 よ り 内 容 を 理 解 で き た ． 等  

4． こ の 授 業 プ ロ グ ラ ム に 対 す る 感 想  

  ・ 洋 服 が 好 き だ か ら こ そ ， 粗 末 に 扱 い た く は な い し 環 境 が 悪 化 す る こ と も し た く な い ．  

消 費 者 一 人 一 人 の 対 策 ， 企 業 で の 個 別 の 対 策 の 積 み 重 ね が 大 事 だ と 考 え た ．  

  ・ 自 分 単 体 だ け で は な く ， 社 会 や 世 界 と い う 大 き な 塊 と し て フ ァ ッ シ ョ ン を 考 え る こ と  

が で き た 機 会 だ っ た ．  

・ 最 終 課 題 の 作 成 を 行 い ， 企 業 側 と し て の 自 身 の 意 見 を ま と め ら れ た ．  

・ S D G s の マ ー ク を 広 く 知 っ て も ら い ， 衣 生 活 ， 衣 服 と 環 境 の 未 来 を 明 る く し た い ． 等  

図 5． ア ン ケ ー ト コ メ ン ト の 抜 粋  
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４４ ..  おおわわりりにに   

本 研 究 で は ， 衣 生 活 の 課 題 を 幅 広 く 多 面 的 に と ら え る 教 育 を 検 討 す るこ と を 目 的 に ， 本

学 服 飾 文 化 専 攻 の 科 目 「 ア パ レ ル 消 費 科 学 」 に お い て 遠 隔 形 式 で 授 業 を 実 践 し た ． 特 に 本

報 告 で は ， 被 服 整 理 の 課 題 を 中 心 と し て 実 践 し ， 課 題 解 決 策 と S D G s 行 動 目 標 と の 関 連 性

を 考 察 さ せ る 内 容 も 合 わ せ て 検 討 し た ． 今 回 得 ら れ た 結 果 や 課 題 を も と に 引 き 続 き 教 材 研

究 を 重 ね る と と も に ， 今 後 ， 対 面 形 式 の 授 業 で の 実 践 も 試 み た い ．  

な お ， 本 研 究 は 東 北 生 活 文 化 大 学 ・ 東 北 生 活 文 化 大 学 短 期 大 学 部 の 研 究 倫 理 委 員 会 の 審

査 を 得 て 実 施 し ま し た ．  
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8）一 般 社 団 法 人 日 本 家 政 学 会：家 政 学 か ら の 提 言  震 災 に そ な え て ，p 2 4 -2 7 東 日 本 大 震 災
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 *東北生活文化大学 講師 

肢体不自由児の ICT 活用に有用な教材の開発  
―スクラッチを制御するための代替入力装置の試作―  

 

水谷  浩 *  

概概要要   

ブ ロ ッ ク 型 ビ ジ ュ ア ル・プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語「 ス ク ラ ッ チ（ h t tp s : / / s c r a t ch . mi t . ed u /）」は 、

ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発 ・ 創 作 を 楽 し み な が ら 、 知 ら ず 知 ら ず の う ち に プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎

知 識 を 身 に つ け ら れ る こ と か ら 、次 世 代 の 子 ど も た ち の I C T 活 用 に 有 用 な 学 習 教 材 と し て

の 注 目 さ れ て い る 。 と り わ け 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 （ 構 文 ） を 覚 え な く と も 、 絵 や 図 な ど

の 組 み 合 わ せ に よ っ て 、 直 感 的 に プ ロ グ ラ ミ ン グ 可 能 な こ と か ら 、 文 字 の 読 み 書 き が 苦 手

な 子 ど も た ち の I C T 活 用 の 支 援 に 有 用 と い え る 。  

現 在 、 わ が 国 で は 、 初 等 中 等 教 育 段 階 に お け る プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 の 必 修 化 と い う 時 代

の 潮 流 に あ っ て 、 小 ・ 中 学 校 の 授 業 に ス ク ラ ッ チ を 採 用 し 、 ゲ ー ム や イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・

ア ニ メ ー シ ョ ン の 開 発 や 創 作 活 動 が 活 発 化 し て い る 。  

し か し な が ら 、 文 字 の 読 み 書 き が 困 難 か つ キ ー ボ ー ド や マ ウ ス の 操 作 困 難 な 子 ど も た ち

が 、 ス ク ラ ッ チ を 操 作 し 、 実 際 に モ ノ を 動 か し 、 音 や 光 の 制 御 を 通 じ て 、 ハ ー ド ウ ェ ア の

仕 組 み を 理 解 す る の に 役 立 つ 教 材 づ く り へ の 試 み は 少 な い 。  

本 研 究 は 、組 み 立 て 式 ロ ボ ッ ト「 R a p i ro」を ス ク ラ ッ チ に よ り 、コ ン ピ ュ ー タ を 制 御 す る

た め の 代 替 入 力 装 置「 パ ズ ル・ス イ ッ チ B O X」の 試 作 を 通 じ て 、キ ー ボ ー ド や マ ウ ス 操 作

が 困 難 、 か つ 文 字 の 読 み 書 き も 苦 手 な 子 ど も で あ っ て も 「 絵 や 図 な ど を 組 み 合 わ せ 、 モ ノ

を 動 か せ る 。 音 や 光 も 変 え ら れ る ！ 」 と い う こ と を 体 得 し て も ら う た め の 学 習 教 材 づ く り

を め ざ し た 。  

 

１１ ..  ははじじめめにに   

ブ ロ ッ ク 型 ビ ジ ュ ア ル ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 「 ス ク ラ ッ チ 」 は 、 ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発 ・

創 作 を 楽 し み 、誰 も が 知 ら ず 知 ら ず の う ち に プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎 知 識 を 身 に つ け ら れ る 。

と り わ け 、 プ ロ グ ラ ム の 流 れ や 命 令 の 意 味 が 視 覚 化 さ れ た ブ ロ ッ ク 状 の 部 品 で 構 成 さ れ 、

そ れ ら の 組 み 合 わ せ に よ り 、 直 感 的 に プ ロ グ ラ ミ ン グ が 可 能 な こ と か ら 、 文 字 の 読 み 書 き

が 苦 手 な 子 ど も た ち に と っ て 有 用 な I CT 活 用 の 手 段 と い え る 。  
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例 え ば 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ を 学 ぶ な か で 「 ○ ○ を 動 か す 」 と い う 目 標 に 向 け て 、 試 行 錯 誤

を 通 じ て 、 課 題 解 決 の 経 験 を 積 み 重 ね て い く こ と は 、 論 理 的 な 思 考 力 や 育 み 、 物 事 を 順 序

立 て て 、 物 事 を 解 決 し て い く た め の 能 力 を 身 に つ け る こ と に も つ な が る 。  

し か し な が ら 、 キ ー ボ ー ド や マ ウ ス 操 作 も 困 難 な 肢 体 不 自 由 児 の 場 合 、 代 替 入 力 装 置 が

な け れ ば 、安 価 な パ ソ コ ン「 R a s p b e r r y  P i」上 の ス ク ラ ッ チ か ら 、プ ロ グ ラ ミ ン グ の 学 習 は

困 難 で あ り 、 合 理 的 配 慮 が す す ん で い る と は 言 い 難 い 。  

本 稿 で は 、肢 体 不 自 由 児 が R a sp b e r ry  P i 上 の ス ク ラ ッ チ か ら 、組 み 立 て 式 ロ ボ ッ ト「 R a p i ro」

の 制 御（ プ ロ グ ラ ミ ン グ ）を 学 べ る よ う に す る た め の 代 替 入 力 装 置「 パ ズ ル・ス イ ッ チ B O X」

の 試 作 に つ い て 報 告 す る 。  

 

２２ ..  直直感感的的にに学学べべるるププロロググララミミンンググ言言語語｢｢ススククララッッチチ｣｣  

ブ ロ ッ ク 型 ビ ジ ュ ア ル・プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語「 ス ク ラ ッ チ（ s c r a t ch）」は 、M a s s a c h s e t t s  

In s t i t u t e  o f  T e ch n o lo g y ( MI T)の 研 究 機 関 の ひ と つ「 M I T メ デ ィ ア ラ ボ 」が 開 発 し 、そ の ソ フ

ト ウ ェ ア は 無 償 で 提 供 さ れ 、 日 本 語 に も 対 応 し て い る ( 1 )。  

 

図図 １１ ．． スス クク ララ ッッ チチ のの 画画 面面 構構 成成  

そ の シ ス テ ム は 、 図 １ に 示 す と お り 、 プ ロ グ ラ ム の 流 れ や 命 令 の 意 味 が 視 覚 化 さ れ た ブ

ロ ッ ク 状 の 部 品 一 覧 「 ブ ロ ッ ク パ レ ッ ト 」 か ら 必 要 な も の を 選 び 、 あ る 一 定 の 法 則 に 沿 っ

て 、 「 ス ク リ プ ト エ リ ア 」 で 組 み 合 わ せ 「 ス テ ー ジ 」 上 の 「 ス プ ラ イ ト （ ス プ ラ イ ト リ ス

ト に 登 録 さ れ た 画 像 オ ブ ジ ェ ク ト ）」や 具 体 的 な モ ノ を 動 か す と い う 仕 組 み と な っ て い る 。  
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そ れ ら は 、 文 字 の 読 み 書 き が 苦 手 な 子 供 た ち の ゲ ー ム や イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・ ア ニ メ ー シ

ョ ン の 開 発 ・ 創 造 を 可 能 に し 、 さ ら に は 様 々 な 学 習 や 社 会 的 活 動 の 範 囲 を 広 げ つ つ あ る 。  

ま た 、ス ク ラ ッ チ の ア プ リ ケ ー シ ョ ン・ソ フ ト ウ エ ア は 、W i n d o w s、M a c O SX、そ し て L i n u x

に 対 応 し 、安 価 な パ ソ コ ン「 R a s p b e r r y  P i」の 公 式 推 奨 O S「 R a s p b i a n ( L in u x )」で も 利 用 す る

こ と が で き る 。  

現 在 、 わ が 国 で は 、 初 等 中 等 教 育 段 階 で の プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 の 必 修 化 に よ り 、 積 極 的

に ス ク ラ ッ チ を 教 材 と し て 採 り 入 れ る 動 き も 活 発 化 し て い る 。  

例 え ば 、品 川 区 立 京 陽 小 学 校 で は「 R a s p b e r ry  P i」を 生 徒 に 配 布 し 、様 々 な 教 科 に お い て

ス ク ラ ッ チ を 活 用 し た 授 業 が 試 み ら れ て い る ( 2 )。  

だ が 、 現 時 点 に お い て 、 R a sp b er ry  P i の 公 式 推 奨 OS「 R a s p b i an (L in u x )」 対 応 の 代 替 入 力

装 置 は 皆 無 に 等 し い 。  

そ の た め 、 肢 体 不 自 由 児 が R a s p b e r r y  P i 上 の ス ク ラ ッ チ か ら プ ロ グ ラ ミ ン グ を 学 ぶ こ と

は 非 常 に 困 難 な 状 況 に あ る 。  

 

３３ ..  RRaassppbbiiaann 対対応応のの代代替替入入力力装装置置「「パパズズルル・・ススイイッッチチ BBOOXX」」のの試試作作   

本 研 究 で は 、文 字 の 読 み 書 き が 苦 手 で 、か つ キ ー ボ ー ド や マ ウ ス 操 作 も 困 難 な 子 ど もが 、

R a sp b e r ry  P i 上 の ス ク ラ ッ チ か ら 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 学 習 を 可 能 に す る た め の 代 替 入 力 装 置

「 パ ズ ル ・ ス イ ッ チ B O X」 （ 図 ２ ） の 試 作 に 取 り 組 ん で い る 。  

 
図図 ２２ .パパ ズズ ルル ・・ スス イイ ッッ チチ B O X  

こ の シ ス テ ム は 、 1 つ ひ と つ の 機 能 が 部 品 化 さ れ て お り 、 ユ ー ザ の 要 望 に 応 じ て 機 能 の

選 択 し 、そ れ ら を 組 み 合 わ せ 、自 由 に 配 置 す る こ と が で き る 。そ の た め 、ス ク ラ ッ チ の「 ス

テ ー ジ 」 上 で の 「 ス プ ラ イ ト 」 や 実 際 に モ ノ を 動 か す だ け で な く 、 ハ ー ド ウ ェ ア の 仕 組 み

を 理 解 す る の に も 役 立 つ 。  
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４４ ..  組組みみ立立てて式式ロロボボッットト｢｢RRaappiirroo｣｣をを動動かかしし、、ププロロググララミミンンググのの学学びびをを深深めめるる   

目 下 の と こ ろ 、 文 字 の 読 み 書 き も 苦 手 で 、 か つ キ ー ボ ー ド や マ ウ ス 操 作 も 困 難 な 子 ど も

た ち が 、 R a s p b er ry  P i か ら パ ズ ル ・ ス イ ッ チ B O X を 操 作 し 「 ス ク ラ ッ チ を 学 べ ば 、 ス テ ー

ジ 上 の ス プ ラ イ ト だ け で な く 、 具 体 的 な モ ノ も 動 か す こ と が で き る ！ 」 と い う こ と を 体 得

し て も ら う た め 、 ス ク ラ ッ チ か ら 組 み 立 て 式 ロ ボ ッ ト ｢R ap i ro｣の 制 御 を 試 み て い る 。  

 
図図 ３３ ．． 組組 みみ 立立 てて 式式 ロロ ボボ ッッ トト ｢｢ ra p i r o｣｣  

今 後 、こ れ ら の 試 み が 、ア シ ス テ ィ ブ・テ ク ノ ロ ジ ー（ 支 援 技 術 ）と い う 視 点 か ら 、 I CT

の 可 能 性 を 広 げ て い く き っ か け に な れ ば 幸 い で あ る 。  

2 0 2 0 年 4 月 1 6 日 (木 )、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 大 を 抑 止 す る た め 「 緊 急 事 態 宣 言 」

の 対 象 地 域 が 全 都 道 府 県 に 拡 大 さ れ た 。そ の 後 、5 月 2 5 日 (月 )に 全 国 で 解 除 さ れ た も の の 、  

2 0 2 1 年 1 月 1 3 日 (水 )時 点 に お い て 、 1 1 都 府 県 に 対 し て 「 緊 急 事 態 宣 言 」 が 再 発 出 さ れ 、

そ の 収 束 に は 、 ほ ど 遠 い 状 況 に あ る 。 ま た 、 肢 体 不 自 由 児 の 場 合 に は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 症 の 重 症 化 リ ス ク が 懸 念 さ れ る こ と か ら 、 教 育 現 場 で の 実 践 活 動 の 目 途 が た た な い

状 況 が 続 い て い る こ と か ら 、 試 作 機 の 実 証 実 験 を 含 め 、 研 究 計 画 を 見 直 し て い き た い 。  

 

５５ ．． 参参 考考 文文 献献 ・・ 資資 料料  

(1 )『 S cr a c h』 〈 h t tp s : / / s c r a t c h . m i t . ed u /〉 (2 0 2 0 /1 1 /1 0 ア ク セ ス )  

(2 )『 品 川 区 立 京 陽 小 学 校 校 内 研 究 平 成 2 7 年 度 研 究 テ ー マ 』  

「 デ ジ タ ル テ ク ノ ロ ジ ー の 書 き 手 を 育 て る ～ 豊 か な 言 語 能 力 の 育 成 を 目 指 し て ～ 」  
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 *東北生活文化大学 講師  

紙を用いた立体作品の制作  
―デザイン基礎Ⅰ (映像メディア表現を含む。 )の授業実践より―  

 

落合里麻 *  

 

１１ ..  ははじじめめにに   

「 デ ザ イ ン 基 礎 Ⅰ （ 映 像 メ デ ィ ア 表 現 を 含 む 。 ） 」 は 、 本 学 美 術 学 部 美 術 表 現 学 科 の 1

年 次 前 期 に 開 講 さ れ 、 専 攻 科 目 の 中 の 基 礎 科 目 と し て 位 置 付 け ら れ て い る 。 必 修 科 目 で あ

る と 同 時 に 、 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 （ 美 術 ・ 工 芸 ） 、 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 （ 美 術 ） 取

得 の 際 の 教 科 及 び 教 科 の 指 導 法 に 関 す る 科 目 （ 必 修 ） と し て 定 め ら れ て い る 。 デ ザ イ ン に

は 様 々 な 分 野 が 存 在 す る が 、 大 き く 平 面 系 と 立 体 系 に 分 け ら れ る こ と が 多 い 。 本 授 業 は 前

半 を 平 面 、 後 半 を 立 体 と し て 教 員 2 名 で 分 担 し 、 後 半 の 立 体 を 筆 者 が 担 当 し た 。  

本 授 業 で は 、 立 体 に 関 す る 知 識 の 教 授 と 紙 を 用 い た 立 体 作 品 の 制 作 を 行 っ た 。 使 用 す る

素 材 の 候 補 は 何 種 類 も あ る の だ が 、 比 較 的 身 近 で あ り な が ら も 実 は 表 現 の 幅 が 広 く 、 尚 且

つ 中 学 校 ・ 高 等 学 校 の 授 業 に も 活 か す こ と が で き る と い う 理 由 で 紙 を 選 択 し た 。 実 際 の 中

学 校 ・ 高 等 学 校 の 美 術 の 授 業 で は 立 体 系 の デ ザ イ ン を 扱 う 機 会 が 少 な い よ う で 、 始 ま る 前

か ら 苦 手 意 識 や 不 安 を 感 じ て い る 学 生 が 多 い 。 こ の 機 会 に 苦 手 意 識 を 払 拭 し て ほ し い と 思

う 。 授 業 は 4 課 題 を 設 定 し 、 そ れ ぞ れ 練 習 課 題 に 取 り 組 ん だ 後 、 立 体 を デ ザ イ ン し 、 制 作

す る と い う 流 れ で 構 成 し た 。 平 面 状 の 紙 か ら 立 体 が 生 成 す る 仕 組 み を 通 し て 、 素 材 の 特 性

に よ る 効 果 と 造 形 表 現 の 美 し さ 、 可 能 性 を 見 出 す こ と を 目 標 と し て 授 業 を 展 開 し た 。  

 

２２ ..  課課題題内内容容とと成成果果   

は じ め に 折 り の パ タ ー ン を 印 刷 し た ケ ン ト 紙 を 配 布 し 、 練 習 課 題 を 行っ た 。 練 習 課 題 に

は 、 平 面 か ら 立 体 を 作 る 仕 組 み を 理 解 さ せ 、 作 品 制 作 の イ メ ー ジ に 繋 げ る 狙 い が あ る 。 ま

た 、 筋
すじ

を つ け て か ら 折 る 、 正 確 に 切 る と い う 基 本 的 な 技 術 習 得 と 、 余 計 な 折 り 目 を つ け ず

に 美 し く 仕 上 げ る 練 習 と い う 目 的 が あ る 。使 用 す る 道 具 は 、直 線 定 規 と 筋 を つ け る 道 具（ 本

授 業 で は ド ッ ト ペ ン ） で あ る （ 図 1） 。 必 要 に 応 じ て 鋏 、 カ ッ タ ー ナ イ フ を 使 用 す る 。  

 

 

 

■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol.�5

─ 36 ─



 
 

 

 

 

 

 

 

練 習 課 題 の 後 、 課 題 文 を 配 布 し て 内 容 を 確 認 さ せ た 。 絵 画 や 彫 刻 と 異 な る 点 は 、 明 記 さ

れ た 制 作 要 領 （ 条 件 ） に 従 っ て 制 作 す る 点 で あ ろ う 。 制 約 が 多 い と 感 じ る 学 生 も 少 な く な

い と 推 察 さ れ る が 、 与 え ら れ た 条 件 の 中 で 最 大 の 表 現 を す る こ と は デ ザ イ ン の 世 界 で は 必

要 不 可 欠 な 能 力 で あ る 。 窮 屈 な 課 題 と 受 け 取 る の で は な く 、 条 件 の 中 で ど れ だ け の こ と が

で き る の か を 前 向 き に 考 え る と い う 狙 い が あ る 。 こ の よ う な 意 図 は 口 頭 で 伝 え た が 、 「 課

題 の 捉 え 方 」 を 教 員 が 上 手 く 伝 え る こ と で 、 学 生 が 課 題 に 取 り 組 む 姿 勢 も 変 化 す る と 考 え

て い る 。 ま た 、 課 題 ご と に 「 評 価 の ポ イ ン ト 」 を 示 し た 。 何 を 求 め ら れ て い る の か を 理 解

す る こ と で 取 り 組 み や す く な り 、 成 績 が ど の よ う に 付 け ら れ る の か を 学 生 自 身 が 予 め 理 解

す る こ と が で き る 。 授 業 の 透 明 性 も 高 ま る と 考 え て い る 。  

 

【 課 題 1】 平 面 か ら 立 体 を 生 成 す る  ―  直 線 の 「 折 り 」  

〈 制 作 要 領 〉  

B3 サ イ ズ（ 5 1 5 m m×3 6 4 m m）の ケ ン ト 紙 ＃ 1 5 0 を 用 い て 、直 線 の 折 り（ 山 折 り 、谷 折 り ）

に よ る 作 品 を 制 作 す る 。 元 の 大 き さ の 長 方 形 、 ま た は 、 短 辺 を 一 辺 の 長 さ と す る 正 方 形 を

用 い る こ と 。正 方 形 を 作 る と き 以 外 は 外 周 を 切 り 取 っ た り 切 り 込 み を 入 れ た り し な い こ と 。 

〈 評 価 の ポ イ ン ト 〉  

・ 美 し い こ と ： 「 折 り 」 に よ っ て 出 現 す る 形 態 が 、 美 し い 表 現 と な っ て い る か 。  

・ 独 自 性 ： 形 態 を 生 み 出 し 、 定 着 さ せ る 発 想 が 独 創 的 で あ る か 。  

・ 素 材 の 理 解 ： 素 材 の 特 性 が 造 形 表 現 と し て 活 用 さ れ て い る か 。  

〈 直 線 の 「 折 り 」 練 習 課 題 〉  

パ タ ー ン の 異 な る 折 り を 練 習 す る （ 図 2） 。 予 め 全 て の 折 り 線 に 筋 を つ け 、 一 点 鎖 線 で

山 折 り 、 破 線 で 谷 折 り す る 。  

 

 

（ 図 1） ケ ン ト 紙 に 筋
す じ

を つ け る 作 業  
ド ッ ト ペ ン を 使 っ て 線 の 上 を 正 確 に な ぞ る 。特 に 曲  
線 の 折 り に は こ の 工 程 が 欠 か せ な い 。先 の 丸 い 目 打  
ち が 理 想 的 だ が 、少 々 高 価 で 入 手 し づ ら い た め 、本  
来 は 点 を 描 く 道 具 で あ る ド ッ ト ペ ン を 代 用 し た 。先  
端 が 少 し 丸 く 加 工 さ れ て お り 、 使 い や す い 。  
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〈 課 題 の 成 果 〉  

元 の 長 方 形 を 残 し た 状 態 で 折 り に よ っ て 表 情 の 変 化 を 出 す 作 品 と 、 形 自 体 を 大 き く 変 化

さ せ る 作 品 、2 つ の タ イ プ の 作 品 が 見 ら れ た 。（ 図 3）左 の 学 生 の 作 品 は 、山 折 り・谷 折 り

を 駆 使 し 、 長 方 形 の 中 に 円 に 近 い 多 角 形 を 出 現 さ せ て い る 。 無 理 の な い 折 り 方 で 丁 寧 に 制

作 さ れ 、 1 枚 の 紙 の 中 に 美 し い 形 が 作 り 出 さ れ て い る 。 右 の 学 生 の 作 品 は 、 長 方 形 の 紙 か

ら 筒 状 の 形 を 作 り 出 し た 。 同 じ パ タ ー ン の 折 り の 繰 り 返 し に よ っ て 制 作 さ れ 、 連 続 性 に よ

る 美 し さ が 感 じ ら れ る 。 断 面 が 正 方 形 の 筒 に す る た め の 寸 法 を よ く 計 算 し て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

（ 図 3） 直 線 の 「 折 り 」  学 生 の 作 品  

 

（ 図 2） 直 線 の 「 折 り 」 練 習 課 題  2 種  
直 線 折 り の 代 表 的 な 折 り 方 と し て 、書 籍 等 に 紹 介 さ れ て い る 。折 り 方 に よ っ て 、レ リ ー

フ 状 に な っ た り 、 柱 状 に な っ た り す る 。   

■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol.�5

─ 38 ─



 
 

【 課 題 2】 平 面 か ら 立 体 を 生 成 す る  ―  曲 線 の 「 折 り 」  

〈 制 作 要 領 〉  

B3 サ イ ズ （ 5 1 5 m m×3 6 4 m m） の ケ ン ト 紙 ＃ 1 5 0 を 用 い て 、 曲 線 の 折 り （ 山 折 り 、 谷 折 り ）

に よ る 作 品 を 制 作 す る 。 元 の 大 き さ の 長 方 形 、 ま た は 、 短 辺 を 一 辺 の 長 さ と す る 正 方 形 を

用 い る こ と 。 外 周 を 切 り 取 っ て も か ま わ な い が 、 φ 3 6 4 m m の 円 よ り 小 さ く な ら な い こ と 。

切 り 込 み を 入 れ て も よ い 。 ゼ ム ク リ ッ プ 2 個 ま で 使 用 可 と す る 。  

〈 評 価 の ポ イ ン ト 〉  

・ 美 し い こ と ： 「 折 り 」 に よ っ て 出 現 す る 形 態 が 、 美 し い 表 現 と な っ て い る か 。  

・ 独 自 性 ： 形 態 を 生 み 出 し 、 定 着 さ せ る 発 想 が 独 創 的 で あ る か 。  

・ 素 材 の 理 解 ： 素 材 の 特 性 が 造 形 表 現 と し て 活 用 さ れ て い る か 。  

〈 曲 線 の 「 折 り 」 練 習 課 題 〉  

パ タ ー ン の 異 な る 折 り を 練 習 す る （ 図 4） 。 折 り 線 は 実 線 で 示 し て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 図 4） 曲 線 の 「 折 り 」 練 習 課 題  
正 確 に 筋 を つ け る こ と 、 折 っ た 後 に 折 り 目 を 整 え る  
こ と が 、 美 し く 仕 上 げ る た め の ポ イ ン ト で あ る 。  

 

〈 課 題 の 成 果 〉  

曲 線 の 「 折 り 」 で は 、 構 想 の 段 階 で 美 し く 滑 ら か な 曲 線 を 描 く こ と が 重 要 と な る 。 同 じ

曲 線 を 繰 り 返 す デ ザ イ ン に お い て は 、 型 紙 を 作 る 等 の 工 夫 に よ っ て 、 よ り 統 一 感 の あ る 形

を 生 み 出 す こ と が で き る 。 （ 図 5） 左 の 学 生 の 作 品 は 、 折 り 目 の バ ラ ン ス も 非 常 に 良 く 、

連 続 性 が 美 し い 作 品 に 仕 上 が っ て い る 。 右 の 学 生 の 作 品 は 、 長 方 形 の 中 に 複 数 の 同 心 円 か

ら 成 る 形 を 配 置 し て い る （ 写 真 は 一 部 ） 。 切 り 込 み に よ っ て 自 ず と 視 線 が 円 の 中 心 に 集 ま

る 。 多 く の 提 出 作 品 の 中 で も 目 を 惹 く 存 在 で あ り 、 独 自 性 が 感 じ ら れ る 。  
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（ 図 5） 曲 線 の 「 折 り 」  学 生 の 作 品  

【 課 題 3】 平 面 か ら 立 体 を 生 成 す る  ―  ポ ッ プ ア ッ プ  

〈 制 作 要 領 〉  

ケ ン ト 紙 に よ る「 折 り（ ポ ッ プ ア ッ プ ）」の 作 品 制 作 を 行 う 。A 4 サ イ ズ（ 2 9 7 m m×2 1 0 m m）

の ケ ン ト 紙 ＃ 1 5 0 ま た は ＃ 2 0 0 を 2 つ に 折 り 畳 み 、開 い た と き に 出 現 す る 立 体 を 考 え る 。具

象 的 な 立 体 は 不 可 と す る 。 折 り （ 山 折 り 、 谷 折 り ） と 切 り 込 み に よ っ て 作 品 を 制 作 す る 。

9 0°に 開 い た と き 、立 ち 上 が り の 角 度 が 全 て 9 0°に な る よ う に 設 計 す る 。ケ ン ト 紙 の 背 景

に は 、 A 4 サ イ ズ よ り 周 囲 6 m m ず つ 大 き い ミ ュ ー ズ コ ッ ト ン 紙 を 貼 る 。 さ ら に 外 側 に は ミ

ュ ー ズ コ ッ ト ン 紙 と 同 じ サ イ ズ の ボ ー ル 紙 を 貼 り 、 閉 じ た と き に 白 い 面 が 外 側 に 出 る よ う

に 仕 上 げ る 。 閉 じ た 状 態 で 平 ら を 保 つ よ う 、 ボ ー ル 紙 は 予 め 2 分 割 し て 貼 る 。 外 側 の 背 の

部 分 に は 製 本 テ ー プ を 貼 っ て 仕 上 げ る 。  

〈 注 意 事 項 〉  

切 り 離 し 、 ケ ン ト 紙 同 士 の 接 着 、 着 色 を し な い こ と 。 立 ち 上 が り の 部 分 は 必 ず 2 面 を 繋

ぐ 状 態 で あ る こ と 。 （ ビ ン ゴ ゲ ー ム の 窓 の よ う に し な い こ と 。 ）  

〈 評 価 の ポ イ ン ト 〉  

・ 美 し い こ と ： 「 折 り 」 に よ っ て 出 現 す る 形 態 が 、 美 し い 表 現 と な っ て い る か 。  

・ 独 自 性 ： 形 態 を 生 み 出 し 、 定 着 さ せ る 発 想 が 独 創 的 で あ る か 。  

・ 素 材 の 理 解 ： 素 材 の 特 性 が 造 形 表 現 と し て 活 用 さ れ て い る か 。  

〈 ポ ッ プ ア ッ プ  練 習 課 題 〉  

 仕 組 み を 理 解 す る た め の 練 習 課 題 を 行 っ た （ 図 6） 。  
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【 課 題 4】 正 多 面 体 を 基 に 立 体 を デ ザ イ ン し 、 制 作 す る  

〈 制 作 要 領 〉  

正 多 面 体 を 基 に し た 立 体 の 作 品 制 作 を 行 う 。 基 と な る 正 多 面 体 は 5 種 類 の 中 か ら 選 択 す

る （ 図 9） 。 使 用 す る 紙 の 種 類 は 自 由 （ 各 自 で 購 入 す る こ と ） 。 た だ し 、 部 分 ま た は 全 体

に 白 色 以 外 の 色 を 使 う こ と 。大 き さ は 3 0 0 m m×3 0 0 m m×3 0 0 m m 以 内 。練 習 課 題 で 制 作 し た

正 十 二 面 体 と 正 二 十 面 体 よ り も 大 き い こ と 。 正 多 面 体 を 基 に し て い る こ と が 一 目 で わ か れ

ば 、 凹 凸 や 面 取 り を デ ザ イ ン に 取 り 入 れ て よ い 。 具 象 的 な デ ザ イ ン は 不 可 と す る （ 例 ： 面

（ 図 6） ポ ッ プ ア ッ プ  練 習 課 題  
一 つ 一 つ の 線 を 正 確 に 切 り 、 正 確 に 折 る こ と が 、 立 体 に メ リ ハ

リ を つ け る ポ イ ン ト で あ る 。  

（ 図 7）  
ポ ッ プ ア ッ プ  参 考 作 品  
曲 線 を 用 い た デ ザ イ ン 。  
（ 筆 者 制 作 ）  

（ 図 8）  
「 折 り（ ポ ッ プ ア ッ プ ）」学 生 の

作 品  

2 つ に 折 っ た と き に 立 ち 上 が る 部 分 が 内 部 に 収 ま る よ

う 、 し っ か り 設 計 さ れ て い る 。  
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に 絵 を 描 く ）。切 断 、切 り 込 み 、折 り（ 山 折 り 、谷 折 り ）、接 着 に よ っ て 作 品 を 制 作 す る 。

透 か し 模 様 、 枠 に よ る 表 現 な ど 、 立 体 の 内 部 が 見 え る デ ザ イ ン を し て も よ い 。  

 

 

 

 

 

（ 図 9） 正 多 面 体 （ プ ラ ト ン の 立 体 ）  
 

〈 注 意 事 項 〉  

一 般 的 な 色 画 用 紙 （ 小 学 生 が 使 用 す る も の ） を 使 用 し な い こ と 。 選 ん だ 紙 が 立 体 を 作 る

に は 薄 す ぎ る 場 合 は 、 他 の 紙 を 貼 り 合 わ せ る 等 、 工 夫 す る こ と 。 白 色 の ケ ン ト 紙 を 使 用 す

る 際 は 、 ア ク リ ル 絵 の 具 等 で 部 分 ま た は 全 体 を 着 色 す る こ と 。 着 色 す る 場 合 は 一 度 パ ネ ル

に 水 張 り し て か ら 彩 色 し 、 パ ネ ル か ら 外 し て 立 体 に 組 み 上 げ る 。  

〈 評 価 の ポ イ ン ト 〉  

・ 美 し い こ と ： 正 多 面 体 に デ ザ イ ン を 加 え る こ と で 、 よ り 美 し い 表 現 と な っ て い る か 。  

・ 独 自 性 ： 形 態 を 生 み 出 し 、 定 着 さ せ る 発 想 が 独 創 的 で あ る か 。  

・ 素 材 の 理 解 ： 素 材 の 特 性 が 造 形 表 現 と し て 活 用 さ れ て い る か 。  

〈 練 習 課 題 〉  

正 十 二 面 体 と 正 二 十 面 体 を 、1 枚 の A 3 サ イ ズ の カ ラ ー ケ ン ト 紙 ＃ 2 0 0 か ら 作 る（ 図 1 0）。

中 央 の 展 開 図 は 、建 築 家 の 阿 竹 克 人 が 考 案 し た「 皮 む き 正 二 十 面 体 」と い う 展 開 図 で あ る 。

「 全 て の 正 多 面 体 は 1 本 道 の 展 開 図 を 持 つ 1」 と い う 性 質 に 注 目 し て 考 案 さ れ た 。 の り し

ろ 部 分 を 差 し 込 み 式 の 継 手 代 わ り に 使 う こ と で 、 短 時 間 で 簡 単 に 組 み 立 て ら れ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

正 四 面 体      正 六 面 体      正 八 面 体      正 十 二 面 体     正 二 十 面 体  
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（ 図 1 1） 多 面 体  参 考 作 品  
正 十 二 面 体 と 正 二 十 面 体 を 基 に 制 作 し た 立 体 作 品 。こ の 作 品 は 各 面 を 独 立 さ せ 、継 ぎ 手 を

作 っ て 組 み 上 げ て い る 。 （ 筆 者 制 作 ）  

 

〈 課 題 の 成 果 〉  

本 課 題 で は 紙 の 種 類 や 色 の 指 定 を 行 わ な か っ た た め 、そ れ ま で の 3 課 題 よ り も 自 由 度 が

増 し た 分 、 自 分 で 考 え 、 判 断 す べ き こ と が 増 え た 。 材 料 を 自 分 で 選 ん で 購 入 す る こ と も 一

つ の 勉 強 と 位 置 づ け て お り 、計 画 性 が 試 さ れ る 内 容 で あ る 。（ 図 1 2）左 の 学 生 の 作 品 は 正

二 十 面 体 を 基 に 、 3 点 の 組 み 作 品 と し て 制 作 さ れ た 。 無 彩 色 で 統 一 し た 中 に も 、 少 し ず つ

表 情 の 異 な る 紙 を 使 用 し 、 変 化 を 加 え つ つ も バ ラ ン ス を よ く 見 て 制 作 さ れ て い る 。 本 課 題

で は 、 こ の よ う に 複 数 点 の 組 み 作 品 も 認 め て い る 。 右 上 の 学 生 の 作 品 は 、 正 四 面 体 を 基 に

制 作 さ れ た 。 正 三 角 形 に よ っ て 作 ら れ た 空 間 に 、 赤 ・ 黒 ・ 白 の 3 色 を 用 い た 立 体 を 配 置 し

て い る 。 直 線 と 自 由 曲 線 の 組 み 合 わ せ 方 も 適 切 で 、 見 る 面 に よ っ て 変 化 を 楽 し め る 作 品 で

あ る 。 右 下 の 学 生 の 作 品 は 、 正 二 十 面 体 を 基 に 制 作 さ れ た 。 上 質 な 赤 系 色 の 紙 で 作 ら れ た

三 角 錐 を ベ ー ス と し 、 帯 状 に 黒 色 の 三 角 錘 を 配 置 し て い る 。 視 覚 的 な 粗 密 と コ ン ト ラ ス ト

が 目 を 惹 く デ ザ イ ン で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

図 1 0） 多 面 体  練 習 課 題  
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（ 図 1 2）  
多 面 体  学 生 の 作 品  

 

 

 

 

33..  学学生生自自身身がが学学んんだだこことと（（講講評評会会とと学学生生のの記記述述内内容容よよりり））   

 課 題 3・4 の 講 評 会 で は 、は じ め に 全 員 の 作 品 を 鑑 賞 し 、良 い と 思 う 作 品 に 付 箋 で 投 票 さ

せ た 。好 き 嫌 い で 選 ぶ の で は な く 、そ の 作 品 が「 良 い 」か「 悪 い（ 改 善 す べ き 点 が あ る ）」

か を 判 断 す る よ う 指 導 し た 。 美 術 を 学 び 始 め て 日 の 浅 い 1 年 生 が そ の 意 味 を 理 解 す る こ と

は 容 易 で は な い と も 思 わ れ る が 、 客 観 的 な 視 点 を 持 っ て 判 断 す る た め に は 重 要 な 観 点 で あ

る 。 事 前 に 採 点 し た 点 数 と 学 生 の 投 票 結 果 を 照 ら し 合 わ せ た と こ ろ 、 傾 向 は 近 い も の の 、

判 断 力 の 不 足 や 、 好 み に 引 っ 張 ら れ て い る 学 生 が 数 人 い る こ と が 見 て 取 れ た 。 投 票 の 後 は

個 別 の 講 評 を 行 い 、 デ ザ イ ン の 特 徴 や ポ イ ン ト 、 工 夫 点 を 中 心 に 簡 潔 に 説 明 さ せ た 。 授 業

の 最 後 に は 、 課 題 1 か ら 4 を 通 し て 学 ん だ こ と を 所 定 の 用 紙 に 書 か せ た 。 以 下 の よ う な 記

述 が 見 ら れ 、 授 業 の 意 図 が 反 映 さ れ て い る と 感 じ ら れ た 。  

（ 学 生 の 記 述 ）  

・ こ の よ う な 立 体 デ ザ イ ン は 初 め て だ っ た が 、 シ ン メ ト リ ー 、 ア シ ン メ ト リ ー の 美 し さ 、

デ ザ イ ン 性 以 外 に 制 作 す る 上 で の 条 件 な ど 、 と て も 繊 細 な も の だ と い う こ と が わ か っ た 。

美 し さ と い う の は 好 み や デ ザ イ ン 性 だ け で は な い と い う こ と を 知 っ た 。  
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・ 立 体 の 織 り な す 光 と 影 の 美 し さ や 、 色 や デ ザ イ ン に よ る 多 彩 な 表 現 方 法 を 学 ぶ こ と が で

き ま し た 。 よ り よ り 作 品 に す る た め に は 何 が 必 要 で ど ん な こ と に 注 意 し な け れ ば な ら な い

の か と い う ル ー ル も 学 ぶ こ と が で き ま し た 。  

・ デ ザ イ ン を 熟 慮 し 、 何 度 も 作 っ て ゆ く 中 で 良 い 作 品 を 作 る こ と が で き る と い う こ と 、 そ

し て 丁 寧 に 制 作 す る こ と を 心 掛 け る こ と を 学 ん だ 。 今 ま で な ん と な く 思 い 付 い た 案 を 形 に

し よ う と し て 失 敗 す る こ と が ほ と ん ど で あ っ た が 、 ま ず デ ザ イ ン 案 を 固 め 、 そ の 上 で 実 際

に 手 で 作 っ て み て 、 試 行 錯 誤 を 繰 り 返 し た 上 で 良 い 作 品 が 生 ま れ る こ と を 学 ん だ 。 こ れ か

ら の 作 品 制 作 で こ の 学 び を 活 か し て ゆ き た い と 思 う 。  

 

44..  ままととめめ   

 本 授 業 で は 、敢 え て 使 用 す る 素 材 を 紙 に 限 定 し た 。表 現 の 幅 や 奥 深 さ が あ る こ と を 知 り 、

他 の 素 材 に も 応 用 で き る デ ザ イ ン の 考 え 方 が 身 に つ い た の で は な い だ ろ う か 。 手 先 の 器 用

さ だ け が も の を 作 る 上 で 重 要 な の で は な く 、 し っ か り 計 画 す る こ と 、 客 観 的 な 視 点 を 持 つ

こ と 、 比 較 す る こ と な ど 、 制 作 の 工 程 に 一 つ 一 つ 取 り 組 む こ と で 、 イ メ ー ジ し た デ ザ イ ン

が 出 来 上 が る 。 難 易 度 が 高 い と 感 じ た 学 生 も 少 な く な い だ ろ う が 、 内 容 を 調 整 す れ ば 中 学

生 や 高 校 生 で も 取 り 組 む こ と が で き る 。 教 職 免 許 取 得 を 目 指 す 学 生 は 、 今 後 の 指 導 案 作 成

や 実 習 の 際 に 、 本 授 業 で 学 ん だ こ と を 活 か し て ほ し い 。  
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Microsoft Word のテンプレートに直接入力してください 

 *東北生活文化大学短期大学部 講師 

教育課程と指導計画を通じた学校づくり  
―幼稚園教育要領および学習指導要領の記述に着目して―  

 

山沢  智樹 *  

 

１１ ..  ははじじめめにに   

就 学 前 教 育 お よ び 中 等 教 育 の 教 育 課 程 に 関 す る 事 項 は 、学 校 教 育 法 に よ れ ば 、中 学 校（ 4 8

条 ）、幼 稚 園（ 2 5 条 ）で は そ の 他 の 保 育 内 容 を 含 め て 、高 等 学 校（ 5 2 条 ）で は 学 科 に 関 す

る 事 項 を 含 め て 、 い ず れ も 「 文 部 科 学 大 臣 」 が 定 め る と さ れ て い る 。 た だ し 文 部 科 学 大 臣

が 定 め る の は あ く ま で も 「 教 育 課 程 に 関 す る 事 項 」 で あ り 、 教 育 課 程 自 体 で は な い 。 さ ら

に 学 校 教 育 法 施 行 規 則 で は 教 育 課 程 に つ い て 、 幼 稚 園 は 「 教 育 課 程 そ の 他 の 保 育 内 容 に つ

い て は 、 … … 教 育 課 程 そ の 他 の 保 育 内 容 の 基 準 と し て 文 部 科 学 大 臣 が 別 に 公 示 す る 幼 稚 園

教 育 要 領 に よ る 」と さ れ て い る（ 3 8 条 ）。ま た 中 学 校 お よ び 高 等 学 校 は「 教 育 課 程 に つ い

て は 、… … 教 育 課 程 の 基 準 と し て 文 部 科 学 大 臣 が 別 に 公 示 す る 中 学 校 学 習 指 導 要 領 に よ る 」

（ 7 4 条 ）、「 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 に よ る 」（ 8 4 条 ）と さ れ て い る 。こ れ ら の 規 定 か ら も 、

各 園 や 学 校 に お け る 教 育 課 程 と 幼 稚 園 教 育 要 領 、 学 習 指 導 要 領 と の 関 係 は イ コ ー ル や 学 習

指 導 要 領 に よ る 拘 束 を 受 け る も の で も な く 、 あ く ま で も 基 準 と い う こ と に な る 。  

同 規 則 で は 教 育 課 程 と 学 習 指 導 要 領 と の 関 係 に つ い て 次 の よ う に も 定 め て い る 。 中 学 校

の 教 育 課 程 は 7 9 条 に よ り 小 学 校 に 関 す る 5 5 条 2 を 準 用 し て 「 地 域 の 実 態 に 照 ら し 、 よ り

効 果 的 な 教 育 を 実 施 す る た め 、 当 該 小 学 校 又 は 当 該 地 域 の 特 色 を 生 か し た 特 別 の 教 育 課 程

を 編 成 し て 教 育 を 実 施 す る 必 要 が あ り 、 か つ 、 当 該 特 別 の 教 育 課 程 に つ い て 、 教 育 基 本 法

及 び 学 校 教 育 法 3 0 条 1 項 の 規 定 等 に 照 ら し て 適 切 で あ り 、児 童 の 教 育 上 適 切 な 配 慮 が な さ

れ て い る も の と し て 文 部 科 学 大 臣 が 定 め る 基 準 を 満 た し て い る と 認 め る 場 合 」 と 限 定 し つ

つ も 、 ① 教 育 課 程 を 構 成 す る 教 科 と 特 別 活 動 の 内 訳 や そ れ ぞ れ 時 間 数 、 ② 学 習 指 導 要 領 の

内 容 に つ い て 「 規 定 の 全 部 又 は 一 部 に よ ら な い こ と が で き る 」 と さ れ て い る 。 高 等 学 校 も

8 5 条 2 か ら 中 学 校 と 同 様 に 規 定 さ れ て い る 。  

以 上 か ら 各 学 校 に お け る 教 育 課 程 編 成 に つ い て 考 え る 際 、 次 の 点 に 留 意 す る 必 要 が あ る 。

① 教 育 課 程 と は 、 文 部 科 学 大 臣 が 定 め る も の で は な い こ と 。 ② と く に 小 学 校 以 上 に お い て

は 、 設 置 さ れ て い る 地 域 の 特 色 を 生 か す 教 育 課 程 が 編 成 さ れ る こ と 、 そ の 際 の 教 科 編 成 か

ら 学 習 指 導 要 領 に よ ら な い こ と が あ り 得 る こ と 。 以 上 の 2 点 で あ る 。  
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2 0 2 0 年 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 拡 大 に 伴 い 、主 に 小 学 校 ～ 高 等 学 校 段 階 で 一

斉 休 校 と な り 、 文 部 科 学 省 か ら は 「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 を 踏 ま え た 学 校 教 育

活 動 等 の 実 施 に お け る『 学 び の 保 障 』の 方 向 性 等 に つ い て（ 通 知 ）」（ 2 0 2 0 年 5 月 1 5 日 ）

が 出 さ れ た 。 し か し 、 教 育 委 員 会 段 階 で は 学 習 指 導 要 領 の 内 容 分 の 授 業 時 数 確 保 の た め の

策 が 講 じ ら れ た 。 そ の 結 果 、 本 来 は 学 校 づ く り の 問 題 と し て 考 え ら れ る べ き 教 育 課 程 の 問

題 が 、 授 業 時 数 の 問 題 と し て 捉 え ら れ 、 感 染 防 止 の 困 難 さ と も 相 ま っ て 学 校 行 事 や 特 別 活

動 は 中 止 、 縮 小 と な り 、 夏 休 み も 大 幅 に 短 縮 さ れ た 。 こ の よ う に 学 習 指 導 要 領 の 存 在 が 各

学 校 に お け る 教 育 課 程 編 成 に 対 し て 関 連 す る 法 規 定 以 上 の 「 効 力 」 を 発 揮 し て し ま っ て い

る こ と が う か が え る 1。 先 の 通 知 で は 最 終 学 年 に お け る 対 応 の 重 要 性 も 指 摘 さ れ て い る が 、

中 学 校 や と り わ け 高 等 学 校 と い っ た 中 等 教 育 段 階 で は 入 試 へ の 対 応 に よ る 矛 盾 も 見 ら れ る 。 

幼 稚 園 は 、 「 幼 児 を 保 育 し 、 幼 児 の 健 や か な 成 長 の た め に 適 当 な 環 境 を 与 え て 、 そ の 心

身 の 発 達 を 助 長 す る こ と 」 が 目 的 と さ れ （ 学 校 教 育 法 2 2 条 ） 、 先 述 の よ う に 「 教 育 課 程 」

が 編 成 さ れ る こ と と な っ て い る 。 そ の 教 育 課 程 と 保 育 内 容 の 基 準 と し て 幼 稚 園 教 育 要 領 が

存 在 す る 。 幼 稚 園 に お け る 教 育 課 程 の 存 在 を 考 慮 す れ ば 、 教 育 課 程 の 問 題 が 授 業 時 数 の 問

題 と さ れ る こ と に は 疑 問 が 残 る 。  

学 習 指 導 要 領 の 法 的 拘 束 力 や 個 別 学 校 に お け る 教 育 課 程 の 自 主 編 成 に 関 し て は 、 こ れ ま

で に も 多 く 議 論 が な さ れ て き て い る と こ ろ で あ る 。 そ の た め 、 本 稿 で の 課 題 は 次 の 2 点 に

絞 る 。 第 1 に 、 中 学 校 学 習 指 導 要 領 、 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 お よ び 幼 稚 園 教 育 要 領 に お け

る 教 育 課 程 の 把 握 の さ れ 方 に つ い て 考 察 す る 。 第 2 に 、 幼 稚 園 教 育 に お け る 教 育 課 程 と 指

導 計 画 の あ り 方 を 検 討 す る こ と で 、 子 ど も 理 解 を 踏 ま え た 柔 軟 な 対 応 の 可 能 性 を 探 る 。  

 

２２ ..  今今次次のの学学習習指指導導要要領領、、幼幼稚稚園園教教育育要要領領ににおおけけるる教教育育課課程程のの定定義義   

（ １ ） 前 文 の 新 設  

最 新 の 幼 稚 園 教 育 要 領 は 2 0 1 7 年 3 月 告 示 、 2 0 1 8 年 4 月 施 行 の も の で あ る 。 中 学 校 学 習

指 導 要 領 は そ れ ぞ れ 2 0 1 7 年 3 月 、 2 0 2 1 年 4 月 。 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 は 2 0 1 8 年 、 2 0 2 2

年 4 月 。 以 下 、 主 に 中 学 校 学 習 指 導 要 領 の 記 述 に 沿 っ て 進 め る 。  

概 観 し て 最 初 に 教 育 課 程 へ の 言 及 が 見 ら れ る の が 前 文 で あ る 。 幼 稚 園 教 育 要 領 、 中 学 校

学 習 指 導 要 領 、高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 と も に 前 文 が 設 け ら れ た の は 今 回 改 訂 の 特 徴 で あ る 。 

前 文 で は 、教 育 課 程 を「 教 育 の 内 容 等 を 組 織 的 か つ 計 画 的 に 組 み 立 て た 」も の と 説 明 し 、

「 社 会 に 開 か れ た 教 育 課 程 」 の 実 現 に つ い て 提 起 し て い る 。 こ こ で 「 社 会 に 開 か れ た 教 育
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課 程 」 の 実 現 と は 、 「 自 分 の よ さ や 可 能 性 を 認 識 す る と と も に 、 あ ら ゆ る 他 者 を 価 値 の あ

る 存 在 と し て 尊 重 し 、 多 様 な 人 々 と 協 働 し な が ら 様 々 な 社 会 的 変 化 を 乗 り 越 え 、 豊 か な 人

生 を 切 り 拓 き 、 持 続 可 能 な 社 会 の 創 り 手 と な る 」 た め に 必 要 な 教 育 の 在 り 方 を 具 体 化 す る

こ と と さ れ て い る 。 そ の 実 現 に は 、 「 必 要 な 学 習 内 容 を ど の よ う に 展 開 し 、 ど の よ う な 資

質 ・ 能 力 を 育 む 」 の か に つ い て 学 校 と 社 会 と の 連 携 及 び 協 働 が 必 要 と さ れ て い る 。 こ こ で

の 記 述 か ら 、 教 育 課 程 は 教 科 教 育 の み を 指 す も の で は な い こ と が 確 認 で き る 。  

ま た 、 学 習 指 導 要 領 自 身 の 役 割 は 、 「 公 の 性 質 を 有 す る 学 校 に お け る 教 育 水 準 を 全 国 的

に 確 保 」と し 、各 学 校 に「 学 習 指 導 要 領 を 踏 ま え た 教 育 活 動 の 更 な る 充 実 」を 求 め て い る 。  

前 文 は 中 学 校 学 習 指 導 要 領 の み な ら ず 、 幼 稚 園 教 育 要 領 、 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 に も そ

れ ぞ れ に 設 け ら れ て い る が 、 「 必 要 な 学 習 内 容 」 と 「 幼 児 期 に ふ さ わ し い 生 活 」 な ど 学 校

段 階 の 違 い よ る 用 語 の 違 い を 除 い て そ の 趣 旨 は ほ ぼ 同 一 と 言 っ て も 過 言 で は な い 。  

 

（ ２ ） カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト  

前 文 に 続 く 総 則 の 構 成 に も 大 き な 変 化 が 見 ら れ る 。 第 1 に 「 中 学 校 教 育 の 基 本 と 教 育 課

程 の 役 割 」 の 項 目 が 設 け ら れ 4 つ の 小 項 目 が 挙 げ ら れ て い る 。そ の 第 2 ~ 3 項 目 目 で 「 主 体

的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 」 、 「 道 徳 教 育 」 、 「 体 育 ・ 健 康 に 関 す る 指 導 」 を 通 じ て 生 き る

力 や 資 質 ・ 能 力 の 育 成 を 目 指 す こ と が 述 べ ら れ て い る の で あ る 2。  

そ し て 第 4 項 目 目 で 、 教 育 課 程 に か か わ っ て 、 カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト が 説 明 さ れ

る 。こ こ で 、カ リ キ ュ ラ ム・マ ネ ジ メ ン ト と は「 生 徒 や 学 校 、地 域 の 実 態 を 適 切 に 把 握 し 、

教 育 の 目 的 や 目 標 の 実 現 に 必 要 な 教 育 の 内 容 等 を 教 科 等 横 断 的 な 視 点 で 組 み 立 て て い く こ

と 、 教 育 課 程 の 実 施 状 況 を 評 価 し て そ の 改 善 を 図 っ て い く こ と 、 教 育 課 程 の 実 施 に 必 要 な

人 的 又 は 物 的 な 体 制 を 確 保 す る と と も に そ の 改 善 を 図 っ て い く こ と な ど を 通 し て 、 教 育 課

程 に 基 づ き 組 織 的 か つ 計 画 的 に 各 学 校 の 教 育 活 動 の 質 の 向 上 を 図 っ て い く こ と 」 と 説 明 さ

れ て い る 。  

カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト は さ ら に 総 則 の 第 5「 学 校 運 営 上 の 留 意 事 項 」 に お い て も

言 及 が あ る こ と に も 注 目 す る 必 要 が あ る 。こ こ で は さ ら に「 1  教 育 課 程 の 改 善 と 学 校 評 価 、

教 育 課 程 外 の 活 動 と の 連 携 等 」 と 「 2  家 庭 や 地 域 社 会 と の 連 携 及 び 協 働 と 学 校 間 の 連 携 」

と の 2 つ の 小 項 目 に 分 け ら れ て い る 。  

「 教 育 課 程 の 改 善 と 学 校 評 価 ， 教 育 課 程 外 の 活 動 と の 連 携 等 」 で は 以 下 3 点 が 指 摘 さ れ

て い る 。 第 1 に 、 「 校 長 の 方 針 の 下 に 、 校 務 分 掌 に 基 づ き 教 職 員 が 適 切 に 役 割 を 分 担 し つ
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つ 、 相 互 に 連 携 」 す る カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト と 、 そ れ と 学 校 評 価 と の 関 連 付 け 。 第

2 に 、 種 々 の 学 校 の 全 体 計 画 と 教 育 課 程 が 関 連 さ せ ら れ て 「 効 果 的 な 指 導 」 を 実 現 す る こ

と 。 第 3 に 、 「 教 育 課 程 外 の 学 校 教 育 活 動 と 教 育 課 程 の 関 連 」 づ け の 意 義 は 、 「 学 習 意 欲

の 向 上 や 責 任 感 、連 帯 感 の 涵 養 等 、学 校 教 育 が 目 指 す 資 質・能 力 の 育 成 に 資 す る も の 」で 、

「 学 校 教 育 の 一 環 と し て 」 教 育 課 程 と の 関 連 が 図 ら れ る こ と 。  

「 家 庭 や 地 域 社 会 と の 連 携 及 び 協 働 と 学 校 間 の 連 携 」 で は 、 次 の 点 が 挙 げ ら れ て い る 。

第 1 に 、 「 学 校 が そ の 目 的 を 達 成 す る た め 、 学 校 や 地 域 の 実 態 等 に 応 じ 、 教 育 活 動 の 実 施

に 必 要 な 人 的 又 は 物 的 な 体 制 を 家 庭 や 地 域 の 人 々 の 協 力 を 得 」 る こ と 。 そ し て 、 第 2 に 、

多 様 な 学 校 種 と の 連 携 、共 同 を 通 じ て「 共 に 尊 重 し 合 い な が ら 協 働 し て 生 活 し て い く 態 度 」

を 育 む と い う こ と 。  

「 カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト 」 お よ び 「 学 校 運 営 上 の 留 意 事 項 」 に つ い て の 説 明 は 、

中 学 校 学 習 指 導 要 領 と 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 で は ほ ぼ 共 通 し た も の と な っ て い る 。  

 

（ ３ ） 幼 稚 園 教 育 要 領 の 総 則 の 改 訂  

今 回 改 訂 で 幼 稚 園 教 育 要 領 も 総 則 の 構 成 が 大 幅 に 変 え ら れ た 。2 0 0 8 年 版 で は 、「 第 1  幼

稚 園 教 育 の 基 本 」、「 第 2  教 育 課 程 の 編 成 」、「 第 3  教 育 課 程 に 係 る 教 育 時 間 の 終 了 後 等

に 行 う 教 育 活 動 な ど 」の 3 項 目 で あ っ た 。そ れ が 今 回 改 定 で は 、「 第 1  幼 稚 園 教 育 の 基 本 」、

「 第 2  幼 稚 園 教 育 に お い て 育 み た い 資 質・能 力 及 び『 幼 児 期 の 終 わ り ま で に 育 っ て ほ し い

姿 』」、「 第 3  教 育 課 程 の 役 割 と 編 成 等 」、「 第 4  指 導 計 画 の 作 成 と 幼 児 理 解 に 基 づ い た

評 価 」、「 第 5  特 別 な 配 慮 を 必 要 と す る 幼 児 へ の 指 導 」、「 第 6  幼 稚 園 運 営 上 の 留 意 事 項 」、

「 第 7  教 育 課 程 に 係 る 教 育 時 間 終 了 後 等 に 行 う 教 育 活 動 な ど 」 の 7 項 目 に 再 編 さ れ た 。  

2 0 0 8 年 版 で は 第 3 章 の 留 意 事 項 に 位 置 付 い て い た 指 導 計 画 に 関 す る 項 目 が 総 則 に 移 さ れ 、

新 た な 項 目 が 加 え ら れ る こ と で 小 学 校 以 上 の 学 習 指 導 要 領 の 形 式 に 近 づ け ら れ て い る 。  

 

（ ４ ） 資 質 ・ 能 力 と 「 幼 児 期 の 終 わ り ま で に 育 っ て ほ し い 姿 」  

今 回 の 幼 稚 園 教 育 要 領 に お い て 、 中 学 校 学 習 指 導 要 領 に お け る 「 生 き る 力 」 や 「 資 質 ・

能 力 」に 類 す る か た ち で 位 置 づ け ら れ て い る の が 、総 則 の「 第 2  幼 稚 園 教 育 に お い て 育 み

た い 資 質 ・ 能 力 及 び 『 幼 児 期 の 終 わ り ま で に 育 っ て ほ し い 姿 』 」 で あ る 。  

こ こ で は 小 学 校 以 上 の 学 習 指 導 要 領 と 同 様 に「 幼 稚 園 教 育 に お い て 育 み た い 資 質・能 力 」

と し て 「 知 識 及 び 技 能 の 基 礎 」 、 「 思 考 力 、 判 断 力 、 表 現 力 等 の 基 礎 」 と 「 学 び に 向 か う
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力 、 人 間 性 等 」 が 挙 げ ら れ て い る 。 さ ら に 、 幼 稚 園 修 了 時 に そ れ ら の 「 資 質 ・ 能 力 」 が 育

ま れ て い る 幼 児 の 具 体 的 な 姿 で 、 指 導 の 際 に 考 慮 す べ き 点 が 「 幼 児 期 の 終 わ り ま で に 育 っ

て ほ し い 姿 」と し て 1 0 項 目 に ま と め ら れ て い る 。具 体 的 に は 、① 健 康 な 心 と 体 、② 自 立 心 、

③ 協 同 性 、 ④ 道 徳 性 ・ 規 範 意 識 の 芽 生 え 、 ⑤ 社 会 生 活 と の 関 わ り 、 ⑥ 思 考 力 の 芽 生 え 、 ⑦

自 然 と の 関 わ り ・ 生 命 尊 重 、 ⑧ 数 量 や 図 形 、 標 識 や 文 字 な ど へ の 関 心 ・ 感 覚 、 ⑨ 言 葉 に よ

る 伝 え 合 い 、 ⑩ 豊 か な 感 性 と 表 現 、 の 1 0 項 目 で あ る 。  

こ れ ら 1 0 項 目 は 、 小 学 校 入 学 時 点 に 育 っ て い る か 否 か の 判 定 や 評 価 を 排 除 し き れ な い

場 合 に は 、 幼 稚 園 に お け る 教 育 お よ び 保 育 を 強 く 統 制 し 得 る こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る 3。 

 

３３ ..  幼幼稚稚園園教教育育ににおおけけるる教教育育課課程程とと指指導導計計画画のの意意義義   

（ １ ） 幼 稚 園 に お け る 教 育 課 程 の 固 有 性  

先 に 確 認 し た よ う に 幼 稚 園 は 学 校 教 育 法 2 2 条 に よ り 、 「 幼 児 を 保 育 し 、 幼 児 の 健 や か

な 成 長 の た め に 適 当 な 環 境 を 与 え て 、 そ の 心 身 の 発 達 を 助 長 す る こ と 」 が 目 的 と さ れ 、 教

育 課 程 と 保 育 内 容 の 基 準 と し て 幼 稚 園 教 育 要 領 が 存 在 す る 。  

『 幼 稚 園 教 育 要 領 解 説 』 に お け る 教 育 課 程 の 説 明 で は 、 「 幼 稚 園 に お い て は 、 幼 児 は そ

れ ぞ れ の 興 味 や 関 心 に 応 じ 、 直 接 的 ・ 具 体 的 な 体 験 な ど を 通 じ て 幼 児 な り の や り 方 で 学 ん

で い く も の で あ っ て 、小 学 校 以 降 の 学 習 と 異 な り 、教 師 が あ ら か じ め 立 て た 目 的 に 沿 っ て 、

順 序 立 て て 言 葉 で 教 え ら れ 学 習 す る の で は な い 」4と 小 学 校 以 上 の 学 習 と の 差 異 が 明 確 に 述

べ ら れ て い る 。 他 方 、 『 中 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 』 に お い て は 学 習 指 導 要 領 が 「 一 定 の 水

準 を 確 保 す る た め に 法 令 に 基 づ い て 国 が 定 め た 教 育 課 程 の 基 準 で あ る の で 、 各 学 校 の 教 育

課 程 の 編 成 及 び 実 施 に 当 た っ て は 、こ れ に 従 わ な け れ ば な ら な い 」5と さ れ て い る こ と と は

対 照 的 で 、 そ の 性 質 が 異 な る の で あ る 。  

た だ し 、 幼 稚 園 に お い て も カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト に つ い て 、  

 

 教 育 課 程 が 教 育 目 標 を 効 果 的 に 実 現 す る 働 き を す る よ う 、 教 育 課 程 の 実 施 状 況

を 評 価 し 、 改 善 を 図 る こ と が 求 め ら れ て い る 。 教 育 課 程 の 改 善 は 、 編 成 し た 教 育

課 程 を よ り 適 切 な も の に 改 め る こ と で あ り 、 幼 稚 園 は 教 育 課 程 を 絶 え ず 改 善 す る

基 本 的 態 度 を も つ こ と が 必 要 で あ る 。 こ の よ う な 改 善 に よ っ て こ そ 幼 稚 園 の 教 育

活 動 が 充 実 す る と と も に そ の 質 を 高 め る こ と が で き る 6  
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と い う よ う に 、 中 学 校 や 高 等 学 校 と 同 様 に 述 べ ら れ て い る 点 に 留 意 す る 必 要 が あ る 。 関 連

し て 、 先 の 「 幼 児 期 の 終 わ り ま で に 育 っ て ほ し い 姿 」 を 踏 ま え る と さ れ て い る こ と が 先 の

「 幼 稚 園 に お い て は 、 幼 児 は そ れ ぞ れ の 興 味 や 関 心 に 応 じ 、 直 接 的 ・ 具 体 的 な 体 験 な ど を

通 じ て 幼 児 な り の や り 方 で 学 ん で い く 」 と い う 説 明 と 合 致 し 得 る の か に つ い て も 更 な る 検

討 が 必 要 で あ る 。  

 

（ ２ ） 幼 稚 園 教 育 に お け る 指 導 計 画 の 意 義  

幼 稚 園 教 育 要 領 総 則 の 構 成 が 大 き く 改 訂 さ れ 、 中 学 校 や 高 等 学 校 の 学 習 指 導 要 領 総 則 の

各 項 目 と 対 応 す る と 見 る こ と が で き る 。そ の な か で 、「 第 4  指 導 計 画 の 作 成 と 幼 児 理 解 に

基 づ い た 評 価 」 は 構 成 上 、 中 学 校 学 習 指 導 要 領 総 則 の 「 第 3  教 育 課 程 の 実 施 と 学 習 評 価 」

と 対 応 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。  

幼 稚 園 に お け る 指 導 計 画 に は 、 年 間 、 学 期 、 月 、 発 達 の 時 期 、 週 、 日 な ど を 単 位 と す る

も の が あ る 。 幼 稚 園 教 育 要 領 で は 、 教 育 課 程 と 指 導 計 画 と の 関 係 性 に つ い て は 幼 稚 園 教 育

の 「 幼 児 が 自 ら 意 欲 を も っ て 環 境 と 関 わ る こ と に よ り つ く り 出 さ れ る 具 体 的 な 活 動 を 通 し

て 、 そ の 目 標 の 達 成 を 図 る 」 と い う 特 性 か ら 「 幼 児 期 に ふ さ わ し い 生 活 が 展 開 さ れ 、 適 切

な 指 導 が 行 わ れ る よ う 、 そ れ ぞ れ の 幼 稚 園 の 教 育 課 程 に 基 づ き 、 調 和 の と れ た 組 織 的 、 発

展 的 な 指 導 計 画 を 作 成 」 す る 必 要 が あ る と 述 べ て い る 。 中 学 校 や 高 等 学 校 の 学 習 指 導 要 領

に お い て も 「 指 導 計 画 」 の 語 は 登 場 す る が 、 単 元 や テ ー マ ご と の 計 画 と い う よ う に 教 育 課

程 の 細 目 的 な 位 置 づ け で あ る 。 幼 稚 園 教 育 要 領 で は さ ら に 、 「 幼 児 の 活 動 に 沿 っ た 柔 軟 な

指 導 を 行 わ な け れ ば な ら な い 」 と 書 か れ て お り 、 指 導 計 画 に 求 め ら れ る 役 割 は 異 な る 。  

そ し て 、 計 画 に 対 応 す る 評 価 と し て 「 幼 児 理 解 に 基 づ い た 評 価 」 に つ い て 「 他 の 幼 児 と

の 比 較 や 一 定 の 基 準 に 対 す る 達 成 度 に つ い て の 評 定 に よ っ て 捉 え る も の で は な い 」 と 明 記

さ れ て い る こ と は 注 目 す べ き で あ る 。 中 学 校 学 習 指 導 要 領 総 則 の 「 教 育 課 程 の 実 施 と 学 習

評 価 」 で も 、 学 習 の 成 果 に つ い て の 評 価 だ け で な く 、 過 程 に つ い て も 着 目 す る 必 要 が あ る

と さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 幼 稚 園 の み な ら ず 中 学 校 に お い て も 教 育 や 学 習 に 対 す る 評 価

の あ り 方 は 、 単 純 な 試 験 の み で な し 得 な い こ と は 踏 ま え て お く 必 要 が あ る が 、 そ う し た 評

価 の あ り 方 を 端 的 に 示 し た の が 幼 稚 園 教 育 要 領 に お け る 先 の 記 述 で あ る と い え よ う 。  

こ の こ と は 、 幼 稚 園 教 育 や 保 育 に お い て の 子 ど も 理 解 （ 「 幼 児 理 解 」 ） の 重 要 性 を よ く

表 す も の で あ る 。 「 幼 児 理 解 」 は 、 幼 児 の 評 価 の 尺 度 と し て 利 用 さ れ る だ け の も の で は な

く 、 幼 児 理 解 を 深 め る こ と 自 体 が 、 幼 稚 園 に お け る 教 育 課 程 や 指 導 計 画 作 成 の 際 の 出 発 点
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と も な る 。 し か し 、 教 科 と い う 枠 の な い 幼 稚 園 教 育 に お い て も 「 幼 児 期 の 終 わ り ま で に 育

っ て ほ し い 姿 」 の よ う に 、 種 々 の 「 活 動 」 へ の 取 り 組 み が 幼 稚 園 教 育 に お い て 育 み た い 資

質 ・ 能 力 と し て 現 れ て き て い る 点 に は 注 意 す る 必 要 が あ る 。  

な お 、 本 稿 で は 詳 し く 見 な い が 、 幼 稚 園 教 育 要 領 の 「 第 2 章  ね ら い 及 び 内 容 」 で は 、

ね ら い と は 、 「 幼 稚 園 教 育 に お い て 育 み た い 資 質 ・ 能 力 を 幼 児 の 生 活 す る 姿 か ら 捉 え た も

の 」と さ れ て い る 。「 生 活 す る 姿 」と さ れ な が ら も 、「 幼 稚 園 に お け る 生 活 の 全 体 を 通 じ 、

幼 児 が 様 々 な 体 験 を 積 み 重 ね る 中 で 相 互 に 関 連 を も ち な が ら 次 第 に 達 成 に 向 か う 」 と も 述

べ ら れ て い る 。 こ う い っ た 展 開 か ら 、 「 達 成 」 や 子 ど も の 発 達 を ど の よ う な も の と し て と

ら え る の か と い う こ と が 問 わ れ て く る こ と と な る 。  

 

４４ ..まますすみみ幼幼稚稚園園ににおおけけるる教教育育課課程程づづくくりり   

東 北 生 活 文 化 大 学 短 期 大 学 部 附 属 ま す み 幼 稚 園 （ 以 下 、 ま す み 幼 稚 園 ） は 1 9 0 5 年 、 天

真 爛 漫 の 「 天 真 会 」 と 名 付 け た 幼 児 教 育 の 会 が 東 北 女 子 職 業 学 校 の 校 内 に 設 け ら れ た こ と

か ら 始 ま り 、1 9 5 5 年 に 三 島 学 園 短 期 大 学（ 現 東 北 生 活 文 化 大 学 短 期 大 学 部 ）附 属 幼 稚 園 と

し て 設 立 さ れ た 。園 児 は 主 に 仙 台 市 南 部 の 一 円 か ら 通 園 し て き て お り 、核 家 族 世 帯 が 多 く 、

共 働 き の 世 帯 も 増 え て き て い る 7。  

ま す み 幼 稚 園 で は 現 在 、 年 度 ご と の 経 営 方 針 の ほ か に も 年 間 、 学 期 単 位 、 月 単 位 、 週 単

位 の 指 導 計 画 、 そ し て 行 事 ご と の 計 画 づ く り と そ の 振 り 返 り が 重 視 さ れ て い る 。 日 常 的 な

教 育 や 保 育 に つ い て は 個 々 の 教 師 が 指 導 に あ た る が 、 ま と ま っ た 行 事 や あ る 程 度 の 期 間 の

計 画 が 共 有 さ れ る こ と に よ り 、 ま す み 幼 稚 園 と し て の 教 育 像 が 浮 か び 上 が り 、 そ れ ぞ れ 教

師 の 子 ど も や 、 教 育 、 保 育 に 関 す る 認 識 が 確 認 、 共 有 さ れ て く る 。 ま た 、 行 事 を 振 り 返 る

機 会 が 職 員 会 議 や 職 員 間 の ア ン ケ ー ト に よ っ て 確 保 さ れ る こ と で 、 毎 回 の 課 題 や 見 つ か っ

た 改 善 点 を 次 年 度 の 計 画 に 活 か す こ と が 可 能 に な る の で あ る 。  

ま た 、 幼 稚 園 と し て の 学 校 評 価 を 通 じ て 、 保 護 者 の 要 望 等 を 聞 く こ と か ら 、 家 庭 と の 連

携 が 図 ら れ る 。 さ ら に 保 護 者 の 要 望 等 に よ り 、 子 ど も の 様 子 を 多 角 的 に 把 握 す る こ と で 、

教 育 課 程 や 指 導 計 画 の 改 善 に つ な が り 得 る 。  

こ の よ う に 、 ま す み 幼 稚 園 と し て の 教 育 課 程 と 指 導 計 画 に は 、 「 子 ど も 理 解 」 へ の 工 夫

が 反 映 さ れ て お り 、 そ の 時 々 の 幼 稚 園 と し て の 取 り 組 み の 「 道 し る べ 」 と な る の で あ る 。  

 

５５ ..  おおわわりりにに   
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今 次 の 幼 稚 園 教 育 要 領 や 中 学 校 、 高 等 学 校 の 学 習 指 導 要 領 で は 、 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ

ジ メ ン ト 」 が 提 起 さ れ 、 教 育 課 程 へ の 注 目 が 高 ま っ て い る 。 中 学 校 、 高 等 学 校 の 学 習 指 導

要 領 で 教 育 課 程 は 「 教 育 の 内 容 等 を 組 織 的 か つ 計 画 的 に 組 み 立 て た 」 も の で あ り 、 授 業 時

数 に 限 定 さ れ て は い な い 。 そ れ は 今 回 の 文 科 省 の 通 知 で も 同 様 で あ る 。 ま た 、 「 学 校 教 育

が 目 指 す 資 質 ・ 能 力 の 育 成 に 資 す る も の 」 と し て 教 育 課 程 外 の 活 動 、 家 庭 や 地 域 と の 連 携

な ど を 教 育 課 程 と 関 連 づ け て 考 え る こ と が 言 わ れ て い る 。 に も か か わ ら ず 、 一 斉 休 校 後 に

授 業 時 数 が 問 題 と な る パ ラ ド キ シ カ ル な 状 況 が 生 じ て い る の で あ る 。  

次 に 、 幼 稚 園 の 学 校 教 育 法 上 で の 目 的 は 、 子 ど も た ち の 保 育 で あ る 。 学 習 指 導 要 領 が 自

身 で 「 従 わ な け れ ば な ら な い 」 内 容 と し て い る の に 対 し て 、 幼 稚 園 教 育 要 領 で は 、 幼 児 の

「 興 味 や 関 心 に 応 じ 、直 接 的・具 体 的 な 体 験 な ど を 通 じ て 幼 児 な り の や り 方 で 学 ん で い く 」

こ と が 重 視 さ れ て い る 。 ま た 、 指 導 計 画 の 役 割 の 違 い が 、 今 回 の 一 斉 休 校 に 関 し て も 小 学

校 以 上 よ り は 比 較 的 柔 軟 に 対 応 す る こ と が で き た 一 因 と 言 え よ う 。 し か し 、 本 論 で 確 認 し

た よ う に 、 総 則 の 構 成 や 資 質 ・ 能 力 な ど 幼 稚 園 教 育 要 領 の 構 成 や 内 容 が 小 学 校 以 上 の 学 習

指 導 要 領 に 近 づ い て い る 状 況 は 慎 重 に 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

な お 、 戦 後 日 本 に お い て 、 子 ど も を 中 心 と し て 教 育 関 係 者 の 参 加 に よ る 学 校 運 営 や 教 育

実 践 の 追 求 に 関 し て は 学 校 づ く り や 地 域 教 育 運 動 の 蓄 積 が あ る 。 今 こ そ 、 そ の 蓄 積 か ら の

学 び が 求 め ら れ て い る 8。  

 

本 稿 執 筆 に あ た っ て は 幼 稚 園 教 育 の 実 情 を 学 ぶ 上 で 、 ま す み 幼 稚 園 の 小 熊 信 治 園 長 は じ

め 先 生 方 に 多 く ご 教 示 い た だ き ま し た 。 こ の 場 を 借 り て 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 
［ 注 ］  
1  通 知 と そ れ を め ぐ る 問 題 に つ い て は 『 季 刊 教 育 法 』 No .206（ 2020 年 9 月 ） 特 集 「 新 型

コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 、 新 し い 教 育 は ど う 進 む か 」 に お け る 高 橋 哲 「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

臨 時 休 業 措 置 の 教 育 法 的 検 討 （ 二 ）： 学 校 再 開 後 の 子 ど も の 『 学 び の 保 障 』 を め ぐ っ て 」

（ 12 -19 頁 ）、 荒 井 文 昭 「 コ ロ ナ 禍 に お け る 学 習 権 保 障 と 教 育 委 員 会 の 役 割 」（ 34 -39 頁 ）

を 参 照 さ れ た い 。  
2  資 質 ・能 力 に 関 し て は 、折 出 健 二 「『 資 質 ・ 能 力 』批 判 と 人 格 形 成 の 課 題 」『 教 育 』 2018
年 8 月 号 、 44-51 頁 を 参 照 。  
3  関 連 し て 、竹 石 聖 子「『 10 の 姿 』に 奪 わ れ る 子 ど も 期：新 要 領・指 針 の 意 図 」『 教 育 』2018
年 10 月 号 、 5 -12 頁 。  
4  文 部 科 学 省 編 『 幼 稚 園 教 育 要 領 解 説 』 2018 年 3 月 、 フ レ ー ベ ル 館 、 7 5 頁 。  
5  文 部 科 学 省 編 『 中 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説  総 則 編 』 2018 年 3 月 、 東 山 書 房 、 15 頁 。  
6  文 部 科 学 省 ・ 前 掲 書 （ 注 4） 77 頁 。  
7  2020 年 度 の ま す み 幼 稚 園 「 実 習 園 の 概 要 」 よ り 。  
8  本 稿 は 、 JSPS 科 研 費 JP20K22259 の 助 成 を 受 け た 研 究 の 成 果 の 一 部 で あ る 。  
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１１ ..  ははじじめめにに   

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス に 関 す る 報 道 が 最 初 に な さ れ た 2 0 1 9（ 令 和 元 ）年 1 2 月 3 1 日 、い よ

い よ 令 和 ２ 年 の 始 ま り を 迎 え る こ の 時 期 に こ う し た 報 道 が な さ れ た が 、 当 時 は 国 民 の 危 機

感 も 薄 く 、ま さ か ３ ヵ 月 後 の ４ 月 ７ 日 に は ７ 都 府 県（ 埼 玉 県 、千 葉 県 、東 京 都 、神 奈 川 県 、

大 阪 府 、兵 庫 県 、福 岡 県 ）に 改 正 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対 策 特 別 措 置 法 第 3 2 条 第 1 項 の 規

定 に 基 づ く 、 緊 急 事 態 宣 言 を 発 出 す る に 至 る と は 思 わ な か っ た の で は な い か と 思 う 。  

こ う し た 事 態 を 受 け 、 本 学 園 の 学 事 運 営 も コ ロ ナ の 拡 大 状 況 を 伺 い な が ら そ の 対 策 へ の

検 討 が 重 ね ら れ 、 5 月 7 日 か ら の 遠 隔 授 業 、 6 月 2 9 日 か ら の 対 面 授 業 と 、 そ れ ぞ れ の 授 業

実 施 に 向 け て の 方 向 性 が 打 ち 出 さ れ た 。  

本 稿 に 関 係 す る 「 保 育 内 容 （ 環 境 Ⅱ ） 」 （ 演 習 科 目 ） は 、 表 題 に も あ る 通 り 、 花 と 夏 野

菜 の 栽 培 で あ る こ と か ら 、 例 年 で 5 月 上 旬 に 植 栽 す る が 、 コ ロ ナ の 収 束 を い つ ま で も 待 つ

こ と は 、 こ れ ら の 蒔 き 時 を 逸 す る こ と に な る た め 、 教 科 担 当 者 に よ り 花 と 夏 野 菜 の 種 ・ 苗

の 植 栽 を 行 っ た 。 本 来 で あ れ ば 受 講 生 自 ら が 体 験 的 に 学 ぶ こ と で は あ る が 、 コ ロ ナ ウ イ ル

ス の 感 染 拡 大 に よ る 影 響 か ら 実 施 で き な い 状 況 を 鑑 み 、 本 稿 で は 実 際 の 保 育 施 設 で の 実 践

例 を 紹 介 す る こ と で 、 そ の 学 び へ と つ な げ た い と 考 え た 。 一 つ の 実 践 例 で は あ る が 、 受 講

者 の 現 場 で の 実 践 に 役 立 て て ほ し い と 考 え て い る 。  

 

２２．．倫倫理理的的配配慮慮ににつついいてて   

倫 理 的 配 慮 の 対 象 と な る 本 学 短 期 大 学 部 生 活 文 化 学 科 子 ど も 生 活 専 攻 ２ 年 次 に 対 し 、 研

究 倫 理 申 請 書 に 記 載 さ れ た 内 容 （ 写 真 の 掲 載 ） に つ い て の 承 諾 を 同 意 書 の 記 入 と 提 出 に よ

り 得 て い る 。 同 意 書 の 提 出 は 任 意 で あ り 、 提 出 し な い こ と に よ る 不 利 益 は 生 じ な い こ と を

本 研 究 の 説 明 時 に 伝 え て い る 。  

本 稿 執 筆 に あ た る 手 続 き は 、 東 北 生 活 文 化 大 学 ・ 東 北 生 活 文 化 大 学 短 期 大 学 部 の 研 究 倫

理 委 員 会 の 審 査 と 承 認 を 受 け た （ 承 認 番 号 ： 令 和 ２ － 第 １ 号 ） 。  
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３３．．授授業業実実践践   

((11))  資資 格格 取取 得得 上上 のの カカ リリ キキ ュュ ララ ムム のの 位位 置置 づづ けけ にに つつ いい てて   

本 科 目 は 保 育 内 容 の 指 導 法 （ 情 報 機 器 及 び 教 材 の 活 用 を 含 む 。 ） に 関 す る 科 目 で 、 保 育

内 容 ５ 領 域 （ 健 康 ・ 人 間 関 係 ・ 環 境 ・ 言 葉 ・ 表 現 ） の う ち の 一 つ で 、 「 身 近 な 環 境 と の か

か わ り に 関 す る 領 域 」 （ 環 境 ） で あ る 。  

本 科 目 は 文 部 科 学 省 の 教 職 課 程 コ ア カ リ キ ュ ラ ム の 在 り 方 に 関 す る 検 討 会 に お い て 、 表

１ に 示 す 事 項 を 踏 ま え 取 り 扱 う よ う に な っ て い る 。  

表表 １１   教教 職職 課課 程程 ココ アア カカ リリ キキ ュュ ララ ムム   

保 育 内 容 の 指 導 法 （ 情 報 機 器 及 び 教 材 の 活 用 を 含 む 。 ）  

全 体 目 標  

幼 稚 園 教 育 に お い て 育 み た い 資 質 ・ 能 力 を 理 解 し 、 幼 稚 園 教 育 要 領 に 示 さ れ た 当 該 領 域 の ね ら い 及
び 内 容 に つ い て 背 景 と な る 専 門 領 域 と 関 連 さ せ て 理 解 を 深 め る と と も に 、 幼 児 の 発 達 に 即 し て 、 主
体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び が 実 現 す る 過 程 を 踏 ま え て 具 体 的 な 指 導 場 面 を 想 定 し て 保 育 を 構 想 す る 方

法 を 身 に 付 け る 。  

(1)各 領 域 の ね ら い 及 び 内 容  

一 般 目 標  幼 稚 園 教 育 要 領 に 示 さ れ た 幼 稚 園 教 育 の 基 本 を 踏 ま え 、 各 領 域 の ね ら い 及 び 内 容 を 理 解 す る 。  

到 達 目 標  

1 )幼 稚 園 教 育 要 領 に お け る 幼 稚 園 教 育 の 基 本 、 各 領 域 の ね ら い 及 び 内 容 並 び に 全 体 構 造 を 理 解 し て
い る 。  

2 )当 該 領 域 の ね ら い 及 び 内 容 を 踏 ま え 、 幼 児 が 経 験 し 身 に 付 け て い く 内 容 と 指 導 上 の 留 意 点 を 理 解

し て い る 。  
3 )幼 稚 園 教 育 に お け る 評 価 の 考 え 方 を 理 解 し て い る 。  
4 )領 域 ご と に 幼 児 が 経 験 し 身 に 付 け て い く 内 容 の 関 連 性 や 小 学 校 の 教 科 等 と の つ な が り を 理 解 し て

い る 。  

(2)保 育 内 容 の 指 導 方 法 と 保 育 の 構 想  

一 般 目 標  幼 児 の 発 達 や 学 び の 過 程 を 理 解 し 、具 体 的 な 指 導 場 面 を 想 定 し た 保 育 を 構 想 す る 方 法 を 身 に 付 け る 。 

到 達 目 標  

1 )幼 児 の 認 識 ・ 思 考 、 動 き 等 を 視 野 に 入 れ た 保 育 の 構 想 の 重 要 性 を 理 解 し て い る 。  

2 )各 領 域 の 特 性 や 幼 児 の 体 験 と の 関 連 を 考 慮 し た 情 報 機 器 及 び 教 材 の 活 用 法 を 理 解 し 、 保 育 の 構 想
に 活 用 す る こ と が で き る 。  

3 )指 導 案 の 構 成 を 理 解 し 、 具 体 的 な 保 育 を 想 定 し た 指 導 案 を 作 成 す る こ と が で き る 。  

4 )模 擬 保 育 と そ の 振 り 返 り を 通 し て 、 保 育 を 改 善 す る 視 点 を 身 に 付 け て い る 。  
5 )各 領 域 の 特 性 に 応 じ た 保 育 実 践 の 動 向 を 知 り 、 保 育 構 想 の 向 上 に 取 り 組 む こ と が で き る 。  

※ 表 １ 「 教 職 課 程 コ ア カ リ キ ュ ラ ム 」 は 、 引 用 文 献 1)を 基 に し て 筆 者 が 作 成 し た 。  

そ の 上 で 、 領 域 毎 の モ デ ル カ リ キ ュ ラ ム と し て 、 「 環 境 」 は 表 ２ に 示 す 事 項 を 踏 ま え て

取 り 扱 う よ う に な っ て い る 。  

表表 ２２   モモ デデ ルル カカ リリ キキ ュュ ララ ムム   

保 育 内 容 （ 環 境 ） の 指 導 法 （ ２ 単 位 ）  

全 体 目 標  

領 域（ 環 境 ）は 、「 周 囲 の 様 々 な 環 境 に 好 奇 心 や 探 求 心 を も っ て 関 わ り 、そ れ ら を 生 活 に 取 り 入 れ て

い こ う と す る 力 を 養 う 」 こ と を 目 指 す も の で あ る 。 幼 稚 園 教 育 に お い て 育 み た い 資 質 能 力 に つ い て
理 解 し 、 幼 稚 園 教 育 要 領 に 示 さ れ た 領 域 （ 環 境 ） の ね ら い 及 び 内 容 に つ い て 背 景 と な る 専 門 領 域 と
関 連 さ せ て 理 解 を 深 め 、 幼 児 の 発 達 に 即 し て 、 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び が 実 現 す る 過 程 を 踏 ま え

て 領 域 「 環 境 」 の 具 体 的 な 指 導 場 面 を 想 定 し て 保 育 を 構 想 す る 方 法 を 身 に 付 け る 。  

(1)領 域 （ 環 境 ） の ね ら い 及 び 内 容  

一 般 目 標  幼 稚 園 教 育 要 領 に 示 さ れ た 幼 稚 園 教 育 の 基 本 を 踏 ま え 、 領 域 （ 環 境 ） の ね ら い 及 び 内 容 を 理 解 す る 。 

到 達 目 標  

1 )幼 稚 園 教 育 要 領 に お け る 幼 稚 園 教 育 の 基 本 、 領 域 （ 環 境 ） の ね ら い 及 び 内 容 並 び に 全 体 構 造 を 理
解 し て い る 。  

2 )領 域 （ 環 境 ） の ね ら い 及 び 内 容 を 踏 ま え 、 幼 児 が 経 験 し 身 に 付 け て い く 内 容 と 指 導 上 の 留 意 点 を

理 解 し て い る 。  
3 )幼 稚 園 教 育 に お け る 評 価 の 考 え 方 を 理 解 し て い る 。  
4 )領 域 （ 環 境 ） に 関 わ る 周 囲 の 様 々 な 環 境 に 好 奇 心 や 探 求 心 を も っ て 関 わ り 、 そ れ ら を 生 活 に 取 り

入 れ て い こ う と す る 経 験 と 、 小 学 校 以 降 の 教 科 等 と の つ な が り を 理 解 し て い る 。  
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(2)領 域 （ 環 境 ） の 指 導 方 法 と 保 育 の 構 想  

一 般 目 標  
幼 児 の 発 達 や 学 び の 過 程 を 理 解 し 、 領 域 （ 環 境 ） に 関 わ る 具 体 的 な 指 導 場 面 を 想 定 し た 保 育 を 構 想

す る 方 法 を 身 に 付 け る 。  

到 達 目 標  

1 )幼 児 の 心 情 、 認 識 、 思 考 及 び 動 き 等 を 視 野 に 入 れ た 保 育 構 想 の 重 要 性 を 理 解 し て い る 。  

2 )領 域 （ 環 境 ） の 特 性 や 幼 児 の 体 験 と の 関 連 を 考 慮 し た 情 報 機 器 及 び 教 材 の 活 用 法 を 理 解 し 、 保 育
構 想 に 活 用 す る こ と が で き る 。  

3 )指 導 案 の 構 成 を 理 解 し 、 具 体 的 な 保 育 を 想 定 し た 指 導 案 を 作 成 す る こ と が で き る 。  

4 )模 擬 保 育 と そ の 振 り 返 り を 通 し て 、 保 育 を 改 善 す る 視 点 を 身 に 付 け て い る 。  
5 )領 域 「 環 境 」 の 特 性 に 応 じ た 現 代 的 課 題 や 保 育 実 践 の 動 向 を 知 り 、 保 育 構 想 の 向 上 に 取 り 組 む こ

と が で き る 。  

留 意 事 項  

1 )指 導 案 作 成 や 模 擬 保 育 で は 、 効 果 的 な 形 式 や 提 示 の 方 法 の 工 夫 と し て I T Cの 活 用 を 試 み る 。  
2 )領 域 （ 環 境 ） に 関 し て 幼 児 が 経 験 し 身 に 付 け る 内 容 と 、 小 学 校 以 降 の 生 活 や 学 習 と の 関 連 を 取 り

上 げ 、 小 学 校 と の 円 滑 な 接 続 の 必 要 性 と そ の 具 体 的 な 実 践 に つ い て 理 解 で き る よ う に す る 。  

3 )領 域 （ 環 境 ） の 背 景 と な る 学 問 的 基 礎 及 び 幼 児 教 育 に 関 わ る 専 門 性 を 有 す る 人 材 が 担 当 す る に ふ
さ わ し い 。  

※ 表 ２ 「 モ デ ル カ リ キ ュ ラ ム 」 は 、 2)を 基 に し て 筆 者 が 作 成 し た 。  

 

((22))  本本 学学 でで のの カカ リリ キキ ュュ ララ ムム 上上 のの 位位 置置 づづ けけ とと 取取 りり 扱扱 いい にに つつ いい てて   

 本 学 で は 保 育 内 容 の 指 導 法 に 関 す る 科 目 と し て 、 各 領 域 と も に １ 年 次 と ２ 年 次 の 前 期 あ

る い は 後 期 に １ 単 位 ず つ 開 講 し て い る 。 本 学 は 保 育 士 と 幼 稚 園 教 諭 の 資 格 免 許 を 取 得 可 能

な 養 成 校 で あ る た め 、保 育 士 に つ い て は 各 領 域 す べ て に お い て 必 修 科 目（ 卒 業 必 修 ）と し 、

幼 稚 園 教 諭 に つ い て は １ 年 次 開 講 科 目 が 必 修 で 、 ２ 年 次 開 講 科 目 は 選 択 と な っ て い る 。  

 

((33))保保 育育 内内 容容 （（ 環環 境境 ）） にに つつ いい てて   

保 育 内 容 （ 環 境 ） は 、 １ 年 次 の 後 期 に 「 環 境 Ⅰ 」 を ２ 年 次 の 前 期 に 「 環 境 Ⅱ 」 を 開 講 し

て お り 、 そ れ ぞ れ の 授 業 に お け る 概 要 及 び 到 達 目 標 は 表 ３ の 通 り で あ る 。  

表表 ３３   保保 育育 内内 容容 （（ 環環 境境 ⅠⅠ ）） ・・ （（ 環環 境境 ⅡⅡ ）） シシ ララ ババ スス のの 概概 要要 とと 到到 達達 目目 標標   

保 育 内 容 （ 環 境 Ⅰ ） １ 年 後 期  

授 業 の  
概 要  

領 域（ 環 境 ）に つ い て 、乳 幼 児 の 環 境 と の 関 わ り の 実 際 に つ い て 概 説 し 、保 育 に お け る 環 境 と 豊 か な

関 わ り を 育 む た め の 保 育 者 の 援 助 の 在 り 方 に つ い て 概 説 す る 。 ま た 、 五 感 を 使 っ て 体 感 す る こ と を
重 視 し 、 秋 の 自 然 物 を 使 っ て 製 作 し た り 、 バ ッ タ や コ オ ロ ギ 等 の 虫 を 捕 ま え て 観 察 し た り す る 経 験
か ら 保 育 者 に 必 要 な 感 性 を 磨 く 機 会 を 設 け る 。さ ら に 、幼 稚 園 教 諭 、 保 育 士 と し て の 経 験 を 生 か し 、

具 体 的 な 環 境 構 成 の 仕 方 に つ い て 説 明 し 、 指 導 計 画 に お け る 環 境 構 成 の 書 き 方 や 保 育 実 践 の 展 開 の
仕 方 に つ い て 概 説 す る 。  

授 業 の  
到 達 目 標  

1 )領 域 （ 環 境 ） の ね ら い と 内 容 に つ い て 背 景 と な る 専 門 領 域 と 関 連 さ せ て 理 解 を 深 め る 。  
2 )乳 幼 児 の 環 境 と の 関 わ り と 保 育 者 の 援 助 の 在 り 方 に つ い て 理 解 す る 。  
3 )乳 幼 児 の 発 達 や 学 び の 過 程 を 理 解 し 、 領 域 （ 環 境 ） に 関 わ る 具 体 的 な 指 導 場 面 を 想 定 し た 保 育 を

構 想 す る 方 法 を 身 に 付 け る 。  

保 育 内 容 （ 環 境 Ⅱ ） ２ 年 前 期  

授 業 の  
概 要  

子 ど も を 取 り 巻 く 望 ま し い 環 境 を 踏 ま え 、 発 達 の 基 礎 を 培 う た め に 必 要 な 環 境 作 り に つ い て 理 論 的
に 学 び 、領 域（ 環 境 ）の ね ら い と 内 容 を 様 々 な 体 験 を 通 し て 理 解 で き る よ う に す る 。幼 稚 園 教 諭 と し
て の 経 験 を 生 か し 、春 の 雑 草 調 べ 、泥 だ ん ご 作 り 、夏 野 菜 の 栽 培 ・ 収 穫 ・ 調 理 等 、季 節 感 を 意 識 し た

活 動 を 取 り 入 れ 、 そ の 時 期 な ら で は の 自 然 物 に 触 れ た り 、 七 夕 飾 り 製 作 と い っ た 季 節 の 行 事 を 経 験
し 、 「 体 験 す る 」 こ と に よ っ て 、 保 育 者 に 必 要 な 豊 か な 感 性 を 育 む 。  

授 業 の  
到 達 目 標  

1 )領 域 （ 環 境 ） の ね ら い と 内 容 に つ い て 体 験 を 通 し て 理 解 す る 。  

2 )保 育 実 践 に お け る 保 育 内 容 （ 環 境 ） の 指 導 の あ り 方 を 理 解 す る 。  
3 )自 然 に 触 れ 、 五 感 を 使 う こ と で 豊 か な 感 性 を 養 う 。  

 

※ 表 ３ 「 保 育 内 容 （ 環 境 Ⅰ ） ・ （ 環 境 Ⅱ ） シ ラ バ ス の 概 要 と 到 達 目 標 」 は 、 引 用 文 献 3)を 基 に し

て 筆 者 が 作 成 し た 。  
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((44))保保 育育 内内 容容 （（ 環環 境境 ⅡⅡ ）） にに つつ いい てて   

本 稿 の 対 象 科 目 で あ る 保 育 内 容 （ 環 境 Ⅱ ） は 、 受 講 生 4 6 名 （ 2 4 名 ・ 2 2 名 ） の 分 割 で 行

う 全 1 2 回 の 演 習 科 目 で あ る 。今 年 度 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 大 に よ り 、授 業 計 画 を

見 直 し 、 授 業 の 実 施 方 法 も 遠 隔 授 業 と 対 面 授 業 に て 行 っ た 。 こ れ に よ り 、 授 業 計 画 の 内 容

も 表 ４ に 示 す 通 り 変 更 し た 。  

表表 ４４   授授 業業 計計 画画 のの 内内 容容   

実 施 回  授 業 内 容  授 業 の 実 施 方 法  

第 １ 回  身 近 な 自 然 物 を 取 り 入 れ た 保 育 ① ： 春 の 花 調 べ  遠 隔 授 業  

第 ２ 回  身 近 な 自 然 物 を 取 り 入 れ た 保 育 ② ： 春 の 雑 草 調 べ  遠 隔 授 業  

第 ３ 回  身 近 な 自 然 物 を 取 り 入 れ た 保 育 ③ ： 夏 の 花 調 べ  遠 隔 授 業  

第 ４ 回  身 近 な 自 然 物 を 取 り 入 れ た 保 育 ④ ： 夏 の 雑 草 調 べ  遠 隔 授 業  

第 ５ 回  身 近 な 自 然 物 を 取 り 入 れ た 保 育 ⑤ ： 夏 野 菜 と 花 の 栽 培 ・ 観 察 ①  遠 隔 授 業  

第 ６ 回  身 近 な 自 然 物 を 取 り 入 れ た 保 育 ⑥ ： 夏 野 菜 と 花 の 栽 培 ・ 観 察 ②  遠 隔 授 業  

第 ７ 回  身 近 な 自 然 物 を 取 り 入 れ た 保 育 ① ～ ④ の 振 り 返 り （ 遠 隔 授 業 ）  対 面 授 業  

第 ８ 回  身 近 な 自 然 物 を 取 り 入 れ た 保 育 ⑦ ： 泥 だ ん ご づ く り ①  対 面 授 業  

第 ９ 回  身 近 な 自 然 物 を 取 り 入 れ た 保 育 ⑧ ： 泥 だ ん ご づ く り ②  対 面 授 業  

第 10回  春 の 壁 面 製 作 ① ： 製 作 活 動  対 面 授 業  

第 11回  夏 の 壁 面 製 作 ② ： 製 作 活 動  対 面 授 業  

第 12回  後 片 付 け 、 学 修 の ま と め  対 面 授 業  
 

※ 表 ４「 授 業 計 画 の 内 容 」は 、引 用 文 献 4)を 基 に し て 筆 者 が 作 成 し た が 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感

染 拡 大 に よ り 一 部 修 正 し 、 授 業 の 実 施 方 法 も 変 更 し た 。 こ こ で は 修 正 し た も の を 掲 載 す る 。  

 本 稿 で は 、 副 題 に も あ る よ う に 、 身 近 な 自 然 物 を 取 り 入 れ た 保 育 の 一 つ と し て 花 と 夏 野

菜 を 中 心 に 取 り 上 げ る が 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 大 に よ り 受 講 生 に よ る 栽 培 は 十 分

に 実 施 で き ず に い た 。 そ の た め 、 受 講 生 が 卒 業 後 に 保 育 現 場 で 実 際 に 取 り 扱 う た め に 役 立

つ よ う 一 例 と し て 、 保 育 現 場 で 行 わ れ て い る 実 践 例 を 紹 介 す る 。  

 

４４．．保保育育施施設設ででのの実実践践例例   

((11))保保 育育 施施 設設 でで 取取 りり 扱扱 うう 花花 とと 夏夏 野野 菜菜 にに つつ いい てて   

 幼 稚 園 、 保 育 所 、 認 定 こ ど も 園 と い っ た 保 育 施 設 で は 、 幼 稚 園 教 育 要 領 、 保 育 所 保 育 指

針 、 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 教 育 ・ 保 育 要 領 と い っ た 、 各 保 育 施 設 の 基 準 や 保 育 内 容 ・ 運

営 等 に 関 す る 事 項 が 示 さ れ た も の が あ る 。 そ れ に 基 づ い て 子 ど も の 保 育 に あ た る こ と に な

る が 、教 育・保 育 要 領 及 び 解 説 書 に は 、保 育 施 設 で 取 り 扱 う 具 体 的 な 花 や 夏 野 菜 の 記 述（ 名

称 ） は 一 切 明 記 さ れ て い な い 。 で は 、 保 育 施 設 で は ど う い っ た 基 準 の も と で 花 や 野 菜 を 選

択 し て い る の か を 紹 介 す る 。 保 育 施 設 で よ く 取 り 扱 わ れ て い る 花 と 夏 野 菜 を 列 挙 し て み る

と 、 花 で は あ さ が お 、 ひ ま わ り 、 ふ じ 、 ち ゅ ー り っ ぷ 、 マ リ ー ゴ ー ル ド 、 き ん せ ん か 、 す

み れ 、ビ オ ラ 、あ じ さ い 、ペ チ ュ ニ ア 、マ ー ガ レ ッ ト 、サ ル ビ ア 、ヒ ヤ シ ン ス 、ベ ゴ ニ ア 、

ト レ ニ ア 、 セ ン ニ チ コ ウ 、 や ぐ る ま そ う な ど が あ る 。  
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夏 野 菜 で は 、 き ゅ う り 、 な す 、 ピ ー マ ン 、 ト マ ト 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 オ ク ラ 、 ゴ ー ヤ 、 シ

ソ 、 ニ ラ 、 枝 豆 、 ラ デ ィ ッ シ ュ （ 二 十 日 大 根 ） 、 カ ボ チ ャ 、 パ プ リ カ 、 ズ ッ キ ー ニ な ど で

あ る 。 こ れ ら の 花 や 夏 野 菜 は 、 そ の 時 期 の 代 表 的 な 花 ・ 夏 野 菜 で あ る 。  

で は 、 こ れ ら の 花 や 夏 野 菜 を 取 り 扱 う 理 由 と し て 考 え ら れ る こ と と し て 、 一 つ は 教 育 ・

保 育 要 領 の 保 育 内 容 （ 環 境 ） の ね ら い に お い て 、 「 身 近 な 環 境 」 や 「 身 近 な 事 象 」 と い う

文 言 で 示 さ れ て い る 。 親 し む 対 象 や 関 わ る 対 象 、 見 る 、 考 え る 、 扱 う 対 象 な ど が 、 身 近 な

と こ ろ と い う の は 、 子 ど も の 日 常 の 生 活 そ の も の を 意 味 す る こ と か ら 、 こ れ ら の 花 や 夏 野

菜 は 身 近 な 対 象 物 （ 自 然 物 ） と し て 捉 え る こ と が で き る の で あ る 。  

そ の 他 に 取 り 扱 う 理 由 を 挙 げ る と す る な ら ば 、 ど の 花 ・ 夏 野 菜 も 比 較 的 育 て や す い 、 育

ち や す い と い う こ と で あ る 。 そ れ ぞ れ の 栽 培 方 法 の 基 本 的 な 知 識 を 踏 ま え て 世 話 を し て い

け ば 、 特 別 な 専 門 的 栽 培 技 術 を 用 い な く て も 育 っ て く れ る の で 、 保 育 で 取 り 扱 う の に 適 し

て い る 。 ま た 、 生 長 が 早 く 日 々 の 変 化 が 大 き い も の も 、 毎 日 水 や り な ど の 世 話 を し て い く

中 で の 楽 し み と な り 、 意 識 し な が ら そ の 生 長 を 見 守 る こ と に つ な が る 。 さ ら に は 保 育 で 取

り 扱 う 上 で の 基 本 は 安 全 で あ る こ と は 言 う ま で も な い が 、 そ の た め に は 危 険 な 虫 が 寄 っ て

こ な い よ う な も の を 選 ぶ こ と や 、 日 々 の 世 話 が 実 を 結 ぶ よ う な 成 功 体 験 を 積 ま せ る 意 味 で

は 、 病 気 に 強 く 気 候 の 変 化 に 影 響 さ れ な い も の を 選 ぶ と よ い 。 一 方 で 、 花 も 植 物 も 一 つ の

生 命 で あ る こ と を 踏 ま え る と 、 仮 に 途 中 で 枯 れ た と か 実 が 生 ら な か っ た な ど 、 う ま く 育 て

る こ と が で き な い よ う な 失 敗 体 験 か ら 得 ら れ る こ と も と き に は 必 要 な こ と で あ る 。  

こ う し た こ と を 踏 ま え 、 保 育 施 設 で 取 り 扱 う 際 は 、 担 任 保 育 者 が 保 育 及 び 領 域 （ 環 境 ）

の ね ら い に 照 ら し 合 わ せ て 、 そ の 時 々 の 状 況 や 子 ど も の 実 態 な ど を 鑑 み 、 子 ど も た ち と 一

緒 に 取 り 扱 う 花 や 夏 野 菜 を 決 め て い く こ と が 望 ま し い 。  

 

((22))花花 とと 夏夏 野野 菜菜 のの 作作 業業 内内 容容 とと 方方 法法 にに つつ いい てて   

 花 や 夏 野 菜 を 栽 培 す る 際 は 主 に 以 下 の ① ～ ⑦ の 作 業 内 容 で 行 う 。 ま ず 、 ① 作 付 け 計 画 を

た て る 。 保 育 施 設 の 方 針 や 年 間 計 画 を も と に し て 、 作 付 け 開 始 時 期 や 作 付 け す る 花 ・ 夏 野

菜 を 決 め る 。 次 に 、 ② 土 作 り を す る 。 ま ず 作 付 け ３ 週 間 前 に 堆 肥 を 投 入 し ふ か ふ か の 土 に

す る 。作 付 け ２ 週 間 前 に は 石 灰 を 投 入 し 酸 性 度（ p H）を 調 整 す る 。そ し て 作 付 け １ 週 間 前

に 元 肥 を 投 入 し 一 定 量 の 養 分 の あ る 状 態 に す る こ と で 、 作 物 の 生 育 に 合 っ た 土 壌 環 境 を 整

え て お く 。 次 に 、 ③ 畝 立 て を す る （ プ ラ ン タ ー や 鉢 植 え の 場 合 は ② を 必 要 な 量 投 入 す る の

み と す る ） 。 花 や 野 菜 の 種 を 蒔 い た り 、 苗 を 植 え た り す る た め に 、 畑 の 土 を 細 長 く 盛 り 上
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げ た も の を「 畝 」と い う が 、畝 を つ く る こ と で ４ つ の メ リ ッ ト（ 水 は け や 通 気 性 が 高 ま る 。

作 土 層 が 厚 く な る こ と で 根 張 り が よ く な る 。 周 囲 の 温 度 変 化 を 受 け や す く な る た め 、 地 温

が 上 が り や す く な る 。 地 面 よ り 一 段 高 く な る こ と で 作 業 性 が よ く な る 。 ） が あ る 。 畝 の 向

き は 効 率 よ く 日 光 を 受 け る こ と が で き る よ う に す る た め 南 北 が 基 本 と し 、 畝 幅 は 6 0～ 1 0 0

㎝ が 通 路 か ら 手 が 届 い て 作 業 し や す い た め 効 果 的 で あ る 。 次 に 、 ④ 種 苗 を 購 入 す る 。 （ 植

え 付 け 後 に 余 っ た 種 は 低 温 低 湿 度 状 態 で 保 存 す る 。 ） 実 際 に 取 り 扱 う 花 や 夏 野 菜 の 種 や 苗

を ホ ー ム セ ン タ ー や 園 芸 店 な ど で 購 入 す る 際 、 販 売 店 員 か ら 種 ・ 苗 の 情 報 （ 栽 培 の コ ツ な

ど ） を 聞 い て お く と 、 今 後 の 世 話 に 役 立 つ し 、 種 袋 の 記 載 事 項 は 熟 読 し て お く こ と は 必 要

な こ と で あ る 。 次 に 、 ⑤ 種 ま き ・ 植 え 付 け を す る 。 花 壇 や 畑 に 直 播 き す る 場 合 と プ ラ ン タ

ー や 鉢 に 蒔 く 場 合 と で は 、そ れ ぞ れ の 植 え 付 け に 向 い て い る も の と そ う で な い も の が あ る 。

そ れ ぞ れ の 花 や 野 菜 に 適 切 な 方 法 で 行 う こ と に な る 。 種 の 蒔 き 方 と し て 花 壇 や 畑 に 直 播 き

す る 場 合 と プ ラ ン タ ー や 鉢 で 育 て る 場 合 そ の 方 法 は 、 次 の ３ 種 類 の う ち ど れ か に な る 。 ま

ず 、 直 線 状 に 列 を 作 る よ う に し て 蒔 く 「 す じ ま き （ 条 播 き ） 」 、 株 間 の 間 隔 を と っ て 一 箇

所 に 複 数 の 種 を 蒔 く 「 点 ま き 」 、 土 の 上 に 直 接 種 を パ ラ パ ラ ふ り か け な が ら 蒔 く 「 ば ら ま

き 」 で あ る 。 最 も 簡 単 な の は ば ら ま き で あ る が 、 種 子 が 偏 り や す い の で 、 す じ ま き か 点 ま

き の 方 が 安 定 し た 発 芽 率 や 収 穫 量 が 見 込 ま れ る 。  

植 え 付 け が 終 わ っ た ら 後 は ⑥ 管 理 作 業 に な る 。 子 ど も た ち と と も に 保 育 で 行 う こ と と し

て は 、 水 や り や 草 取 り 、 生 長 の 様 子 を 観 察 し な が ら 保 育 に 取 り 入 れ て い く こ と に な る 。 そ

の 他 に 花 や 夏 野 菜 の 生 長 を 促 す 作 業 と し て 、「 芽 か き 」・「 摘 心 」・「 摘 果 」・「 誘 引 」・

「 整 枝 」・「 追 肥 」・「 中 耕 」・「 土 寄 せ 」・「 人 工 授 粉 」・「 病 害 虫 対 策 」な ど が あ り 、

個 々 の 作 物 の 生 長 具 合 に 合 わ せ て 適 宜 対 応 す る こ と に な る 。最 後 に ⑦ 花 で あ れ ば 種 を 取 り 、

夏 野 菜 で あ れ ば 収 穫 し 、 調 理 や 様 々 な 場 面 で の 保 育 活 動 に 取 り 入 れ る 。  

 

((33))花花 とと 夏夏 野野 菜菜 のの 栽栽 培培 活活 動動 にに おお けけ るる 教教 育育 的的 効効 果果 とと 意意 義義 にに つつ いい てて   

 幼 稚 園 教 育 要 領 、 保 育 所 保 育 指 針 、 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 教 育 ・ 保 育 要 領 に お け る 領

域 「 環 境 」 の ね ら い に は 、 「 ⑴ 身 近 な 環 境 に 親 し み 、 自 然 と 触 れ 合 う 中 で 様 々 な 事 象 に 興

味 や 関 心 を も つ 。 ⑵ 身 近 な 環 境 に 自 分 か ら 関 わ り 、 発 見 を 楽 し ん だ り 、 考 え た り し 、 そ れ

を 生 活 に 取 り 入 れ よ う と す る 。 ⑶ 身 近 な 事 象 を 見 た り 、 考 え た り 、 扱 っ た り す る 中 で 、 物

の 性 質 や 数 量 、 文 字 な ど に 対 す る 感 覚 を 豊 か に す る 。 」 5 )・ 6 )・ ７ )と 示 さ れ て い る 。 こ の ３

つ の ね ら い を 花 と 夏 野 菜 の 栽 培 活 動 に 照 ら し 合 わ せ て み る と 、 ⑴ は 、 自 然 物 （ こ の 場 合 、
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花 や 夏 野 菜 ） へ の 興 味 や 関 心 の 度 合 い は 深 ま る こ と は も と よ り 、 そ れ を 媒 体 と し て 、 そ の

周 り に あ る 様 々 な 事 象 に つ い て の 興 味 や 関 心 の 幅 を 広 げ る こ と に な る 。 ⑵ は 、 日 々 の 栽 培

活 動 体 験 を 通 し て 得 ら れ る 様 々 な 変 化 を 、 身 近 に い る 人 達 と 共 有 し な が ら そ れ を 実 生 活 に

生 か し て い く こ と が で き る 。 ⑶ は 、 ⑵ の 過 程 に お い て 得 ら れ る 経 験 を 通 じ て 様 々 な 事 象 に

対 す る 感 性 を 養 っ て い く こ と に な る 。  

こ れ ら ３ つ の ね ら い に 照 ら し た 花 と 夏 野 菜 の 栽 培 活 動 に お け る 教 育 的 効 果 と 意 義 は 、 生

命 の 尊 さ や 生 長 の 喜 び を 感 じ な が ら 心 の 安 定 を 図 る こ と に つ な が る と い っ た 、 人 間 本 来 の

自 然 な 姿 に 他 な ら な い 活 動 で は な い か と 考 え ら れ る 。 世 界 で 初 め て 幼 稚 園 を 設 立 し た フ レ

ー ベ ル は 「 田 畑 の 植 物 や 花 壇 の 植 物 を 見 る が い い 。 そ れ ら の 植 物 が 、 い か に 素 晴 ら し い 法

則 性 を 、 い か に 純 粋 に 、 内 面 的 な 、 す べ て の 部 分 に わ た っ て 示 し て い る か を 見 る が い い 。

… 」 8 ） と 言 っ て 、自 然 の 持 つ 教 育 力 の 重 要 性 を 説 い て い る 。栽 培 活 動 か ら 得 ら れ る 効 果 と

意 義 を 保 育 者 は 真 に 理 解 し た 上 で 、 子 ど も た ち と と も に 実 践 し て い く 必 要 が あ る 。  

 

((44))栽栽 培培 活活 動動 をを 行行 うう 上上 でで のの 問問 題題 点点 とと 課課 題題 にに つつ いい てて   

 こ こ で は 実 際 に 保 育 施 設 で 栽 培 活 動 を 行 う 上 で の 問 題 点 を ３ つ 、 課 題 を １ つ 示 し て お き

た い 。 問 題 点 の 一 つ 目 は 、 担 任 保 育 者 の 栽 培 経 験 や 関 心 の 度 合 い に よ る 栽 培 意 識 に つ い て

で あ る 。 養 成 の 段 階 で は 個 々 の 興 味 や 関 心 の 有 無 に 関 わ ら ず 必 要 最 低 限 必 要 な 知 識 や 技 術

を 学 ん で い く が 、 実 際 の 保 育 施 設 で 実 践 し て い く と な る と 、 中 心 と な る 保 育 者 だ け で は 取

組 み 難 い 状 況 が あ る 。 そ の た め 園 長 ・ 主 任 ら の 力 添 え を 受 け る 形 を 作 り 、 園 全 体 で 取 り 組

む こ と が で き る 環 境 作 り が 大 切 で あ る 。 こ れ に よ り 中 心 と な る 保 育 者 が 主 体 的 に 取 り 組 む

こ と が で き る よ う に な る 。二 つ 目 は 一 つ 目 に も 付 随 す る が 栽 培 技 術 の 問 題 で あ る 。 ( 1 )保 育

施 設 で 取 り 扱 う 花 と 夏 野 菜 に つ い て で も 述 べ た が 、 こ れ ら の 花 や 夏 野 菜 が 比 較 的 育 て や す

い と い っ て も 、 必 ず し も 思 う よ う に 育 つ と い う こ と で は な い の で 、 生 長 の 過 程 で 見 ら れ る

様 々 な 変 化 に 対 し 、適 切 に 対 応 で き る 栽 培 技 術 は 持 ち 合 わ せ て お く 必 要 が あ る 。三 つ 目 は 、

保 育 者 が 子 ど も に 説 明 を し た り 子 ど も か ら の 問 い か け に 答 え た り す る こ と が 日 々 の 栽 培 活

動 を 通 じ て 見 ら れ る が 、 そ の 際 に う ま く 説 明 で き な い こ と も あ る 。 保 育 者 は 子 ど も が 育 て

て い る あ る い は 関 わ っ て い る も の の 管 理 を 補 助 す る 役 割 を 担 う た め 、 そ れ を 補 う 役 割 と し

て 内 部 の 栽 培 技 術 を も つ 人 や 外 部 の 専 門 家 の 活 用 は 必 要 な こ と で あ る 。  

 次 に 課 題 に つ い て は 、 園 が 休 業 日 だ か ら と い っ て 、 ど の 花 や 夏 野 菜 も 生 長 し て い な い わ

け で は な く 、 人 間 と 同 じ よ う に 生 き 続 け て い る 。 開 園 日 の み 世 話 を し て も 大 丈 夫 と い う こ
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と に は な ら な い 。 つ ま り 休 日 の 管 理 を ど う す る の か が 課 題 で あ る 。 中 心 と な る 保 育 者 が 毎

回 （ 休 日 ） 出 勤 す る の も 負 担 が 大 き い し 、 か と い っ て 当 番 制 に す る の も 中 心 と な る 保 育 者

と 同 じ レ ベ ル で の 管 理 が し 難 い 状 況 が 見 ら れ る 。 栽 培 の 関 与 度 の 差 や 立 場 な ど の 違 い に 関

わ ら ず 、 す べ て の 人 が 協 働 で 育 て て い く こ と が で き る つ な が り を 持 て る よ う に す る こ と が

課 題 で あ る 。  

 

４４．．ままととめめ   

本 稿 で は 保 育 施 設 で の 一 実 践 例 を 紹 介 し た が 、 保 育 現 場 は も と よ り そ こ の 地 域 や 環 境 、

子 ど も の 実 態 な ど も 様 々 で あ る 。 そ れ ぞ れ の 保 育 施 設 で 生 活 す る 子 ど も に と っ て 、 保 育 内

容 「 環 境 」 に お け る よ り よ い 花 や 夏 野 菜 の 栽 培 の あ り 方 を 保 育 施 設 の 保 育 者 及 び こ れ か ら

保 育 者 に な る 学 生 諸 君 に は 模 索 検 討 し 、 実 践 し て ほ し い も の で あ る 。  
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子どもの表現活動に対する  
保育学生の意識の変容に関する一考察  
―保育内容「表現」の授業実践から―  

 

佐藤  和貴 *  

 

１１ ..  ははじじめめにに   

保 育 内 容「 表 現 」の 指 導 方 法 及 び 保 育 の 構 想 の 一 般 目 標 と し て は ，幼 児 の 発 達 や 学 び の 過

程 を 理 解 し ， 領 域 「 表 現 」 に 関 わ る 具 体 的 な 指 導 場 面 を 想 定 し た 保 育 を 構 成 す る 方 法 を 修

得 し 身 に つ け る ，と 示 さ れ て い る（ 一 般 社 団 法 人 保 育 教 諭 養 成 課 程 研 究 会 2 0 1 7 )。こ の こ と

か ら ， 保 育 者 は 子 ど も た ち に と っ て の 表 現 の 意 義 を 明 確 に 持 っ た 上 で ， 活 動 を 通 し た 適 切

な 援 助 を す る こ と が 求 め ら れ る 。 保 育 学 生 は ， 幼 児 教 育 に お け る 音 楽 表 現 な ど の 表 現 活 動

が ， 子 ど も た ち の 成 長 に と っ て ど の よ う な 役 割 を 果 た し て い く の か を 理 解 し て 学 ぶ 必 要 が

あ る 。 近 年 ， 子 ど も た ち を 取 り 巻 く 環 境 の 変 化 に 関 わ る 様 々 な 問 題 が 示 さ れ て い る （ 神 奈

川 県 青 少 年 問 題 協 議 会 2 0 1 0， 鶴 ・ 安 藤 2 0 0 7， 別 所 2 0 0 7） 。 保 育 現 場 に お い て も ， 子 ど も

た ち の 社 会 性 の 発 達 や 情 報 化 社 会 に お け る メ デ ィ ア と の 関 係 ， 生 活 や 労 働 の 簡 易 化 に よ る

身 体 の 発 達 に 関 わ る も の な ど が 懸 念 さ れ て い る 。 冒 頭 で 述 べ た 通 り ， 保 育 内 容 「 表 現 」 の

授 業 に お い て は 幼 児 の 発 達 の 過 程 に つ い て も 触 れ ， 子 ど も た ち を 取 り 巻 く 環 境 と 関 わ ら せ

て 学 ぶ こ と が 必 要 だ と 考 え る 。 本 稿 で は ， 保 育 内 容 「 表 現 」 の 授 業 を 通 し て ， 保 育 学 生 の

子 ど も た ち 対 す る 表 現 活 動 の 意 識 の 変 容 を 試 み る 。 講 義 を 通 し て 子 ど も た ち を 取 り 巻 く 環

境 の 変 化 に つ い て 考 え た 上 で ， 様 々 な 要 素 を 持 つ 音 楽 表 現 活 動 を 実 践 す る 。 そ こ か ら ， 現

代 の 子 ど も た ち に と っ て ， 表 現 活 動 が ど の よ う な 役 割 や 意 義 を 持 っ て い る の か 実 践 を 通 し

て 体 験 し ， 明 確 な 意 図 を 持 っ て 表 現 活 動 を 援 助 す る こ と の で き る 保 育 者 を 育 て る こ と を ね

ら い と す る 。 ま た ， 事 前 ・ 事 後 ア ン ケ ー ト を 通 し 保 育 学 生 の 表 現 活 動 に 対 す る 考 え 方 や 意

識 を 検 証 し ， 今 後 の 授 業 改 善 に 生 か す こ と を 目 的 と す る 。  

２２．．対対象象のの保保育育学学生生とと授授業業実実践践のの方方法法   

対 象 の 保 育 学 生 は ，T 短 期 大 学 部 生 活 文 化 学 科 子 ど も 生 活 専 攻 １ 年 次 学 生 ，保 育 内 容「 表

現 」受 講 生 3 6 名（ 令 和 ２ 年 度 後 期 開 講 ）で あ る 。授 業 実 践 は ，① 授 業 実 践 前 の 保 育 学 生 の

実 態 調 査 を 行 う「 事 前 ア ン ケ ー ト 」，② 現 代 社 会 に お け る 子 ど も 達 の 課 題 に 関 す る「 講 義 」，

③ 音 楽 表 現 に 関 わ る 活 動 の 「 実 践 」 ， ④ 授 業 を 通 し て 学 ん だ こ と に 関 す る 「 事 後 ア ン ケ ー
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ト 」 の ４ つ の 内 容 か ら 構 成 し た 。 学 生 に は ， こ の 授 業 を 通 し て ， 現 代 の 子 ど も た ち の 置 か

れ て い る 状 況 を 理 解 し た 上 で ， 音 楽 表 現 に 対 す る 意 義 を 明 確 に 持 っ て 実 践 す る 力 を 身 に つ

け て ほ し い と 考 え ， 目 標 と し て 「 子 ど も の 実 態 を 踏 ま え た 遊 び 歌 の 実 践 を 通 し て ， 音 楽 表

現 の 意 義 を 考 え る 」 と 示 し た 。  

３３ ..  事事前前アアンンケケーートト   

授 業 実 践 ① と し て ， 保 育 学 生 の 子 ど も に 対 す る 課 題 意 識 及 び 表 現 活 動 に 対 す る 意 識 を 把

握 す る た め ， 授 業 冒 頭 に ア ン ケ ー ト 調 査 を ３ 項 目 実 施 し た 。 調 査 項 目 と 学 生 の 記 述 内 容 か

ら の 抜 粋 を 下 記 に 示 す 。  

３３ −−１１ ．． 質質 問問 内内 容容  

質 問 １ ： 現 代 の 社 会 環 境 に お い て ， 子 ど も 達 に ど の よ う な 課 題 が あ る と 考 え ま す か ？  

質 問 ２ ： 保 育 現 場 で の 子 ど も の 音 楽 活 動 に は ど の よ う な 役 割 が あ る と 思 い ま す か ？  

質 問 ３ ： 保 育 現 場 で の 音 楽 表 現 は ， 子 ど も た ち に ど の よ う な 影 響 が あ る と 思 い ま す か ？  

３３ −−２２ ．． 学学 生生 のの 記記 述述 (抜抜 粋粋 )  

３３ −−２２ −−１１ ．． 質質 問問 １１  

・ イ ン タ ー ネ ッ ト の 絵 本 や 動 画 だ け で は な く ， 実 際 の 絵 本 を 見 た り 質 を 感 じ 取 る こ と や 物

に 触 れ る と い う こ と が 課 題 な の で は な い か と 感 じ ま し た 。  

・ ゲ ー ム や ス マ ホ を す る 子 ど も が 多 く ， 視 力 の 低 下 や 体 を 動 か す 時 間 が 少 な い 。  

・ 親 が 共 働 き の 家 庭 が 多 く ， 1 人 で い る 時 間 が 長 い ， 外 で 遊 ぶ こ と が 少 な く な っ て い る 。  

・ ス マ ホ や イ ン タ ー ネ ッ ト を 小 さ い 子 が た く さ ん 使 っ て い る ， 自 然 体 験 が な い ， 核 家 族 化

が 進 ん で い る 。  

・ ス マ ホ ， ゲ ー ム を す る か ら 家 に こ も る ， 外 遊 び を し な い 。  

・ S NS， メ デ ィ ア に 頼 っ て い る と こ ろ ， 自 然 と 触 れ 合 う 機 会 が 少 な い 。  

・共 働 き の 家 族 が 多 く ，ひ と り に な っ て い る 事 が 多 く な っ た り ，家 族 と い る 時 間 が 少 な い 。  

・ ス マ ホ や ゲ ー ム で 遊 ぶ の で は な く ， 人 と 多 く 関 わ り ， 自 然 と 関 わ り ， 体 を 動 か し て 遊 ぶ

こ と 。  

・ ス マ ホ や ゲ ー ム が 増 え 、 家 の 中 で 遊 ぶ 子 が 増 え 、 外 で 遊 ぶ 子 が 少 な く な っ て い る 、 運 動

し な い 子 が い る 。  

・ 人 と 関 わ る こ と が 少 な い ， 電 子 機 器 の 普 及 か ら く る 対 人 関 係 。  

３３ −−２２ −−２２ ．． 質質 問問 ２２  

・ 楽 し い 楽 器 や 綺 麗 な 音 と 出 会 う ， 音 楽 に 興 味 を 持 つ ， 友 達 と 楽 し く 歌 を 歌 う 。  
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・ 歌 う こ と や 楽 器 の 楽 し さ を 知 れ る ， リ ズ ム 感 を 育 て ら れ る 。  

・ 体 を 動 か し な が ら う た う （ 指 や 手 を 使 う な ど ）  

・ 季 節 を 感 じ る ， 友 達 な ど と 楽 し く 音 楽 活 動 を す る 。  

・音 楽 活 動 を 通 し て ，様 々 な 文 化 や 生 き 物 ，季 節 に 興 味 を 持 た せ る 役 割 が あ る と 思 い ま す 。  

・ リ ズ ム 感 ， 音 楽 の 楽 し さ な ど を 知 る こ と が で き る 。  

・ 自 分 に お や り た い よ う に 表 現 す る （ 自 分 の 気 持 ち を 表 現 ） ， 他 の 人 ， 友 達 と 表 現 す る 。  

・ リ ズ ム な ど で 表 現 力 を 高 め る こ と に つ な が る と 思 う ， 体 を 動 か す 役 割 。  

・ 子 ど も の 表 現 力 や 想 像 力 を 育 む ， 感 性 を 豊 か に す る 。  

・ 表 現 や 表 情 が 豊 か に な る ， 気 持 ち を 込 め て 歌 う こ と が で き る 。  

３３ −−２２ −−３３ ．． 質質 問問 ３３  

・ 心 を 落 ち 着 か せ る 。  

・ 自 分 の 思 っ て い る こ と を 伝 え ら れ る ， 表 現 で き る 人 。  

・ 音 楽 を 通 し て 様 々 な 表 現 力 を 身 に つ け て ほ し い 。  

・ リ ズ ム 感 や 発 想 力 を 身 に つ け ら れ る よ う に な っ て ほ し い 。  

・ 歌 う こ と の 楽 し さ や 手 遊 び の 楽 し さ を 知 っ て く れ る 大 事 な 活 動 だ と 思 い ま す 。  

・ 遊 び を 通 し て 歌 う こ と の 楽 し さ を 知 っ て ほ し い 。  

・ 昔 な が ら の わ ら べ う た を 知 っ て 欲 し い ， ゲ ー ム の よ う な 一 人 遊 び で は な く ， み ん な で 遊

ぶ 楽 し さ を 知 っ て ほ し い 。  

・ 四 季 折 々 の 歌 の 良 さ を 知 っ て ほ し い ， 楽 器 に 触 れ て 面 白 さ を 味 わ っ て ほ し い 。  

・ 友 達 と 一 緒 に 音 楽 で う た を 歌 う こ と や リ ズ ム を 刻 む こ と ， 踊 る こ と な ど の 楽 し さ を 知 っ

て 欲 し い 。  

・ 音 楽 の 楽 し さ を 知 り な が ら ， リ ズ ム 感 な ど を 身 に つ け て ， 歌 な ど 歌 え る よ う に な っ て ほ

し い 。  

３３ −−３３ ．． 考考 察察  

質 問 １ で は ，現 代 社 会 に お け る ，子 ど も た ち を 取 り 巻 く 環 境 の 課 題 意 識 に つ い て 質 問 し た 。

情 報 化 社 会 に お け る ス マ ー ト フ ォ ン や イ ン タ ー ネ ッ ト の 普 及 か ら く る 様 々 な 子 ど も た ち の

問 題 に つ い て 意 見 が 出 さ れ た 。 外 で 遊 ぶ 機 会 が 少 な く な っ た こ と ， 自 然 体 験 が 希 薄 ， コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 る 機 会 が 少 な い こ と な ど が 挙 げ ら れ た 。 質 問 ２ で は ， 保 育 学 生 の 子 ど

も た ち の 音 楽 表 現 に 対 す る 意 識 に つ い て 質 問 し た 。 リ ズ ム 感 の 習 得 や 身 体 の 発 達 に 関 わ る

意 見 や ， う た を 通 し て 様 々 な 世 界 を 知 る こ と ， 子 ど も の 表 現 や 想 像 力 を 引 き 出 す な ど の 意
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見 が 出 さ れ た 。 ま た ， 音 楽 の 楽 し さ を 味 わ う な ど ， 自 己 肯 定 感 に つ な が る と い う 意 義 を 見

出 し た 学 生 も 多 か っ た 。 質 問 ３ で は ， 保 育 現 場 に お け る 子 ど も た ち に と っ て の 音 楽 表 現 の

意 義 に つ い て 意 識 を 調 査 し た 。 情 緒 の 安 定 を 図 る と い う 意 見 か ら ， 音 楽 を 通 し た 様 々 な 表

現 力 の 育 成 ， 活 動 自 体 の 楽 し さ を 味 わ う こ と な ど 幅 広 く 挙 げ ら れ た 。 様 々 な 表 現 活 動 と 関

わ ら せ て 「 音 楽 の 楽 し さ 」 を 感 じ る こ と ， と 答 え た 学 生 が 多 く ， 子 ど も た ち の 音 楽 活 動 に

お い て ， 「 楽 し さ 」 を 味 わ う こ と の 大 切 さ を 意 識 し て い る こ と が 感 じ ら れ る 。 事 前 ア ン ケ

ー ト で は ， 保 育 学 生 が 現 代 の 子 ど も の 環 境 を ど の よ う に 感 じ て い る か， 音 楽 表 現 活 動 を ど

の よ う に 捉 え て い る か に つ い て 検 証 を 行 っ た 。 保 育 学 生 は ， そ れ ぞ れ の 質 問 に 対 す る 意 見

を 自 分 な り に 持 っ て い る こ と が 分 か っ た が ， 子 ど も た ち の 課 題 と の 関 係 性 ま で 意 識 で き て

い る 学 生 は 少 な か っ た 。 こ れ ら の 学 生 の 実 態 を 踏 ま え ， 続 く 講 義 と 実 践 で は ， 子 ど も の 環

境 と 表 現 の 関 わ り を 考 え な が ら ， 音 楽 表 現 活 動 の 意 義 を 深 め る 視 点 を 持 っ て 授 業 実 践 を 行

っ た 。  

４４ ..  講講義義   

授 業 実 践 ② の 講 義 で は ，次 の ２ つ の 視 点 に つ い て 学 生 た ち と 考 え る 機 会 を 持 っ た 。１ つ 目

は ， 現 代 社 会 に お け る 子 ど も た ち を 取 り 巻 く 環 境 の 変 化 に つ い て ， ２ つ 目 は ， 子 ど も の 表

現 に 関 す る 考 え 方 に つ い て で あ る 。  

４４ −−１１ ．． 子子 どど もも たた ちち をを 取取 りり 巻巻 くく 環環 境境 のの 変変 化化  

鶴・安 藤（ 2 0 0 7），神 奈 川 県 青 少 年 問 題 協 議 会（ 2 0 1 0），鶴・安 藤（ 2 0 0 7），別 所（ 2 0 0 7）

等 を 参 考 に ， 現 代 社 会 の 中 で の 子 ど も た ち を 取 り 巻 く 環 境 の 変 化 に つ い て 考 え る 時 間 を も

っ た 。 現 代 の 物 質 の 豊 か さ や 生 活 環 境 の 便 利 さ ， 人 的 環 境 の 乏 し さ ， 自 然 体 験 の 乏 し さ な

ど の 急 激 な 環 境 の 変 化 が 子 ど も に 与 え る 影 響 つ い て 意 見 を 出 し 合 っ た 。 ま た ， そ れ ら が 起

因 と な る 子 ど も の 心 身 の 発 達 に 与 え る 影 響 を ， 子 ど も の 運 動 能 力 や 生 活 習 慣 と 関 連 さ せ な

が ら 考 え ， 保 育 現 場 で ど の よ う な 表 現 活 動 が 求 め ら れ る か 意 見 を 述 べ あ っ た 。  

４４ −−２２ ．． 子子 どど もも のの 表表 現現 にに 関関 すす るる 考考 ええ 方方  

文 部 科 学 省 ( 2 0 1 8 )，厚 生 労 働 省 ( 2 0 1 8 )，内 閣 府・文 部 科 学 省・厚 生 労 働 省 (2 0 1 8 )を 参 考 に ，

領 域 「 表 現 」 に つ い て 学 ぶ 時 間 を 持 っ た 。 従 来 の 「 音 楽 リ ズ ム 」 や 「 絵 画 制 作 」 を よ り 広

げ て 捉 え ， ね ら い や 内 容 を 幼 児 の 発 達 の 側 面 か ら 捉 え 直 し ， 保 育 者 の や り た い こ と を や ら

せ て い た 教 師 主 導 型 か ら の 転 機 と な っ た こ と な ど を 確 認 し た 。 ま た ， 幼 児 の 表 現 意 欲 を 高

め る た め の 読 み 取 り と 応 答 の 大 切 さ な ど ， 様 々 な 表 現 活 動 の 見 方 に つ い て 事 例 を 通 し て 理

解 を 深 め て い く 時 間 を 持 っ た 。  
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５５ ..実実践践   

授 業 実 践 ③ の 実 践 で は ， 子 ど も の 表 現 活 動 か ら 音 楽 表 現 に 関 わ る も の を 幅 広 く 体 験 す る

こ と を 通 し て ， そ れ ぞ れ の 活 動 の 意 義 に つ い て 考 え る 時 間 を 持 っ た 。  

５５ −−１１ ．． おお 手手 玉玉 遊遊 びび をを 通通 しし てて  

２ 人 組 や 数 人 で 円 を 作 っ て 行 う 。 遊 び う た を 歌 い な が ら リ ズ ム に 合 わ せ て お 手 玉 を 渡 し

合 い ， 手 と 目 の 反 応 に 作 用 す る こ と を 意 識 し て 行 う 。  

５５ −−２２ ．． 役役 割割 交交 代代 のの 遊遊 びび をを 通通 しし てて  

「 お 茶 を 飲 み に 来 て く だ さ い 」，「 キ リ ス チ ョ ン 」，「 カ ラ ス カ ズ ノ コ 」の 遊 び を 通 し て ，

役 が 来 る ま で の プ ロ セ ス の 感 情 を 体 験 す る 。  

５５ −−３３ ．． おお 手手 合合 わわ せせ ，， 手手 遊遊 びび ，， リリ ズズ ムム にに 合合 わわ せせ てて 動動 くく 遊遊 びび をを 通通 しし てて  

「 あ ん た が た ど こ さ 」な ど の 手 合 わ せ 遊 び 。「 な べ な べ 」な ど 体 全 体 を 使 っ て 合 わ せ る 遊

び う た 。 相 手 と リ ズ ム を 合 わ せ る こ と の 楽 し さ や ， 合 わ せ ら れ た 快 感 を 大 切 に す る 。  

６６ ..  事事後後アアンンケケーートト   

実 践 後 に 授 業 実 践 ④ と し て ３ 項 目 の ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し ， 子 ど も た ち の 表 現 に つ い

て の 学 生 の 意 識 の 変 化 を 検 証 し た 。 調 査 項 目 と 学 生 の 記 述 内 容 か ら の 抜 粋 を 下 記 に 示 す 。  

６６ −−１１ ．． 質質 問問 内内 容容  

質 問 １ ： 授 業 で 紹 介 し た 現 代 の 子 ど も た ち の 実 態 や 課 題 の 中 で ， 特 に 印 象 に 残 っ て い る も

の を あ げ て く だ さ い 。  

質 問 ２ ： 質 問 １ で あ げ た 課 題 を 解 決 す る た め に ， 保 育 現 場 の 音 楽 表 現 活 動 を 通 し て ど の よ

う な 支 援 が で き る と 思 い ま す か ？   

質 問 ３ ： 音 楽 表 現 を 通 し て ， 子 ど も た ち に ど の よ う な 力 を 身 に 付 け さ せ た い か ， 考 え た こ

と や 感 じ た こ と を 書 い て く だ さ い 。  

６６ −−２２ ．． 学学 生生 のの 記記 述述 (抜抜 粋粋 )  

６６ −−２２ −−１１ ．． 質質 問問 １１  

・ 聴 覚 刺 激 は 感 情 に 大 き く 作 用 す る 。  

・ 現 代 は イ ン タ ー ネ ッ ト が 利 用 で き る た め ， Y o u Tu b e で 絵 本 を 見 た り 動 画 を 見 た り す る こ

と に よ っ て 実 物 と の 触 れ 合 い が 少 な い と い う こ と が 印 象 に 残 り ま し た 。  

・ 電 子 機 器 。  

・ 歩 く 量 が 少 な く な っ て い る 。  

・ 日 頃 の 遊 び の 中 で 動 き が 少 な い 。  

■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol.�5

─ 68 ─



 
 

・ S NS の 普 及 に よ り ， 子 ど も が ス マ ホ を 見 る 時 間 が 増 え て い る と い う 課 題 。  

・ ス マ ホ の 画 面 が 動 く こ と い で 子 ど も 自 身 が 動 か な く な る と い う の が 出 て ， こ れ か ら ど ん

ど ん ス マ ホ が 行 き 渡 る 時 代 で 新 た な 課 題 な の か な と 思 い ま し た 。  

・ 役 割 交 代 の 遊 び は ， 自 分 の 役 が 回 っ て く る ま で の ド キ ド キ 感 な ど で 子 ど も が 楽 し め る の

で は な い か と 思 い ま し た 。  

・ 目 の 発 達 と 手 の 発 達 ， 情 報 化 社 会 （ ス マ ホ ） 。  

・ 情 報 化 社 会 で あ っ た り ， 自 己 中 心 的 な 子 ど も が 多 い こ と ， ス マ ホ や テ レ ビ で 手 遊 び を み

た り し て い る こ と 。  

６６ −−２２ −−３３ ．． 質質 問問 ２２  

・ イ ン タ ー ネ ッ ト で の 利 用 で は 少 し 控 え て 実 物 を 使 い 絵 本 を 開 く 楽 し さ を 味 わ え る と 良 い

の で は と 思 い ま し た 。  

・ 昔 な が ら の 遊 び や 外 遊 び を 提 供 。  

・ 外 で 自 然 と 関 わ る 遊 び ， 全 身 を 使 っ て 遊 べ る よ う に す る 。  

・ 家 に 帰 っ て も ， 親 子 で 遊 べ る 手 遊 び な ど を 教 え る 。  

・ ス マ ホ を 見 な く て も 使 わ な く て も 音 楽 表 現 活 動 を 通 し て 楽 し い こ と を 学 ぶ （ 遊 び を 通 し

て ） と ス マ ホ か ら 抜 け 出 せ る と 思 う 。  

・ 手 遊 び や お 手 玉 ， リ ズ ム 遊 び な ど を 使 い 体 を 動 か す こ と の 楽 し さ を 学 ぶ 。  

・ S NS が 使 え る 端 末 を 使 わ せ る の で は な く ， 園 で 教 え て も ら っ た 手 遊 び な ど で 普 段 か ら 遊

ぶ よ う に す る 。  

・ 歌 な ど で 自 然 に 触 れ た い と い う 気 持 ち に な る よ う に す る 。  

・ 手 で リ ズ ム を つ か み な が ら う た を 歌 っ た り ， 子 ど も が 見 て 楽 し い 踊 り な ど を 見 せ て 真 似

さ せ る こ と が 大 切 だ と 思 う 。  

・ 友 達 同 士 と の 遊 び や 保 育 者 と の 遊 び の バ リ エ ー シ ョ ン を 増 や し て 色 々 な 遊 び を 展 開 す る

こ と 。 協 力 し て 行 う 遊 び な ど で 協 力 す る 楽 し さ を 知 る 。  

６６ −−２２ −−３３ ．． 質質 問問 ３３  

・ 音 楽 の 楽 し さ を 知 り ， ま た 友 達 と 一 緒 に 活 動 す る 楽 し さ を 身 に つ け た い と 感 じ ま し た 。  

・ 音 楽 表 現 を 通 し て ， 子 ど も た ち に 感 受 性 豊 か に な っ て 欲 し い で す 。  

・ ダ ン ス や う た を 歌 う こ と を 楽 し く 元 気 よ く や っ て 欲 し い で す 。 友 達 と 一 緒 に 活 動 す る 大

切 を 学 ん で ほ し い 。  
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・ 自 分 か ら 体 を 動 か し て 遊 び た い と 思 っ た り ， 外 で 遊 び た い と 思 っ て く れ る よ う に 活 動 し

た い 。  

・ 音 楽 を 楽 し む 力 や ， 自 分 の 意 図 を 表 現 で き る 力 を 身 に 付 け さ せ た い 。  

・ 豊 か な 想 像 力 や 表 現 力 な ど を 身 に 付 け て 欲 し い で す 。 1 人 だ け で な く ， 友 達 や 保 育 者 な

ど 大 勢 で 音 楽 を す る 楽 し さ も 感 じ て 欲 し い で す 。  

・ 体 を 動 か す 楽 し さ ， 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 を 身 に 付 け て い け る よ う に 保 育 者 が 遊

び を 考 え ， 声 が け を し て い く べ き だ と 思 い ま し た 。  

・ 手 遊 び で 手 や 脳 の 活 性 化 を 身 に 付 け さ せ る 。  

・ リ ズ ム を つ か め る 力 ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 ， 自 己 主 張 を 表 現 す る 。  

・ 音 楽 を 通 し て ， 体 や 手 を 動 か す 楽 し さ や ， 想 像 力 を 身 に 付 け さ せ た い 。 ま た ， テ レ ビ よ

り も 実 際 に 見 て 取 り 組 ん だ 方 が ， 子 ど も の 顔 を 見 な が ら で き る の で 良 い と 思 っ た 。  

６６ −−３３ ．． 考考 察察  

質 問 １ で は ，ス マ ホ の な ど 様 々 な メ デ ィ ア 環 境 の 普 及 が ，子 ど も の 身 体 的 発 達 や コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン に 大 き な 影 響 を 与 え て い る こ と に 課 題 意 識 を 持 っ た 意 見 が 多 か っ た 。 事 前 ア ン

ケ ー ト で は ，情 報 化 社 会 に お け る ス マ ホ や S N S の 利 用 を 挙 げ る に と ど ま っ て い た が ，事 後

ア ン ケ ー ト で は ， そ れ ら が 与 え る 子 ど も た ち の 発 達 へ の 影 響 ま で 考 察 を 深 め る こ と が で き

た 。 質 問 ２ で は ， イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 し た 仮 想 的 な 体 験 よ り も ， 実 際 の 質 的 な 体 験 が で き

る 絵 本 の 読 み 聞 か せ や ， 子 ど も 同 士 で の 遊 び 歌 と 体 験 を 大 切 に し た い と い う 意 見 が 出 さ れ

た 。現 代 社 会 の 子 ど も た ち の 課 題 を 改 善 す る た め に ，ス マ ホ や S NS か ら 離 れ て 外 遊 び の 楽

し さ を 伝 え た い と い う 意 見 や ， 遊 び 歌 を 通 し た 関 わ り か ら 身 体 的 ， 感 情 的 な 成 長 を 図 り た

い と い う 意 見 が 出 さ れ た 。質 問 ３ で は ，事 前 ア ン ケ ー ト 同 様 ，「 音 楽 の 楽 し さ を 伝 え た い 」

と い う 意 見 が 多 く あ っ た 。 し か し ， 事 前 ア ン ケ ー ト と 比 べ ， 保 育 者 や 子 ど も 同 士 で コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン を 取 る こ と の 楽 し さ ， 身 体 的 発 達 の 援 助 と な る 視 点 を 持 つ ， 外 遊 び な ど の 自

然 体 験 を 大 切 に す る な ど の 意 見 が 見 ら れ ， 表 現 活 動 の 意 義 に 対 す る 理 解 が 深 ま っ て い る こ

と が 感 じ 取 ら れ た 。こ れ ら の 事 後 ア ン ケ ー ト の 検 証 か ら ，事 前 ア ン ケ ー ト の 記 述 と 比 較 し ，

保 育 学 生 は 現 代 の 子 ど も た ち の 環 境 や 課 題 を 踏 ま え ， 音 楽 表 現 活 動 を 行 う 意 義 に つ い て よ

り 明 確 な 意 図 を 持 つ こ と が で き た こ と が 伺 え た 。  

７７ ..  ままととめめ   

保 育 現 場 で は 子 ど も た ち の 様 々 な 表 現 活 動 が 行 わ れ る 。 そ の 中 で も ， 音 楽 表 現 に は 様 々

な 「 楽 し さ 」 が 期 待 さ れ る 。 う た を 歌 う 活 動 や リ ズ ム 遊 び ， お 手 玉 や 多 様 な ル ー ル の 遊 び
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歌 は ， 活 動 自 体 が 子 ど も た ち を 笑 顔 を に さ せ て く れ る 文 化 財 で あ る 。 し か し 近 年 ， 情 報 化

社 会 に よ る 子 ど も の 環 境 の 変 化 が ， 心 身 の 発 達 に 大 き な 影 響 を 与 え て い る こ と が 懸 念 さ れ

て い る 。 保 育 現 場 で は ， 表 現 に 関 わ る 様 々 な 活 動 を 通 し て ， 現 代 の 子 ど も た ち の 課 題 を 解

決 す る た め の 活 動 が 求 め ら れ る 。 保 育 内 容 「 表 現 」 の 授 業 で は ， 保 育 学 生 に 現 代 の 子 ど も

の 実 態 を 踏 ま え た 表 現 活 動 を 実 践 す る 力 を 身 に つ け て 欲 し い と 考 え る 。  

本 授 業 実 践 で は ，子 ど も た ち の 表 現 活 動 を 行 う 際 の 意 義 に つ い て ，現 代 社 会 の 子 ど も の 環

境 と 言 う 視 点 か ら 考 え る 機 会 を 持 っ た 。 保 育 学 生 に と っ て ， よ り 深 い 視 点 を 持 っ て 保 育 現

場 で の 音 楽 表 現 活 動 を 考 え る 良 い 機 会 と な っ た と 考 え る 。目 の 前 の 子 ど も の 課 題 を 踏 ま え ，

音 楽 表 現 を 通 し て ど の よ う な 支 援 が で き る の か， 表 現 活 動 の 深 い 意 義 ま で 捉 え る こ と が で

き る 保 育 者 を 育 成 し た い と 考 え る 。  
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保育場面を想定した演習授業からの学びの考察  

―映像資料を活用した保育実技の振り返りと  

ディスカッションに着目して―  

 

高橋  恵美 *  

 

１１ ..  ははじじめめにに   

保 育 者 養 成 校 に お い て 、 保 育 表 現 技 術 を 習 得 し 実 習 に 臨 む 学 生 が 多 い こ と は 周 知 の と お

り で あ る 。 し か し 、 学 習 プ ロ グ ラ ム で は 、 多 く の 場 合 、 手 遊 び や ペ ー プ サ ー ト を 行 う 際 、

実 践 技 術 に 重 点 が 置 か れ て お り 、 子 ど も と の 双 方 向 性 や 子 ど も か ら 生 ま れ る 表 現 の 受 け 止

め に つ い て は 、 軽 ん じ ら れ て い る よ う に 感 じ る 。 習 得 し た 表 現 技 術 を 発 表 す る よ う な 授 業

内 容 で は 、い わ ゆ る 実 技 の 披 露 と な っ て い る こ と は 否 め な い 。技術を身につける等の授業内

容の検討が必要だと考える。  

そ こ で 、本 実 践 で は 、手 遊 び や ペ ー プ サ ー ト 等 の 表 現 遊 び を 相 互 行 為 と し て 捉 え た 上 で 、

具 体 的 な 表 現 技 術 を 養 う 授 業 を 検 討 す る 。 保 育 現 場 を 想 定 し た 表 現 力 、 子 ど も 理 解 等 の 資

質 向 上 の た め の 授 業 方 法 と し て 、 実 技 の 様 子 （ 手 遊 び ・ ペ ー プ サ ー ト 演 習 ） の 記 録 動 画 を

視 聴 し 、 自 己 及 び 他 者 の 演 習 を 振 り 返 る と 共 に 、 学 生 同 士 が デ ィ ス カ ッ シ ョ ン す る こ と に

よ っ て 学 び を 深 め 合 う こ と を 目 的 と し て 授 業 を 実 践 す る 。  

 

２２ ..  方方法法   

２２－－１１．．対対象象・・期期間間・・方方法法   

授 業 実 践 は 、 令 和 2 年 7 月 3 日 ～ 8 月 20 日 の 間 （ 計 ５ 回 ） 、 科 目 「 保 育 の 実 技 と 演

習 」 を 履 修 し た ４ ４ 名 の 学 生 の う ち 、 同 意 を 得 た ４ ０ 名 を 対 象 と し て 、 自 身 の 実 践 に お け

る 記 録 動 画 の 視 聴 及 び 、 振 り 返 り シ ー ト へ の 省 察 の 記 入 、 学 生 同 士 の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を

実 施 し た 。  

振 り 返 り シ ー ト で の 調 査 項 目 の 構 成 は 、  

①  記 録 動 画 を 見 て 気 づ い た こ と  

②  保 育 実 践 に 向 け て の 工 夫 や 改 善 点 な ど  

2 つ の 観 点 か ら 調 査 用 紙 を 作 成 し 、 回 答 デ ー タ を 収 集 し た 。  

〈 期 間 内 に お け る 実 技 の 実 践 、 お よ び 記 録 動 画 視 聴 〉  
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１  7 月   3 日     ペ ー プ サ ー ト の 実 演 記 録 動 画 撮 影            

２  7 月  10 日  ペ ー プ サ ー ト の 実 演 記 録 動 画 撮 影 と 記 録 動 画 視 聴  

３  7 月  16 日  ペ ー プ サ ー ト の 実 演 記 録 動 画 視 聴  

４  8 月   6 日  手 遊 び の 実 践 記 録 動 画 撮 影  

５  8 月  20 日  手 遊 び の 実 践 記 録 動 画 視 聴  

調 査 終 了 後 は 、 学 生 の 回 答 デ ー タ を カ テ ゴ リ 分 け し 、 文 脈 の 解 釈 と 照 ら し 合 わ せ な が

ら 考 察 を 行 っ た 。  

  

２２－－２２．．倫倫理理的的配配慮慮   

筆 者 自 ら が 担 当 す る 授 業 を 研 究 対 象 と す る た め 調 査 協 力 は 学 生 の 自 由 意 思 に よ る も の

と し 、 本 研 究 の 目 的 や 方 法 、 動 画 撮 影 、 調 査 用 紙 の 回 収 、 個 人 情 報 の 保 護 、 デ ー タ の 保 管

に つ い て 、 お よ び 、 調 査 協 力 の 有 無 に よ り 個 人 を 評 価 し た り 成 績 等 に 不 利 益 を 被 っ た り す

る こ と が な い 旨 を 事 前 に 書 面 と 口 頭 に て 説 明 し 同 意 の 得 ら れ た 学 生 の み を 対 象 と し た 。 な

お 、 東 北 生 活 文 化 大 学 ・ 東 北 生 活 文 化 大 学 短 期 大 学 部 研 究 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て い る 。

（承認番号令和２－第２号） 

 

３３．．  結結果果とと考考察察   

３３－－１１   ペペーーププササーートト実実演演：：振振りり返返りりシシーートトのの記記述述   

7 月 3 日 、 10 日 に 実 施 し た 実 技 の 実 践 （ ペ ー プ サ ー ト の 実 演 ： 童 謡 か ら 1 曲 を テ ー マ に

選 び 自 身 で ペ ー プ サ ー ト を 作 成 し 、保 育 場 面 を 想 定 し て 、歌 い な が ら 実 演 を 行 う 。）の 記 録

動 画 を 、7 月 10 日・16 日 に 視 聴 し た 。各 回 に 振 り 返 り シ ー ト へ の 記 入 を 実 施 し 回 収 し た も

の を ま と め る 。  

記 述 内 容 を 以 下 の 通 り に カ テ ゴ リ 化 で 分 類 し 、 考 察 を 行 う 。  

①  ビ デ オ を 見 て 気 づ い た こ と  

⑴  気 づ き の カ テ ゴ リ 表  

１  動 き  ５  視 線  ９  表 情  13 わ か り や す さ  

２  歌  ６  応 答  10 興 味  14 元 気  

３  反 応  ７  導 入  11 楽 し さ  15 ス ム ー ズ  

４  声  ８  速 さ  12 間  16 見 や す さ  

⑵  上 位 ５ カ テ ゴ リ よ り 記 述 の 抜 粋 ・ 視 点  

■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol.�5

─ 73 ─



 
 

カ テ ゴ リ  ビ デ オ を 見 て 気 づ い た こ と の 記 述  視 点  

応 答  

14.6％  

カ メ ラ を 子 ど も だ と 思 っ て 見 な が ら 演 じ て い て 問 い か け

を し て い て 良 い 。  

子 ど も と の や

り と り を 楽 し

む  質 問 や 問 い か け が あ る と ペ ー プ サ ー ト に 目 が 行 く と 思 っ

た 。  

歌 の 途 中 で 子 ど も と 会 話 を す る 。  

見 や す さ  

13.7％  

子 ど も が 見 や す い よ う に 少 し 下 を 向 け た ほ う が よ い 。  子 ど も の 目 線

を 考 え た 角 度  ペ ー プ サ ー ト が 下 を 向 け て い な い か ら 子 ど も か ら は 見 え

づ ら い 。  

ペ ー プ サ ー ト を 一 本 ず つ 前 に 出 す と 見 や す い 。  

動 き  

12.9％  

ペ ー プ サ ー ト を あ ま り 動 か さ な い と 、 ペ ー プ サ ー ト も た

の し め る し 、 歌 に も 集 中 で き た 。  

ペ ー プ サ ー ト

の 効 果 的 な 動

き  紙 を 動 か す だ け で は な く 、 身 振 り 手 振 り を 入 れ る と 伝 わ

り や す く て よ か っ た 。  

緊 張 し て 手 の 動 き が 早 く な っ て い た 。  

表 情  

12.9％  

マ ス ク を し て い て も 表 情 が ち ゃ ん と わ か っ た の が よ か っ

た 。  

マ ス ク 越 し の

笑 顔  

マ ス ク を し て い る と 表 情 が 分 か り に く く て 真 顔 に 見 え て

し ま う 。  

目 や 眉 毛 が 動 い て い る と 、 マ ス ク を し て い て も 表 情 が 分

か り や す い 。  

声  

12.0％  

強 弱 を つ け た り 、 声 の 高 低 （ ト ー ン ） を 変 え た り す る 。  声 量 や  

バ リ エ ー シ ョ

ン  

声 を も う 少 し は っ た ほ う が 良 か っ た と 思 っ た 。  

大 き い 声 で 喋 っ て い る と 思 っ て も 、 聞 い て み る と 意 外 と

小 さ い 。  

 

②  保 育 実 践 に 向 け て の 工 夫 や 配 慮 ・ 改 善 点 な ど  

〈自身の表現技術に対する記述の抜粋〉  

・目線や導入に工夫するとよくなるのではないかと思った。  
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・ 声 に 抑 揚 が あ る の は い い が 、 棒 立 ち だ と 足 り な い と 感 じ た 。  

・ 緊 張 し て お ど お ど し て し ま っ た 。 も っ と 楽 し そ う に 笑 顔 で や る 。 堂 々 と 演 じ る 。 恥 を 捨

て る 。  

・ ペ ー プ サ ー ト を 揺 ら し 過 ぎ る と 見 づ ら い と 思 っ た の で 、 あ ま り 揺 ら さ な い よ う 配 慮 し て

い く と よ い と 思 っ た 。  

・ 声 が 小 さ か っ た の で 、 も っ と 大 き く 出 し 、 回 り を キ ョ ロ キ ョ ロ し て い た の で 前 を し っ か

り 見 て や り た い と 思 い ま す 。  

 

〈 子 ど も と の 応 答 性 を 重 視 し た 記 述 の 抜 粋 〉  

・ ゆ っ く り す る こ と 、 大 き い 動 き や 語 り か け る よ う に 話 す こ と が 大 事 だ と 思 っ た 。  

・「 ○ ○ か な ？ 」 や 、「 ○ ○ だ ね 」 な ど と ペ ー プ サ ー ト を 見 る だ け じ ゃ な く 参 加 で き る よ う

な 形 だ と も っ と 楽 し め る と 思 っ た 。  

・ 子 ど も も 参 加 型 に な る よ う に 、 子 ど も に 問 い か け を し た り し て 興 味 を 引 け る よ う に し よ

う と 思 っ た 。  

・ 導 入 や 歌 の 途 中 、 終 わ っ た 後 に 子 ど も と 問 い か け を 入 れ る と と て も 楽 し そ う な ペ ー プ サ

ー ト に な っ て い た の で 、 子 ど も と 一 緒 に で き る よ う な も の に し よ う と 思 っ た 。  

・ 子 ど も と の や り と り を 大 切 に し た い 。  

・ 子 ど も た ち と の 掛 け 合 い を 大 切 に す る 。  

 

３３－－２２   手手遊遊びび実実践践：：振振りり返返りりシシーートトのの記記述述  

8 月 6 日 、 に 実 施 し た 手 遊 び の 実 践 （ 手 遊 び の 実 践 ： 2～ 5 名 の グ ル ー プ で 一 つ の 手 遊 び

を テ ー マ に 保 育 場 面 を 想 定 し な が ら 言 葉 か け の 掛 け 合 い 等 も 工 夫 し 、導 入 ～ 展 開 ～ 終 わ り 、

を 実 践 す る 。） の 記 録 動 画 を 、 8 月 20 日 に 視 聴 し た 。 そ の 後 、 振 り 返 り シ ー ト へ の 記 入 を

実 施 し 、 回 収 し た も の を ペ ー プ サ ー ト の 結 果 と 同 様 に ま と め る 。  

①  ビ デ オ を 見 て 気 づ い た こ と  

⑴  気 づ き の カ テ ゴ リ 表  

１  声  ５  動 き  ９  明 る さ  

２  歌  ６  表 情  10 応 答  

３  言 葉 か け  ７  楽 し さ  11 レ パ ー ト リ ー  
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４  速 さ  ８  視 線  12 役 割 分 担  

 

⑵  上 位 ５ カ テ ゴ リ 記 述 の 抜 粋 ・ 視 点  

カ テ ゴ リ  ビ デ オ を 見 て 気 づ い た こ と の 記 述  視 点  

動 き  

23.4％  

子 ど も に 見 え や す い よ う な 手 の 動 か し 方 を も っ と 考 え て

動 き た い 。  

真 似 の  

し や す さ  

動 き を も っ と 大 き く し た ほ う が 真 似 し や す く な る と 感 じ

た 。  

動 き が 小 さ か っ た の で は な い か と 思 っ た 。  

言 葉 か け  

17.0％  

 

子 ど も に わ か り や す い 説 明 や 言 葉 づ か い を 考 え た い 。  興 味 ・  

わ か り や す さ  一 つ 一 つ の 声 が け な ど 子 ど も を ひ き つ け る よ う な 言 い 方

を し て い て 参 考 に し て い き た い 。  

ど の よ う に こ と ば か け を し た ら い い か グ ル ー プ に よ っ て

様 々 だ っ た の で 学 ぶ こ と が で き た 。  

表 情  

14.8％  

マ ス ク を し て い て も 笑 顔 を 作 る こ と が 大 切 だ と 思 っ た 。  明 る い 笑 顔 で

行 う  マ ス ク を つ け て 顔 が 見 え な い 状 況 で も 目 元 で 笑 顔 が と て

も 伝 わ っ て き て よ か っ た 。  

笑 顔 を 伝 え に く い マ ス ク だ っ た の で 、 も う 少 し 明 る く で

き れ ば よ か っ た と 思 う 。  

声  

12.7％  

自 分 の 声 が 低 い か ら も っ と ト ー ン を 上 げ た 方 が 良 い な と

思 っ た 。  

声 量 や  

バ リ エ ー シ ョ

ン  声 の 大 き さ 抑 揚 に 気 を つ け る 。  

声 の ト ー ン を 上 げ る こ と で 笑 っ て い る よ う に も 感 じ る

し 、 声 が 通 り や す い と 思 っ た 。  

視 線  

8.5％  

子 ど も た ち の 目 を 見 て 話 す こ と が 大 切 だ と 思 っ た 。  一 人 一 人 を 見

る  ま わ り や 子 ど も を 一 人 一 人 見 る よ う に す る 。  

子 ど も 一 人 一 人 を 見 て お ら ず 視 線 が 散 っ て い る  

 

②  保 育 実 践 に 向 け て の 工 夫 や 配 慮 ・ 改 善 点 な ど  
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〈 自 身 の 表 現 技 術 に 対 す る 記 述 の 抜 粋 〉  

・ 立 ち 位 置 、 動 き 方 な ど の 工 夫 を も っ と 考 え て い き た い 。 声 の は り 方 な ど 、 子 ど も に 聞 こ

え や す い よ う な 声 か け の 仕 方 を し て い き た い 。  

・ 立 ち 位 置 に 気 を つ け る 。 両 脇 の 人 は 少 し 斜 め を 向 い た り す る 。  

・ わ か ら な く な っ た り 、 間 違 っ た り し て も 、 笑 顔 を 忘 れ ず に 取 り 組 む 。  

・ 自 分 の 役 割 を も う 少 し 理 解 し て 取 り 組 め た ら よ か っ た と 思 っ た 。  

 

〈 子 ど も と の 応 答 性 を 重 視 し た 記 述 の 抜 粋 〉  

・ 子 ど も の 目 を 見 て 笑 顔 で 話 す 。 ク イ ズ な ど を 先 に や る と 子 ど も が 楽 し め る 。  

・ 実 習 中 も マ ス ク を す る と 思 う の で 、 そ の 状 況 で も 子 ど も た ち に 笑 顔 が 伝 わ る よ う 明 る く

行 う 。 子 ど も と の や り と り の 時 は 、 も っ と 全 体 を 見 つ つ 子 ど も 一 人 一 人 の 目 を 見 て 行 う

よ う に し よ う と 思 う 。  

・ 子 ど も た ち の 様 子 を 見 な が ら 進 め る こ と が 大 事 だ と 思 う 。  

 

３３－－３３   考考察察  

 ペ ー プ サ ー ト 実 演 の 振 り 返 り シ ー ト で は 、「 ビ デ オ を 見 て 気 づ い た こ と 」 の 記 述 よ り カ

テ ゴ リ 化 を 行 い 16 カ テ ゴ リ で あ っ た 。学 生 の 気 づ き で は 、歌 、声 、言 葉 か け 、動 き に 意 識

が 集 ま る の で は な い か と 予 想 し て い た が 、 一 番 多 か っ た カ テ ゴ リ が 「 応 答 」 と い う 結 果 と

な り 、 子 ど も と の や り と り を 楽 し む こ と を 重 視 し な が ら 記 録 動 画 を 視 聴 し て い た 学 生 が

14.6％ い た こ と が わ か っ た 。 し か し 、 子 ど も と の 応 答 性 を 重 視 し て い る 学 生 が 多 い と は こ

の 結 果 か ら 断 言 す る こ と は 難 し い 。 な ぜ な ら ば 、 上 位 5 つ の カ テ ゴ リ の 割 合 を 見 る と 数 値

に 大 き な 差 が な い こ と も 結 果 と し て 浮 か び 上 が っ て い る か ら で あ る 。 結 果 全 体 か ら わ か っ

た こ と の 、 一 つ 目 は 、 学 生 が 童 謡 を 歌 い な が ら 行 う ペ ー プ サ ー ト の 実 演 は 、 重 視 す る 視 点

が 多 岐 に わ た っ て お り 、 自 身 や ク ラ ス メ イ ト の 動 画 か ら 様 々 な 情 報 を 読 み 取 っ て い た こ と

で あ る 。二 つ 目 は 、何 を 重 視 し て 行 う べ き か 限 定 さ れ て い な い と い う こ と で あ る 。そ れ は 、

「 保 育 実 践 に 向 け て の 工 夫 や 配 慮 ・ 改 善 点 な ど 」 の 記 述 に も 同 じ よ う な 傾 向 が 見 ら れ た 。

自 身 の 表 現 技 術 に 対 し て 具 体 的 な 改 善 点 を 多 数 挙 げ て い る 記 述 も 多 か っ た 。  

 手 遊 び 実 践 の 振 り 返 り シ ー ト で は 、「 ビ デ オ を 見 て 気 づ い た こ と 」の 記 述 の カ テ ゴ リ 化 で

は ペ ー プ サ ー ト 実 演 時 よ り 少 な く 、12 の カ テ ゴ リ で あ っ た 。手 遊 び の 実 践 か ら 浮 か び 上 が

っ た こ と は 、自 身 の 表 現 技 術 に 対 す る 記 述 が ほ と ん ど で あ り 、子 ど も と の「 双 方 向 の 遊 び 」
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に 対 す る 記 述 は 少 数 と な っ て い た 。 ま た 、 ２ ～ ５ 人 の グ ル ー プ で の 取 り 組 み は 、 役 割 分 担

や 立 ち 位 置 と い っ た こ と に も 配 慮 が 必 要 と な り 、 自 分 の 振 る 舞 い が 大 き く 影 響 す る こ と を

感 じ た か ら こ そ の 結 果 で あ ろ う 。 ビ デ オ 視 聴 だ け で は 、 手 遊 び の ね ら い や 保 育 内 容 の 意 図

に つ い て は 意 識 が 向 か な か っ た よ う だ 。し か し 、そ の 後 の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で は 、「 子 ど も 」

と い う ワ ー ド が 出 て き た こ と に よ り 、 子 ど も の 反 応 や 応 答 的 に 行 う こ と に つ い て 意 見 を 交

換 し 合 い 、考 え を 深 め て い っ た 。「 保 育 実 践 に 向 け て の 工 夫 や 配 慮・改 善 点 な ど 」の 記 述 に

は 、 子 ど も と の 応 答 性 を 重 視 し た 内 容 が 記 述 さ れ て い た 。 保 育 場 面 を 想 定 し 、 子 ど も の 姿

を 予 想 し な が ら 振 り 返 り を 行 え た こ と は 、 保 育 実 習 に 向 け て 、 よ り イ メ ー ジ を 具 体 化 す る

こ と に 繋 が っ た と 考 え る 。  

 

４４ ..  ままととめめ   

子 ど も の 感 性 を は ぐ く む 保 育 者 の 役 割 の 中 で 花 輪（ 2015）は 、「 表 現 と は ま さ に 自 発 的 作

業 で あ る 。 一 方 的 に こ れ を や れ 、 あ れ を や れ 、 と い わ れ て み た と こ ろ で 、 そ こ か ら は 伸 び

や か な 表 現 が 生 み 出 さ れ る わ け 等 な い 。 保 育 者 の 関 わ り は 、 こ の よ う に 微 妙 な ス タ ン ス を

要 す る が 、 そ こ は 多 様 性 と い う 遊 び 心 を も っ て 、 子 ど も と の 心 因 的 距 離 を 狭 め て い っ て も

い た い も の で あ る 。」 １ ） と 、 多 様 性 と い う 遊 び 心 を も っ て 保 育 者 が 関 わ る こ と で 、 子 ど も

と の 親 密 性 を 深 め て 欲 し い と い う 思 い を 記 し て い る 。 保 育 を 学 ぶ 学 生 が 、 子 ど も た ち と 一

緒 に 行 う ペ ー プ サ ー ト や 手 遊 び 等 を 実 践 す る 際 、 多 様 性 と い う 遊 び 心 を も つ に は 意 識 す る

だ け で は 難 し く 、 ま ず は 、 心 の 余 裕 が 必 要 で あ ろ う 。  

今 回 の 授 業 実 践 で は 、 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 拡 大 防 止 に よ り 、 対 面 授 業 回 数 が 少 な か っ た こ

と が 影 響 し 、 学 生 自 身 の 表 現 技 術 の 習 得 が 十 分 で は な か っ た 。 そ れ が 、 表 現 技 術 の 改 善 点

と し て 振 り 返 り シ ー ト の 記 述 に 多 か っ た 要 因 と な っ た 。 し か し 、 限 ら れ た 回 数 の 中 で 、 保

育 場 面 を 想 定 し な が ら 子 ど も の 姿 を イ メ ー ジ で き た こ と は 、 少 な か ら ず 保 育 実 習 へ の 自 信

と な っ た こ と で あ ろ う 。  

今 回 の 結 果 を 踏 ま え な が ら 、 今 後 も 、 手 遊 び や ペ ー プ サ ー ト 等 の 表 現 遊 び を 相 互 行 為 と

し て 捉 え た 上 で 行 う 実 践 の 、 学 習 プ ロ グ ラ ム を 検 討 し て い き た い 。  

  

引引用用文文献献   

1） 田 澤 里 喜 『 表 現 の 指 導 法 』 (2015)玉 川 大 学 出 版 部 ,p14１  
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 *仙台白百合女子大学（東北生活文化大学短期大学部 非常勤講師）  **東北生活文化大学短期大学部 教授 

「言葉遊び」を取り入れた授業の工夫  
―「保育内容（言葉）」の授業実践より―  

 

三浦  主博 *、佐藤  深雪 * *  

 

１１ ..  ははじじめめにに   

「 幼 稚 園 教 育 要 領 」 に 示 さ れ て い る 領 域 「 言 葉 」 の 「 ね ら い 」 に は 、 ① 自 分 の 気 持 ち を

言 葉 で 表 現 す る 楽 し さ を 味 わ う  ② 人 の 言 葉 や 話 な ど を よ く 聞 き 、自 分 の 経 験 し た こ と や 考

え た こ と を 話 し 、 伝 え 合 う 喜 び を 味 わ う ③ 日 常 生 活 に 必 要 な 言 葉 が 分 か る よ う に な る と も

に 、絵 本 や 物 語 な ど に 親 し み 、言 葉 に 対 す る 感 覚 を 豊 か に し 、先 生 や 友 達 と 心 を 通 わ せ る  の

3 点 が 示 さ れ て お り 1 )、こ れ ら は「 保 育 所 保 育 指 針 」 2 )「 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 教 育・保

育 要 領 」 3 )に お い て も 若 干 の 文 言 の 違 い が あ る も の の 同 様 で あ る 。  

幼 児 期 の 言 葉 は 、 身 近 な 人 と の か か わ り を 通 し て 獲 得 さ れ る も の で あ り 、 上 記 の ね ら い

を 達 成 す る た め に は 、 幼 児 と 関 わ り 合 う 保 育 者 の 言 語 表 現 が 重 要 で あ る こ と は 言 う ま で も

な い 。  

筆 者 ら は 、 「 保 育 内 容 」 の 領 域 「 言 葉 」 の 授 業 を 担 当 す る に あ た り 、 「 言 葉 」 に 関 す る

基 本 的 な 理 論 の 講 義 に 加 え て 、演 習 的 な 授 業 内 容 と し て 、上 記 の「 幼 稚 園 教 育 要 領 」や「 保

育 所 保 育 指 針 」 の ね ら い を 踏 ま え て 授 業 を 計 画 し て き た 。 時 間 数 的 に は 、 領 域 「 言 葉 」 の

ね ら い ③ に 該 当 す る 保 育 教 材 （ 絵 本 ・ 紙 芝 居 ） に 関 す る 学 習 を 多 く 設 け て お り 、 1 年 次 開

講 の「 保 育 内 容（ 言 葉 Ⅰ）」で は 、少 人 数 グ ル ー プ に よ る 絵 本 と 紙 芝 居 の 読 み 聞 か せ の 練 習

を 行 い（ 三 浦 , 2 0 0 5） 4 )、 2 年 次 開 講 の「 保 育 内 容（ 言 葉 Ⅱ）」で は 、受 講 者 全 員 の 前 で 一 人

一 人 絵 本 の 読 み 聞 か せ 発 表 を 行 っ て い る 。  

本 稿 に お い て は 、 領 域 「 言 葉 」 の ね ら い を 意 識 し 、 学 生 自 身 の 言 語 表 現 等 の 学 習 を 目 的

と し て 実 施 し た 、 「 言 葉 遊 び 」 に つ い て の 授 業 実 践 に つ い て 報 告 す る 。  

 

２２ ..  授授業業のの内内容容   

((11))  「「言言葉葉遊遊びび」」のの 概概要要   

短 大 1 年 次 後 期 開 講 の 「 保 育 内 容 （ 言 葉 Ⅰ）」 で は 、 保 育 内 容 「 言 葉 」 の 領 域 に 関 す る 理

論 （ 言 葉 の 意 義 、 発 達 な ど ） の 理 解 す る た め の 講 義 的 内 容 と 、 領 域 「 言 葉 」 に 関 わ る 具 体

的 な 指 導 場 面 を 想 定 し た 保 育 を 構 想 す る 方 法 と し て 、 絵 本 ・ 紙 芝 居 の 読 み 聞 か せ 練 習 や 、
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季 節 の 課 題 の 作 成 ・ 発 表 （ 三 浦 , 2 0 1 7） 5 )な ど の 演 習 的 な 内 容 を 行 っ て い る 。 演 習 的 内 容 に

つ い て は 、 学 生 が 積 極 的 に 授 業 に 取 り 組 む 様 子 が 見 ら れ る が 、 講 義 的 内 容 に つ い て は 必 ず

し も そ う で は な い 様 子 が 見 ら れ る 。 そ こ で 、 授 業 を 講 義 的 内 容 と し て 行 う 際 に は 、 授 業 の

終 わ り 1 0 分 程 度 を 使 っ て 、「 言 葉 遊 び 」 を 実 施 す る こ と に し た 。  

講 義 的 内 容 で 実 施 す る 授 業 は 、 年 度 に よ っ て 違 い は あ る が 、 約 6 回 実 施 し て お り 、 6 回

分 の 言 葉 遊 び を 準 備 し て 実 施 し て き た 。 方 法 と し て は 、 出 席 確 認 を 兼 ね て ミ ニ ッ ト ・ ペ ー

パ ー を 配 布 し 、 学 生 が 記 入 し な が ら 、 筆 者 ら が 提 示 す る 簡 単 な 「 言 葉 遊 び 」 に 取 り 組 む と

い う も の で あ る 。 以 下 、 実 施 し た 「 言 葉 遊 び 」 を 実 施 順 に 紹 介 す る 。  

 

①①  しし りり とと りり ：  ま ず 、 簡 単 で 馴 染 み の あ る 「 し り と り 」 か ら 行 っ て い る 。 あ ら た め て ル

ー ル （ 前 の 単 語 の 最 後 の 文 字 か ら 次 の 単 語 を 始 め る 、「 ん 」 で 終 了 し て は い け な い 等 ）

を 説 明 し た 後 、 ま ず は 、「 こ と ば 」 の 「 ば 」 で 始 め て 1 0 個 単 語 を つ な げ る よ う に 指 示

し た 。学 生 が 書 き 終 え た 後 、「 1 0 個 目 の 単 語 は「 ん 」で 終 わ っ て い ま す か ？ 」と 冗 談 交

じ り で 、 楽 し く 課 題 に 取 り 組 め る よ う に 声 が け を し た 。 そ の 後 、 自 分 で テ ー マ （ 例 え

ば 、動 物 、食 べ 物 等 ）を 決 め て 、単 語 を 1 0 個 つ な げ る よ う に 指 示 し た 。テ ー マ を 決 め

て 行 う だ け で 、 し り と り の 難 易 度 が 挙 が る こ と を 学 生 は 実 感 し て い る よ う だ っ た 。  

②②  二二 文文 字字 しし りり とと りり ：  「 し り と り 」の バ リ エ ー シ ョ ン と し て 、「 二 文 字 し り と り 」を 実 施

し た 。 こ れ は 、 単 語 の 後 ろ か ら 2 文 字 を と っ て 、 次 の 単 語 を 始 め る し り と り で あ る 。

例 え ば 、「 み か ん→か ん て ん 」 の よ う に 、 最 後 の 文 字 が 「 ん 」 に な っ て も し り と り を 継

続 で き る こ と や 、「 か ん じ 」の よ う に 、後 ろ か ら 2 文 字 目 が「 ん 」に な っ て は い け な い

と い う よ う な 、 ル ー ル を 説 明 し た 。 ま ず は 、「 こ と ば 」 の 「 と ば 」 で 始 め て 1 0 個 単 語

を つ な げ る よ う に 指 示 し 、そ の 後 、自 分 で テ ー マ を 決 め て 、単 語 を 1 0 個 つ な げ る よ う

に 指 示 し た 。  

③③  漢漢 字字 しし りり とと りり： 「 し り と り 」の バ リ エ ー シ ョ ン と し て 、「 漢 字 し り と り 」を 実 施 し た 。

こ れ は 、 漢 字 で し り と り を 行 う た め 、 幼 児 向 け で は な い こ と を 話 し た う え で 、 漢 字 の

読 み 方 が 変 わ っ て も よ い の で （ 例 え ば 、「 手 紙 （ が み ）→紙 （ し ） 面 」）、 漢 字 で し り と

り を 続 け る こ と を 説 明 し た 。ま ず は 、「 言 葉 」 の「 葉（ は 、 ば 、 よ う ）」で 始 め て 1 0 個

単 語 を つ な げ る よ う に 指 示 し 、そ の 後 、自 分 で テ ー マ を 決 め て 、単 語 を 1 0 個 つ な げ る
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よ う に 指 示 し た 。 漢 字 で し り と り を 行 う 際 は 、 テ ー マ と し て 地 名 や 人 名 が 行 い 易 い こ

と を 予 め 説 明 し た 。  

④④  ああ たた まま とと りり ：  「 あ た ま と り 」 は 、 特 定 の 文 字 （「 あ 」 や 「 い 」） か ら 始 ま る 言 葉 を 挙

げ て い く 遊 び で あ る 。 幼 児 に 対 し て 実 施 す る 際 は 、 当 然 、 口 頭 で 次 々 単 語 を 言 っ て も

ら う 形 を と る が 、 授 業 で は 、 学 生 一 人 一 人 が ミ ニ ッ ト ・ ペ ー パ ー に 次 々 と 書 き 込 ん で

い く 形 で 実 施 し た 。学 生 に と っ て は 、「 し り と り 」に 比 し て 簡 単 な 課 題 で あ る た め 、時

間 制 限（ 1 分 ）を 設 け 、時 間 内 に ど れ く ら い 多 く の 単 度 を 書 き 出 せ る か を 競 う こ と に し

た 。 筆 者 ら が 時 間 を 測 り 、 始 ま り の 文 字 を 変 え て 、 3 回 実 施 し た 。  

⑤⑤  仲仲 間間 集集 めめ ：  「 あ た ま と り 」 と 同 様 に 、 幼 児 で も 取 り 組 み や す い 遊 び の 一 つ で あ り 、

多 く の 保 育 現 場 で も 取 り 入 れ ら れ て い る 。例 え ば 、色（ 赤 い も の 、青 い も の ）や 形（ 丸

い も の 、 四 角 い も の ） 等 、 特 定 の テ ー マ に 合 う 単 語 を 挙 げ て い く 遊 び で あ る 。 授 業 で

は 、学 生 一 人 一 人 が ミ ニ ッ ト ・ペ ー パ ー に 次 々 と 書 き 込 ん で い く 形 で 実 施 し た 。「 あ た

ま と り 」と 同 様 に 、時 間 制 限（ 1 分 ）を 設 け 、時 間 内 に ど れ く ら い 多 く の 単 度 を 書 き 出

せ る か を 競 う こ と に し た 。筆 者 ら が 時 間 を 測 り 、テ ー マ （ 色 、形 、 季 節 ） を 変 え て 、 3

回 実 施 し た 。  

⑥⑥  回回 文文 :   「 と ま と 」や「 し ん ぶ ん し 」の 様 に 上 か ら 読 ん で も 下 か ら 読 ん で も 同 じ 言 葉 で

あ る 「 回 文 」 を 学 生 に 作 成 し て も ら っ た 。 そ の 際 、 文 字 数 が 少 な い も の で は 学 生 に は

簡 単 す ぎ る た め 、 7 文 字 以 上 の 回 文 を 作 成 す る よ う に 指 示 し た 。 7 文 字 の 回 文 の 作 成 方

法 と し て 、 例 え ば 「 い る か 」 の よ う に 逆 に し て 「 か る い 」 と 意 味 が 成 立 す る 文 字 を 探

し 、 そ れ 等 を つ な げ る （「 い る か は か る い 」） と い う 方 法 を 示 し た 。  

⑦⑦  そそ のの 他他 ：  年 度 に よ っ て 時 間 が 取 れ る 時 に は 、「 言 葉 遊 び 」 だ け の 授 業 回 を 設 け 、「 と

な え こ と ば（ 谷 川 俊 太 郎 の「 こ と ば あ そ び う た 」6 ））」や「 舌 も じ り（ 早 口 言 葉 ）」な ど 、

学 生 が 実 際 に 声 を 出 し て 、 詩 や 文 を 読 む こ と も 実 施 し た 。  

 

((22))  遠遠隔隔授授業業ににおおけけ るる実実施施   

令 和 2（ 2 0 2 0） 年 度 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 影 響 で 、 筆 者 が 他 大 学 の 授 業 に お

い て 、 遠 隔 授 業 （ リ ア ル タ イ ム 型 及 び オ ン デ マ ン ド 型 ） と し て 当 該 授 業 を 実 施 し た 。 そ の

際 、G o o g l e フ ォ ー ム に て 上 記 の「 言 葉 遊 び 」の 内 容 を 回 答 で き る よ う に し 、毎 回 の 出 席 確
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認 を 兼 ね て 学 生 が 送 信 す る 形 で 実 施 し た 。 例 年 、 対 面 式 で 行 っ て き た 授 業 と 同 様 の 形 で 実

施 す る こ と が 出 来 た と 思 わ れ る 。  

 

((33))  授授業業のの評評価価   

本 稿 に お い て 報 告 し て き た 「 言 葉 遊 び 」 で あ る が 、 そ の 授 業 実 践 に つ い て の 評 価 に つ い

て み る と 、毎 年 、学 期 末 に 実 施 し て い る 授 業 改 善 ア ン ケ ー ト 結 果 に お い て 、「 保 育 内 容（ 言

葉 Ⅰ・ Ⅱ） 」 は 、 筆 者 ら が 担 当 し て い る 科 目 の 中 で は 、 比 較 的 高 い 評 価 を 受 け て き た 。  

ま た 、 自 由 記 述 に よ る 学 生 の 回 答 を 見 る と 、 絵 本 や 紙 芝 居 の 読 み 聞 か せ に つ い て の 感 想

が 多 い も の の 、 本 稿 で 報 告 し た 「 言 葉 遊 び 」 に 関 し て も 肯 定 的 な 意 見 が 見 ら れ 、 実 際 に 課

題 を 行 っ て き た 学 生 自 身 の 満 足 度 も 高 く な っ て い る も の と 思 わ れ る 。  

 

３３ ..  おおわわりりにに   

本 稿 で は 、 授 業 の 中 で 取 り 入 れ て き た 「 言 葉 遊 び 」 を 中 心 に 「 保 育 内 容 （ 言 葉 ） 」 の 授

業 実 践 に つ い て 報 告 し て き た が 、 同 時 に 授 業 内 で 行 っ て い る 絵 本 や 紙 芝 居 の 実 演 の 演 習 の

授 業 内 容 等 も 含 め 、 学 生 自 身 が 楽 し み な が ら さ ま ざ ま な 活 動 を 行 う こ と で 、 学 生 の 自 己 表

現 、 特 に 言 語 表 現 す る 力 に つ い て 高 め ら れ る よ う に な っ て い る と 考 え て い る 。  

筆 者 ら が こ れ ま で に 当 該 科 目 を 担 当 し て き た 間 に も 、 授 業 内 容 を 学 生 の 状 況 に 応 じ て 少

し ず つ 変 更 し て き て い る が 、 今 後 も 学 生 の 状 況 に 合 わ せ な が ら 、 よ り よ い 授 業 実 践 が で き

る よ う に 改 善 し て い き た い 。  
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 *東北生活文化大学家政学部家政学科服飾文化専攻４年 

教育実習について  
 

武田  樹 *  

 

現 在 か ら 約 1 年 前 、 令 和 2 年 5 月 1 8 日 か ら 5 月 2 9 日 ま で の 期 間 。 私 は 母 校 に て 教 育 実

習 を 行 い ま し た 。 昨 年 か ら 新 型 コ ロ ナ の 影 響 に よ り 、 教 育 実 習 自 体 が で き な い の で は と い

う 不 安 が あ り ま し た が 、 私 は 運 が 良 く 、 ま だ 感 染 者 も い な か っ た 為 、 無 事 教 育 実 習 を 行 う

こ と が 出 来 ま し た 。 た だ 問 題 な く 万 全 の 状 態 で 教 育 実 習 に 行 く こ と が で き た か と 聞 か れ れ

ば そ う で は あ り ま せ ん で し た 。 仙 台 の ほ う で は 新 型 コ ロ ナ の 影 響 に よ り 、 対 面 で 行 う 授 業

が 全 て で き ず 、 満 足 な 教 育 実 習 に つ い て の 準 備 や 事 前 指 導 を 学 べ な い ま ま 私 は 母 校 に 向 か

い ま し た 。 事 前 に で き る 限 り の 準 備 を し 、 学 習 指 導 案 や 実 際 に 行 う 研 究 授 業 な ど の 練 習 も

し て い ま し た が こ れ で い い の か と い う 不 安 因 子 が 多 く の こ る 状 態 で し た 。 こ の こ と か ら 私

は ま ず 教 育 実 習 に 向 か う 前 に 決 め た こ と が あ り ま し た 。 そ れ は 分 か ら な い こ と 、 不 安 な こ

と は す べ て 先 生 方 に 聞 き 、教 え て い た だ く 。と い う 事 で す 。当 た り 前 の よ う に 思 え ま す が 、

去 年 の 教 育 実 習 に 行 っ た 先 輩 方 か ら 教 え て い た だ い た 内 容 に 、 わ か ら な い こ と を そ の ま ま

に し て し ま い 、 先 生 方 に 迷 惑 を か け て し ま っ た と い う こ と が あ り ま し た 。 不 慣 れ な こ と も

多 く 、 迷 惑 を か け て し ま う の も 仕 方 が な い と は 思 い ま す が 、 事 前 に そ の よ う な 出 来 事 は な

く せ る よ う 努 力 し た ほ う が 良 い と 考 え た の で 、 上 記 の よ う な 考 え を 持 ち ま し た 。 ま た こ の

よ う な 考 え を 持 つ と 、 本 当 に い い の か 。 自 分 で 考 え て 行 動 し な け れ ば い け な い の で は な い

か と 考 え る 人 も い る と 思 い ま す 。 確 か に 自 分 で 考 え 行 動 す る こ と は 大 切 で す 。 そ の よ う に

動 け れ ば な お 良 い で す 。 で す が 教 育 実 習 生 と は 実 際 に 生 徒 で は な く 先 生 の 立 場 に な り 、 教

育 に つ い て 学 ぶ も の で す 。 そ し て た っ た 一 人 だ け で は 学 び き る こ と は で き ま せ ん 。 こ の こ

と か ら 私 は 分 か ら な い こ と を 聞 く こ と や 、 教 え て い た だ く 。 と い う こ と は 悪 い こ と や 迷 惑

で あ る と は 考 え ず 、 教 育 実 習 生 と し て 当 た り 前 の こ と で あ る と 考 え ま し た 。 こ の 考 え の お

か げ で 実 習 期 間 中 は 慌 て ず 、 慎 重 に 事 を 行 え た の で は な い か と 感 じ て い ま す 。  

実 際 に 教 育 実 習 を 行 う 期 間 中 、 私 は 毎 日 緊 張 し て い ま し た 。 そ の 理 由 の 一 つ に 人 前 で 話

す の が 不 得 意 だ か ら で す 。 話 せ た と し て も 声 量 が 小 さ く 、 抑 揚 が 全 く な い 機 械 の よ う な 話

し 方 に な り ま す 。 研 究 授 業 の 練 習 を 行 っ て い る と き に 当 然 な が ら 改 善 を し た ほ う が 良 い と

指 摘 さ れ ま し た 。 私 と し て も 一 番 改 善 を し た か っ た の で 、 緊 張 し な い よ う に す る の は 難 し

く と も 、 研 究 授 業 な ど の 人 前 で の 話 し 方 を よ い も の に 。 と い う の が 期 間 中 の 目 標 で し た 。
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そ の 目 標 の 結 果 を 確 認 で き る 時 が 二 つ ほ ど あ り ま し た 。 一 つ 目 は 授 業 内 で 作 文 を 読 ん だ 時

で す 。 こ の 時 は 教 育 実 習 生 か ら 生 徒 に 伝 え た い こ と を 話 す と い う も の で 、 私 は 、 「 高 校 生

活 、 大 学 生 活 に お い て 大 切 に し て い る 目 標 を も っ て 過 ご す こ と 」 に つ い て 話 し ま し た 。 読

み な が ら 生 徒 に 伝 え た い こ と を う ま く 話 せ て い る か 不 安 で し た が 、 生 徒 た ち の 感 想 を 見 て

み る と 嬉 し い 感 想 が 多 く 、 先 生 方 か ら も 生 徒 か ら の 評 判 が 良 か っ た と の お 声 を い た だ い た

の で 、 目 標 を 達 成 で き た な と 感 じ ま し た 。 二 つ 目 は 研 究 授 業 の 時 で す 。 研 究 授 業 を 私 は 二

回 行 い ま し た 。 一 回 目 は 散 々 な 結 果 で し た 。 時 間 配 分 は う ま く で き た の で す が 、 板 書 の 内

容 が 一 つ 抜 け て い た り 、 口 調 が 丁 寧 す ぎ た り と 声 量 を 大 き く 、 抑 揚 を つ け る 以 外 に も 多 く

の 改 善 点 が 出 ま し た 。 そ の 改 善 点 を ふ ま え て 二 回 目 の 研 究 授 業 に 臨 ん だ の で す が 、 こ ち ら

で は 二 回 目 の 授 業 よ り も 良 い も の が で き た と 感 じ て い ま す 。 そ う 感 じ た 理 由 と し て 、 前 よ

り も 生 徒 が 授 業 に 楽 し く 取 り 組 ん で い た か ら で す 。 こ の こ と か ら 二 回 目 の 授 業 で は 目 標 を

な ん と か ク リ ア で き た の で は な い か と 実 感 し ま し た 。  

最 後 に 、 私 は 教 育 実 習 が 本 当 に 嫌 で し た 。 事 前 指 導 や 準 備 が 完 璧 で は な か っ た 。 人 前 で

話 す の が 不 得 意 で あ る 。 な ど と 不 安 因 子 多 く あ っ た か ら で す 。 そ れ が 完 璧 に 改 善 さ れ た わ

け で は あ り ま せ ん で し た が 、教 員 に な る た め に 自 分 に 足 り な い こ と を 深 く 知 る こ と が 出 来 、

ど の よ う に 工 夫 し て い け ば 成 長 で き る の か 。 と い う こ と を 多 く 学 べ た の で 、 教 育 実 習 を 無

事 終 え る こ と が 出 来 良 か っ た で す 。  
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 *東北生活文化大学家政学部生活美術学科４年 

教育実習報告  
―私が教職課程を学ぶ理由と多様性の時代―  

 

穂積雄介 *  

 

私 は 、 母 校 で あ る 福 島 県 立 光 南 高 等 学 校 で 6 月 15 日 か ら 7 月 3 日 ま で の 3 週 間 、 教 育

実 習 を さ せ て 頂 い た 。 光 南 高 等 学 校 は 福 島 県 で 唯 一 の 総 合 学 科 の 高 校 で 2 年 次 か ら ス ポ ー

ツ 系 や 商 業 系 、 家 庭 系 や 介 護 系 、 美 術 系 や 音 楽 系 な ど 様 々 な 系 列 に 分 か れ て 、 よ り 専 門 的

な 学 習 を 行 う こ と が で き る 高 校 だ 。 様 々 な 系 列 の 生 徒 が 同 じ 学 び 舎 で 学 校 生 活 を 行 う こ と

で 様 々 な 個 性 が お 互 い に 刺 激 し 合 い 、 活 気 あ ふ れ る 高 校 だ 。 私 も 高 校 時 代 、 美 術 系 列 で 勉

学 に 励 ん だ 。  

し か し 私 は 高 校 生 の 頃 、 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 得 意 で は な く 友 達 を 作 る こ と が で

き な か っ た 。 そ ん な 私 が 先 生 に な る 勉 強 を す る こ と に な ろ う と は 当 時 の 自 分 に は 想 像 も で

き な か っ た だ ろ う 。 私 が 学 ん だ 美 術 系 列 は 絵 画 や デ ザ イ ン 、 Ｃ Ｇ や 陶 芸 な ど と 授 業 が 細 分

化 さ れ て お り 、 1 日 の ほ と ん ど が 美 術 に 関 す る 授 業 と い う 日 も 珍 し く な か っ た 。 そ ん な 毎

日 を 送 っ て い た せ い か 高 校 3 年 間 退 屈 す る こ と な く 充 実 し た 日 々 を 送 る こ と が で き た 。 そ

し て 現 在 も こ う し て 大 学 で 美 術 を 勉 強 し て い る 。  

高 校 生 活 を 思 い 返 す と 心 残 り な こ と も た く さ ん あ る 。 私 の 身 の 回 り に い た 才 能 に あ ふ れ

る 個 性 豊 か な 同 級 生 た ち 。 話 を し て み た い 人 も い た し 、 友 人 に な り た か っ た 人 も い た 。 き

っ と お 互 い の 作 品 に つ い て 忌 憚 な く 意 見 で き る 同 志 も で き た だ ろ う 。 そ ん な 後 悔 か ら か 大

学 で は 意 識 し て 人 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る よ う に 心 が け た 。 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 な ど に

も 参 加 す る よ う に な っ た 。 教 職 課 程 を 履 修 し 始 め た の も 同 様 の 理 由 か ら だ っ た の か も し れ

な い 。 私 と 同 じ よ う な 後 悔 を す る 生 徒 を 1 人 で も な く し た い 。 先 生 を す る な ら 高 校 の 先 生

が い い と い う の も 初 め か ら 決 め て い た 。 本 稿 で は そ ん な 私 の 教 育 実 習 で の 経 験 を 記 す 。  

教 育 実 習 を 行 う 約 1 年 前 に 実 習 の 依 頼 の た め 母 校 を 訪 問 さ せ て 頂 く 機 会 が あ っ た 。 そ の

際 は 私 の 高 校 時 代 を 知 る 先 生 方 か ら 大 変 驚 か れ た 。 当 然 か も し れ な い 。 高 校 生 の 頃 の 私 は

酷 く 内 向 的 で 、 学 校 で 誰 と も 会 話 を せ ず に 帰 宅 す る こ と も 多 か っ た か ら だ 。 そ ん な 私 を 教

育 実 習 生 と し て 受 け 入 れ た く だ さ っ た 高 校 の 皆 様 に は ど れ だ け 感 謝 し て も 足 り な い 。 更 に

実 習 先 が 決 ま っ て か ら 予 想 だ に し な い 事 態 に 見 舞 わ れ た 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 発 生 だ 。

多 く の 中 学 校 ・ 高 等 学 校 が 教 育 実 習 を 見 送 る 中 、 私 の 実 習 先 で あ る 光 南 高 校 で は 概 ね 予 定
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通 り 教 育 実 習 を 行 う こ と が で き た 。 大 学 で 同 じ く 教 職 課 程 を 履 修 し て い る 友 人 の 中 に も 実

習 の 受 け 入 れ が 困 難 に な っ た り 、 延 期 に な っ た り す る 人 が 続 出 す る 中 で の 実 習 と な っ た 。  

ま ず 、 教 育 実 習 開 始 前 、 高 校 側 か ら 実 習 の 2 週 間 前 に は 福 島 県 内 の 実 家 で 待 機 す る よ う

指 示 が あ っ た 。 県 外 の 大 学 に 通 っ て い る こ と か ら 、 万 が 一 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス に 感 染 し て

い た こ と を 考 慮 し て 、 潜 伏 期 間 と さ れ る 2 週 間 様 子 を 見 る た め だ と 思 わ れ た 。 い ざ 教 育 実

習 が 始 ま る と 、 毎 日 が 慌 た だ し く 過 ぎ て い っ た 。  

私 の 配 属 学 年 は 1 年 生 で 、 3 組 を 担 当 さ せ て 頂 く こ と に な っ た 。 教 科 指 導 教 諭 の 先 生 も

1 年 3 組 の 担 任 の 先 生 に お 世 話 に な っ た 。教 育 実 習 1 日 目 に は 校 長 先 生 か ら の 講 話 が あ り 、

光 南 高 校 の 特 色 や 校 長 先 生 ご 自 身 の 経 験 、 教 育 に つ い て の 考 え 方 な ど を お 聞 き し た 。 そ の

講 話 の 中 で 特 に 印 象 に 残 っ て い る の は 、 校 長 先 生 か ら 私 た ち 実 習 生 に 投 げ か け ら れ た 「 な

ぜ 教 師 を 志 す の か 、 教 育 実 習 を 終 え た 時 に ど う な っ て い た い か 」 と い う 問 い か け だ 。 そ の

質 問 に 答 え る こ と で 自 分 の 中 で 実 習 を 行 う 意 味 を 改 め て 再 確 認 す る こ と が で き 、 そ れ を 言

葉 に す る こ と で 不 思 議 と 過 剰 な 緊 張 が 抑 え ら れ る の を 感 じ た 。 こ の 問 い か け を し て く だ さ

っ た か ら こ そ 目 的 を は っ き り と 持 ち 、 以 降 の 実 習 に も 落 ち 着 い て 取 り 組 め た よ う に 思 う 。  

教 育 実 習 中 は 主 に 授 業 見 学 を 行 い つ つ 、 時 間 を 見 つ け て 研 究 授 業 に 向 け て の 教 材 研 究 を

し た り 、 生 徒 と 交 流 す る な ど し た 。 教 育 実 習 開 始 当 初 、 光 南 高 校 は 通 常 登 校 が 再 開 し て 間

も な か っ た が 指 導 教 諭 の 先 生 か ら は 毎 日 の 朝 と 帰 り の Ｈ Ｒ を 任 せ て 頂 き 、 教 壇 に 立 つ 感 覚

を 掴 む こ と が で き た 。 光 南 高 校 は 美 術 系 列 を 擁 す る 高 校 な だ け あ っ て 1 時 間 目 か ら 5 時 間

目 ま で 美 術 に 関 す る 授 業 が 展 開 さ れ て お り 、 常 勤 の 美 術 の 先 生 だ け で 3 名 い ら っ し ゃ る 。

そ の 分 、 授 業 見 学 も ほ ぼ 毎 時 間 あ り 、 ス ケ ジ ュ ー ル は タ イ ト に な る が 普 通 の 高 校 よ り も 学

べ る こ と が 多 い と 思 う と 実 習 の や り が い に も な っ た 。 。  

研 究 授 業 を 行 う 前 に は 本 番 と 同 じ 指 導 案 を 使 っ て 練 習 す る 機 会 を 頂 く こ と が で き た 。 練

習 と 言 っ て も 先 生 方 を お 招 き し な か っ た だ け で 、 ほ と ん ど 本 番 と 同 様 の 環 境 で 授 業 さ せ て

頂 い た 。 そ の 練 習 を 基 に 指 導 案 を 精 査 し 発 問 を 修 正 し た り 、 時 間 配 分 を 変 更 す る な ど し て

本 番 の 研 究 授 業 に 臨 ん だ 。 そ の 甲 斐 も あ っ て か 研 究 授 業 で は 練 習 で 授 業 時 間 内 に 収 め る こ

と の で き な か っ た 鑑 賞 を 時 間 内 に 行 う こ と が で き 、 生 徒 へ の 声 掛 け も 効 果 的 で あ っ た と の

お 言 葉 を 指 導 教 諭 の 先 生 か ら 頂 く こ と が で き た 。 一 方 、 研 究 授 業 を 拝 見 し て く だ さ っ た 教

頭 先 生 か ら ア ド バ イ ス を 頂 い た 際 は 、 授 業 中 に 飲 み 物 を 机 に 出 し て い る 生 徒 が い た こ と 、

研 究 授 業 で 使 用 し た 美 術 室 の 備 品 で あ る 色 鉛 筆 の 色 が 揃 っ て い な か っ た こ と な ど の ご 指 摘

を 頂 い た 。 出 し っ ぱ な し の 飲 み 物 に 関 し て は 私 が 自 分 の 授 業 に 精 一 杯 で 気 付 く こ と が で き
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ず 見 落 と し て し ま っ て い た 。 色 鉛 筆 も 私 の 準 備 不 足 で あ り 、 猛 省 し た 。 今 後 は 授 業 に 使 用

す る 備 品 の 確 認 を 行 う だ け で な く 、 道 具 の 状 態 に も 気 を 使 い 、 授 業 中 も 視 野 を 広 く 持 つ よ

う に 心 が け た い と 思 う 。  

大 学 で は 生 徒 役 の 学 生 が 数 人 し か い な い 状 態 で 模 擬 授 業 を 行 う こ と が 多 い の で 教 育 実

習 で の 経 験 は 大 変 貴 重 な も の と な っ た 。 研 究 授 業 の 中 で は 様 々 な 個 性 の 生 徒 か ら 多 く の ア

イ デ ィ ア が 湧 き 出 し 、 私 の 予 想 も で き な い よ う な 発 想 や 発 言 に 触 れ る こ と が で き た 。 私 は

そ れ ら す べ て を 尊 重 し 、 生 徒 同 士 も そ れ ら を 尊 重 し 合 え る よ う な 雰 囲 気 作 り を 心 掛 け た い

と 常 に 思 う 。 授 業 だ け で な く 学 校 生 活 全 般 に お い て も 同 様 で 、 こ れ は 多 様 な 価 値 観 が 存 在

す る 現 代 社 会 に お い て 必 要 不 可 欠 な 能 力 で あ る よ う に 感 じ る 。 私 は 大 学 で 4 年 間 美 術 科 の

教 職 課 程 を 学 ぶ 中 で そ れ を 実 感 し た 。 美 術 に は 1 つ の 答 え が 存 在 し な い 場 合 が 多 い 。 表 現

や 感 じ 方 は 人 そ れ ぞ れ 多 様 で あ り 、 そ の 多 様 性 に 触 れ 自 分 や 他 者 へ の 理 解 を 深 め る こ と こ

そ が 美 術 教 育 の 目 指 す べ き 場 所 の よ う に 思 え る 。 そ し て そ れ は 思 い や り や 他 者 を 敬 う 姿 勢

に 繋 が る 。 私 は こ れ か ら も 美 術 を 通 し て 沢 山 の 個 性 に 出 会 い 、 誰 か が 新 し い 個 性 に 出 会 う

お 手 伝 い を し た い と 思 う 。  
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 *東北生活文化大学家政学部家政学科健康栄養学専攻４年 

教育実習報告  
―栄養教育実習を振り返って―  

 

熊  谷  亜  海 *  

 

令 和 2 年 9 月 14 日 か ら 9 月 18 日 ま で の 5 日 間 、 岩 手 県 一 関 市 立 萩 荘 小 学 校 で 栄 養 教 育

実 習 を さ せ て い た だ い た 。  

実 習 で は 、 栄 養 教 諭 の 食 育 活 動 の 実 際 や 、 教 師 の あ り 方 、 児 童 へ の 接 し 方 な ど 、 数 多 く

の 事 を 学 び 得 る こ と が で き た 。 普 段 、 小 学 生 と 関 わ る 機 会 が 無 く 、 馴 染 め る か 心 配 し て い

た が 、 児 童 が 元 気 に 声 を 掛 け て く れ た た め 、 楽 し く 、 実 り あ る 実 習 を す る こ と が で き た 。  

実 習 中 に は 、 多 く の 先 生 方 か ら 講 話 を い た だ き 、 食 指 導 を 見 学 す る こ と が で き た 。 栄 養

教 諭 は 、 生 活 習 慣 病 の 中 で 特 に 肥 満 の 児 童 に 対 し て 、 養 護 教 諭 と 連 携 し て 支 援 を し た り 、

紙 媒 体 や 校 内 放 送 を 活 用 し て 学 校 全 体 へ 食 育 指 導 を し た り 、給 食 の 食 べ 方 や 食 器 の 並 べ 方 、

箸 の 持 ち 方 な ど を 見 に 行 く 、 ま た は 、 担 任 の 先 生 か ら 情 報 を 得 て 、 食 指 導 に 活 か し た り し

て い る と 知 り 、 他 の 教 師 や 保 護 者 、 学 校 と 連 携 を と っ て 、 児 童 の 食 と 健 康 を 支 え て い る の

だ と 理 解 し た 。 実 際 の 食 指 導 で は 、 児 童 が 注 目 す る よ う に 間 を あ け て 話 し た り 、 給 食 と 結

び つ け て 普 段 か ら 取 り 組 め る よ う に 促 し た り 、 活 動 場 面 を 入 れ て 体 感 で き る よ う に し た り

し て 、児 童 が 興 味 を 持 ち 、分 か る 授 業 に す る た め の 様 々 な 工 夫 が さ れ て い る こ と を 学 ん だ 。  

研 究 授 業 で は 、導 入 と ま と め の 部 分 を 担 任 の 先 生 に し て い た だ き 、私 は 展 開 を 担 当 し た 。

ク ラ ス の 皆 が 活 発 に 発 表 を し て く れ た た め 、緊 張 せ ず に 授 業 を す る こ と が で き た 。し か し 、

予 定 よ り も 展 開 の 部 分 が 早 く 終 わ っ て し ま い 、 時 間 配 分 が 上 手 く い か な か っ た 。 反 省 会 で

は 、 も っ と 児 童 に 考 え さ せ る 時 間 や 発 表 さ せ る 時 間 を 作 る 授 業 の 進 め 方 に つ い て 、 対 象 学

年 に 合 っ た 説 明 の 仕 方 に つ い て ご 指 導 い た だ い た 。 ま た 、 児 童 の 回 答 に 対 し て 、 も っ と 反

応 を す る と 児 童 は 聞 い て も ら え た 気 持 ち に な る た め 、 １ つ １ つ の 反 応 を は っ き り と 表 す こ

と が 大 切 で あ る と 教 え て い た だ い た 。  

研 究 授 業 や 授 業 参 観 を 通 し て 、 児 童 が 分 か っ た 時 の 顔 が と て も 印 象 的 で 、 迷 っ て い る 児

童 に 対 し て は 、 答 え を 教 え る の で は な く 、 ヒ ン ト を 伝 え 、 考 え さ せ る よ う に 促 す こ と が 教

師 に 必 要 な ス キ ル で あ る と 学 ん だ 。 私 は 、 児 童 が 答 え に た ど り 着 け る よ う な 砕 け た 言 葉 を

示 す こ と を 難 し く 感 じ た た め 、 こ れ は 今 後 の 課 題 で あ る 。  

■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol.�5

─ 89 ─



 
 

 実 習 全 体 を 通 し て 、 教 師 と し て 児 童 に 教 え る こ と の 楽 し さ と や り が い を 強 く 感 じ た 。

ま た 、学 校 や 教 師 は 、大 切 な 児 童 を 預 か っ て い る と い う 責 任 感 を 強 く 持 ち 、児 童 や 保 護 者 、

地 域 の 方 々 と の 信 頼 関 係 が 必 要 で あ る と 学 び 、 信 頼 の 上 に 学 校 は 成 り 立 っ て い る の だ と 感

じ た 。 そ し て 、 信 頼 さ れ る に は 日 々 の 積 み 重 ね や 、 児 童 １ 人 １ 人 と 向 き 合 う 姿 勢 が と て も

大 切 で あ る と 学 ん だ 。 実 習 で 多 く の 先 生 方 や 児 童 か ら 学 ん だ こ と を 胸 に 、 自 分 自 身 の 課 題

を 改 善 し 、 信 頼 さ れ る 社 会 人 に な れ る よ う に 頑 張 っ て い き た い 。  
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 *東北生活文化大学短期大学部 生活文化学科 子ども生活専攻 2020 年（令和２年度）卒業生 

 

教育実習で学んだこと  

－異年齢保育でのかかわりから－  

 

小関  亜優 *  

 

 

私 は 、 学 校 法 人 七 郷 学 園 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 蒲 町 こ ど も 園 で 実 習 を さ せ て い た だ

き ま し た 。 蒲 町 こ ど も 園 の 全 園 児 数 は １ ８ ３ 人 で 、 ク ラ ス 数 は ７ ク ラ ス で し た 。 園 の 保 育

目 標 は 「 自 分 で 選 び 」 「 共 に 考 え 」 「 何 度 も 挑 戦 す る 」 と い う 目 標 で し た 。 こ の ３ つ の 目

標 を キ ー ワ ー ド に ３ ～ ５ 歳 の 子 ど も た ち が 主 体 的 活 動 と し て 週 3回 （ 水 ・ 木 ・ 金 ） に 「 う

き う き タ イ ム 」 と い う 異 年 齢 児 が か か わ る 中 心 活 動 を 行 っ て い ま し た 。 ４ つ の コ ー ナ ー が

各 ク ラ ス に あ り 「 作 る エ リ ア 」 や 「 実 験 エ リ ア 」 な ど 子 ど も た ち 同 士 で 考 え て 、 一 緒 に 作

る 活 動 を 行 っ て い ま し た 。 子 ど も た ち が 、 植 物 や 新 聞 紙 な ど 身 近 に あ る も の で ま ま ご と や

車 等 を 作 っ て 遊 ん で い る 時 、 保 育 者 は 子 ど も た ち が 安 全 に 遊 ぶ こ と が で き る よ う 配 慮 し 、

見 守 っ て い ま し た 。 私 は 「 ○ ○ し た 方 が い い 。 」 と 指 示 す る の で は な く 、 子 ど も た ち が 自

分 で 考 え 、 色 々 な 表 現 が で き る よ う な 工 夫 を し 、 安 全 に 十 分 に 配 慮 し て い る 保 育 者 の 支 援

の あ り 方 を 学 び ま し た 。 声 掛 け や 援 助 で は 、 一 人 ひ と り に 合 う 声 掛 け が あ り 、 毎 日 繰 り 返

し 行 い そ の 子 に 合 っ た 援 助 を 見 つ け て い く こ と が 大 切 だ と 思 い ま し た 。 異 年 齢 児 活 動 だ か

ら こ そ 見 つ け る こ と が で き る も の が あ り 、 年 齢 に と ら わ れ ず 一 人 ひ と り に か か わ っ て い

き 、 保 育 を し て い く こ と が 大 切 だ と 学 ぶ こ と が で き ま し た 。 異 年 齢 児 活 動 で は 、 年 上 の 子

ど も は 年 下 の 子 の お 手 本 に な ろ う と 意 識 し 、 年 下 の 子 ど も は 年 上 の 子 を 見 習 お う と す る よ

う な 姿 を 見 る こ と が で き ま し た 。 ま た 、 一 緒 に 遊 ぶ こ と で 子 ど も た ち の 自 分 で 意 思 を 相 手

に 伝 え た り 、 相 手 の 思 い を 読 み 取 っ た り し て 、 相 手 へ 思 い や り の 気 持 ち を も っ て 接 し て い

ま し た 。 こ の よ う に 異 年 齢 児 活 動 で は 社 会 性 や 協 調 性 も 身 に つ け ら れ る と い う こ と も 学 び

ま し た 。  

実 習 中 は 不 安 な こ と や 、 上 手 く い か な い こ と が 沢 山 あ り ま し た が 、 保 育 者 か ら ア ド バ

イ ス を い た だ き 良 い 実 習 を す る こ と で き ま し た 。 そ の 日 の 反 省 は 次 の 日 の 課 題 に し 、 積 極

的 に 取 り 組 み ま し た 。 ３ 週 間 と い う 短 い 期 間 で 多 く の こ と を 学 び 、 何 よ り 子 ど も た ち の 笑

顔 が 力 に な り ま し た 。 私 は 、 ４ 月 か ら 保 育 教 諭 と し て 働 き 始 め ま す 。 実 習 で 学 ん だ こ と を

糧 に 笑 顔 溢 れ る ク ラ ス を 作 っ て い き た い と 思 い ま す 。  
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